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断られるつもりで臨んだお見合いが




　ハリのあるダークブラウンの前髪が額に斜めにかかり、凛り々りしい眉の下には髪と同色の瞳が艶めいている。やや垂れた目尻は甘い印象だ。

　人目を引く美形の彼は藤ふじ江え朝あさ陽ひ――出会ってまだ三か月半ほどの成なる美みの夫である。

　四歳年上の彼はその目に蠱こ惑わく的てきな光をともし、広いベッドの上で成美に覆いかぶさった。

　肌をさらした上半身は筋肉の隆起が逞たくましくも美しく、成美の鼓動は振り切れんばかりに高鳴る。

　二十六年間守り続けた純潔を今夜、散らすことになる。

　強い緊張と同時に不安にも襲われていた。

（がっかりされたらどうしよう）

　同僚には華きゃ奢しゃな体形を羨ましがられるが、自分では魅力に思えない。女性らしい柔らかさが足りず、特に控えめなバストを気にした。

　下着の上から体を撫なでられ羞恥に耐えていると、背中のホックに朝陽の指がかかる。

（あっ！）

　思わず取られまいとして胸元を両手で押さえ、顔から火が噴きそうな思いで懇願する。

「ごめんなさい、あの、下着を身につけたままではいけませんか？」

　彼は目を瞬かせ、その後に片側の口角を上げた。

「それもいいと思うけど、今は駄目」

「どうしてですか？」

「俺が成美のすべてを見たいから」

「きゃあっ！」

　下着をはぎとられ、両手首を掴つかまれてシーツに縫いつけられた。

（恥ずかしくて逃げ出したい。朝陽さんは優しい人なのに、どうして強引なことをするの？）

　耐えがたい羞恥を理解してもらえないのが悲しくて、硬くつむった目に涙がにじむ。

　その時、感嘆しているような吐息が聞こえた。

　成美に馬乗りになる朝陽がうっとりとした声を漏らす。

「想像以上にきれいだ。どうして自信がないんだ？」

「えっ……」

　おそるおそる目を開けると、彼が成美の胸元に視線を止めて微笑んでいた。

「私の体、きれいに見えるんですか？」

「ああ。もっと俺に見せつけて。せっかく美しい体をしているのだから」

　朝陽はいつも成美が欲しい言葉をくれる。

「すごく美お味いしそう。そそられる」

　ペロリと舌先を覗のぞかせた彼が、成美の胸に顔を埋めた。

　恥ずかしくておかしくなりそうだが今度は逃げたいと思わず、力を抜いて夫に身を任せた――。
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　ここは都内にある掃除用品の販売やリース、掃除代行を事業とする会社だ。

　全国展開している会社の規模は大きいが、成美の勤務先の店舗は小さく、古びた雑居ビルの一階に他社のテナントふたつと間口を並べている。

　店舗内は業務机が六つと客対応用のカウンター、応接用のソファセットがあって、バックヤードに商品の在庫や掃除用具を詰め込んだ倉庫と更衣室がある。

　スペースに対して物が多くて狭いけれど、清掃会社なだけあって隅々まで掃除が行き届いた気持ちのいい店舗だ。

　時刻は十五時。

　肩下までのストレートの黒髪をひとつに結わえた成美は、紺色チェックのベストに膝下丈のタイトスカートという事務員の制服を着ていつものように自分の机に向かっている。

　電話対応や発注、依頼を受けてからの掃除スタッフの手配、商品の発送や請求書の送付などが成美の業務だ。

「及おい川かわさん、これもお願いします」

「はい、承りました。お疲れ様です」

　掃除代行から戻った中年の男性従業員が、客のサイン済みの書類を成美の机に置いていく。

　それに不備がないかを確認し、デスクトップのパソコンで請求書を作成していたら、隣の机との境にある電話が鳴った。

　隣はもうひとりの事務員、春はる野の梢こずえの席で、彼女が先に受話器を取ったので成美はパソコンの画面に意識を戻した。

　すると、電話中の梢に肩を叩たたかれる。

　ミルクティー色のふんわりとカールさせた髪を今風にラフに結わえ、薄口の顔にやや濃いめのメイクをした梢が眉尻を下げている。

「少々、お待ちください。今、上の者に確認してまいります」

　保留ボタンを押した梢は大きなため息をついた。

「成美、どうしよう。お客さんがすごく怒っているんだけど」

「どういった内容ですか？」

「モップ用クリーナーが壊れたようなんだけど、まくし立てられて受話器に耳を当てていられないからよくわからない。詳しく聞こうと思ってもこっちの話を聞いてくれないし」

　成美は高校卒業後にすぐ入社したため、短大を出た梢より二年ほど先輩にあたる。上の者と言われたが、ただの平社員で上司ではない。

　梢の方がひとつ年上で入社時から気さくに話してくれて仲もいいけれど、成美はいつも敬語だ。

　年上に対して丁寧な口調になるのは子供の頃からの習慣で、『壁を作られているみたいだからやめて』と言われてもどうにも崩せなかった。

「苦情の対応は私がしますね」

「いいの？　怒鳴られるよ？」

　梢が申し訳なさそうな顔をしながらも期待に口角を上げている。

「大丈夫です。代わりに梢さんには請求書の作成をお願いしてもいいですか？　すみません」

「〝すみません〟はこっちの台詞せりふだよ。成美ってほんと真面目だよね。普通は嫌な仕事を回さないでって怒るところでしょ」

「嫌じゃないですよ。どんな人でも、話せば必ずわかってくれますから」

　それは警察官だった父の言葉だ。

　煙草の吸い殻のポイ捨てや自転車のふたり乗りなど、社会のルールを無視する者を見かけたら、たとえ家族でお出かけ中であっても父は必ず注意しに行った。

『どんな人でも話せば必ずわかってくれる』というのが持論で、敬愛する父の言葉は皆が嫌がる苦情対応でもいかされてきた。

　成美は笑みを作って電話の保留を解除する。

「お待たせいたしました。ここからは私、及川がお話を伺います。弊社のモップ用クリーナーをお使いいただき誠にありがとうございます。クリーナーに欠陥があるという――」

　成美の言葉を遮るように、受話器から怒声が響く。

　声質から高齢男性であるとわかったが、梢が言った通り、相手はかなりの怒りの中にいて会話にならない。

『ちっともごみを吸わねぇ。こんな不良品をリース契約させてけしからん会社だ！』

　大声で繰り返される苦情にひたすら相あい槌づちを打ち続けること十五分ほどして、ようやく相手の勢いが弱まった。おそらく怒鳴るのに疲れたのだろう。

　ここがチャンスと思い、成美は優しく問いかける。

「お客様のお名前をお伺いしてよろしいでしょうか？」

『上うえ杉すぎ元もと重しげだ』

「お調べいたします。五か月前にご契約いただいた豊と島しま区の上杉様ですね。クリーナーの不調はいつ頃からでしょうか？」

『一昨日くらいだな。胃を悪くして入院した家内にモップくらいかけておいてと頼まれたんだ。退院して帰ったら、部屋が汚いのは勘弁してくれってさ。昨日は少しマシだったが、今日はちっともごみを吸わねぇ。まだ新しいのに壊れちまったんだよ』

（奥様が入院されて、普段は家事をしないご主人が掃除をするようになったのね）

　その様子を想像して大変な思いをされているのだろうと同情した。

　掃除や洗濯、料理をしようとしても、用具をしまっている場所や使い方がわからず、イライラをつのらせているのではないだろうか。

　それでも妻の期待に応えようとして一生懸命に掃除をするのは、安心して治療に専念してもらいたいという愛情からだと感じられた。

（素敵なご夫婦ね）

　成美は電話の相手に好感を抱くと同時にクリーナーの不調の原因に気づいた。

「本体右側の赤ランプが点灯していませんか？　点灯していましたらクリーナー内にごみが溜まっているという合図ですので、蓋を開けて捨ててください」

『へ？　赤ランプ……ついてるな。どこを開けろって？』

　そこからさらに十分ほどかけて丁寧に説明し、男性はクリーナー内のごみを無事に捨てることができた。そうすると予想通り吸引力が回復して、埃ほこりが付着したモップはきれいになったという。

　受話器から聞こえてくる声が別人のように弱々しくなる。

『ごみが溜まって吸わなかったんだな。当たり前の理由に気づかないで恥ずかしい。さっきは怒っちまってごめんな』

「いえ、お気になさらないでください。奥様がご入院されて大変ですね。弊社の商品の使用方法など、ご質問がありましたらいつでもお気軽にご連絡ください。奥様が早くお元気になられますよう、私も祈っております」

『ありがとう。あんた、いい子だな。あんたにもいいことがあるよう祈ってるよ』

　受話器を戻したら拍手が沸き、成美は驚いて見回した。

　店舗内には店長と四人の社員、ふたりのアルバイト従業員がいて、皆感心している。

「及川さんはクレーマーの対応がうまいな」

　そう言ったのは四十代の男性店長で、どうやら怒鳴りつけていた男性客の声が離れた席まで届いていたらしい。

　仕事ぶりを認めてくれるのは嬉うれしいが、その言い方はどうなのかと成美は真顔で意見する。

「クレーマーではありません。奥様想いの素敵なお客様でした」

　すると梢が半笑いで指摘する。

「なに言ってるかわからないくらい怒鳴る客を、素敵と言えるんだ。しかもごみを捨てていなかったのが原因なんて、普通はいい加減にしろって思うでしょ。成美はすごいね。奥さん入院してるとか、そんな情報引き出せないよ、普通は」

　繰り返し言われた〝普通〟という言葉が、成美の胸にチクリと刺さる。

　曲がったことが許せない父と真面目な母の影響で、成美は子供の頃から品行方正に生きてきた。

　調子に乗ったりふざけたりした経験は、記憶にある限り一度もない。人を悪く言うのも、ズルをするのも是としない性格である。

　そのため取っつきにくいと思われ、あまり友達ができなかった。

『及川さんって、超硬いよね。頭の中、石でできているんじゃない？』

　校則で禁止の携帯電話を持ってきた高校のクラスメイトに注意したら、そう言って嘲笑された思い出がある。

　自分でも行きすぎだとわかっているのだが、どうにも真面目さを崩せず、性格について触れられると心が痛んだ。

　しかし梢に悪意がないのはわかっているので、からかい交じりの褒め言葉に対し、お礼を言って頭を下げた。

　他の従業員たちがそれぞれの仕事に戻ると、梢が自分のショルダーバッグをゴソゴソ探り、名刺大の紙を取り出した。

「そういえば、先月あげたこのチケット使った？　もう一枚あるからさっきの苦情対応のお礼にもらってよ」

　差し出されたのは梢が通っているスポーツジムの一日無料体験チケットで、ひと月ほど前に残業を代わってあげた時に渡されたのと同じものである。

　成美は一瞬固まり、ぎこちない笑みを浮かべて受け取った。

「あの、二枚もすみません。先月は楽しませていただきました」

「いいでしょ、あのジム。館内は広いしお風呂はきれいで――あ、また電話。私が取るよ」

　素早く受話器に手を伸ばした梢から視線を外し、胸に手をあてホッと息をつく。

（いただいてしまったけど、あのスポーツジムには二度と行けない……）

　チケットを机の引き出しにしまった成美は、キーボードに手を置いて仕事に集中しようと努めた。




　今日は十八時の定時で退社し、電車に乗って帰宅した。

　スーパーマーケットに寄るのは水曜と日曜と決めていて、他の日はまっすぐ帰る。

　寄り道はいけないと子供の頃にしつけられた習慣が大人になっても抜けないからで、会社帰りに食事しようという梢の誘いを断らなければならない時などは真面目すぎる性分に不自由さを感じた。

　自宅は線路沿いに建つ古いアパートで、成美は母とふたり暮らしだ。

　間取りは１ＤＫと狭いが、節約生活を長年続けているため物が少なく、いつもすっきりと片づいている。大きな家具は冷蔵庫と洗濯機、座卓と食器棚くらいだ。

　居間の端にある狭い台所で夕食の支度をしていると、母が仕事から帰ってきた。

　成美も小柄だが母はさらに五センチほども背が低く痩せている。

　お金がもったいないからと三か月に一度しか髪染めをしないので、ショートボブの髪は白髪が目立った。五十一歳の実年齢よりやや老けて見えるが、本人は気にしていないようだ。

　生地はくたびれてもパリッと糊のりづけしたスーツ姿の母は疲れた顔をしており、包丁を置いた成美は冷たい麦茶をグラスに注いで座卓に置いた。

「お母さん、お疲れ様」

「成美もお疲れ様。いつも夕食の支度をさせて悪いわね」

　母は税理士事務所で事務員をしている。

　その職場は成美より遠く、そのため先に帰宅した成美が台所に立つ機会が多い。

　出来合いのものを買ったり外食をしたりという選択肢はない。

　節約しているからという理由だけでなく、朝夕の食事は手作りして家族で食卓を囲むというのが子供の頃からのルールだった。

「少しも悪くないよ。気にしないで。今日は暑いから冷やし中華にしたの。あとは麺をゆでるだけだから座って待っていてね」

　ゆで上がった麺を冷水にさらして中華皿に盛り、トマトとキュウリ、錦糸卵とハムをのせて醤しょう油ゆだれをかける。基本の料理本に載っていそうなオーソドックスな冷やし中華が完成し、母と座卓に向かい合って正座する。

　食事中にテレビをつけないことや食べ終えるまで喋しゃべらないのも家族のルールで、「いただきます」と手を合わせた後は静かな居間に麺をすする音だけが響いた。

　十分ほどしてほぼ同時に食べ終え、ふたり分の食器を片づけようと腰を浮かせたら母に止められた。

「待って。片づけはお母さんがする。その前に、成美に聞いてもらいたい話があるの」

「うん……？」

　改まってなんだろうと思いながら座り直すと、母が言いにくそうに切り出す。

「実は今日、あなたにお見合いの話をもらったのよ」

「えっ、お見合い!?」

　二十六歳というと世間一般では結婚適齢期なのかもしれないが、成美はこれまで異性に恋愛感情を抱いたことはなく、交際経験もない。

　自分は結婚に無縁の人生を送るのだろうと漠然と考えていたので、突然の見合い話に目を丸くした。

「驚かせてごめんなさいね」と謝り、母は経緯を話す。

『美人で年頃のお嬢さんに、ぜひ会ってほしい方がいるんだ』

　今日の仕事終わりに税理士事務所の代表――母が〝横よこ沢ざわ先生〟と呼んでいる五十代の税理士からそう言われたという。

　これまで職場の男性たちから何度か可愛かわいいと言われたことがあるけれど、すべてお世辞と受け止めて、自分では人並みの容姿だと思っている。

　色白の肌に卵形の顔、二重で普通の大きさの目。それに高すぎず低すぎない鼻に特徴のない唇。

　どこをとっても美人だと思えない。

　一度も会ったことのない横沢先生がなぜ成美を美人だと言ったのか不思議に思ったが、母が断らずに見合い話を持ち帰ったことにはもっと疑問を感じた。なぜなら――。

「うちに借金があることはご存じなの？」

　ややためらいがちに成美は口にした。正確には、蒸発した父が残した借金だ。十年ほど会っていない父の顔が浮かび胸が痛んだ。

　真面目な警察官だった父がいた時は暮らしに不自由はなく、子供の頃は水泳や学習塾、ピアノや習字などたくさんの習い事をさせてもらった。高校は私立の名門女子高に入学し、閑静な住宅地の一軒家に住んでいた。

　裕福な方だと思っていた生活が崩壊したのは、成美が高校一年生の秋だ。

　ある日、父が離婚届と長い手紙を置いて突然、行方をくらませた。

　手紙を読むまで母も成美も知らなかったのだが、父は旧友の連帯保証人になっていた。その人が営む飲食店の経営が苦しくなり、銀行に融資を申し込みたいからと泣きつかれたそうだ。

　しかし半年ももたずに飲食店は倒産し、旧友が夜逃げして連絡が取れなくなった。

　代わりに返済義務を負った父は、家族に負担をかけまいとして為替取引で資産を増やそうと試み、失敗して借金が膨らんでしまったのだ。自転車操業のようにあちこちの消費者金融からキャッシングして返済するのを繰り返していたら、ついにどうにもならない借金地獄に陥った。

　誇りだった警察官の仕事を辞め、家族の前からも姿を消したのは、精神的にかなり追い詰められていたからだろう。

　手紙には離婚して縁を切ることくらいしかしてあげられず申し訳ないという謝罪が綴つづられていた。

　まだ十六歳の子供だった成美はショックで泣くばかりだったが、母は強く、すぐに問題解決に向けて動き出した。

　借金は返さなければ相手方に申し訳ないと債務整理して返済までの道筋を作り、離婚届は出さずに父の帰りを待つという選択をしたのだ。

『完済すれば、きっとお父さんは帰ってくるよ。どうして相談してくれなかったのかと文句をぶつけて、その後は笑顔でお帰りなさいと言ってあげよう』

　母のその言葉に勇気づけられた成美は、自分も借金返済のために働くと申し出た。

　定時制高校に転校してアルバイトをしながら高校に通い、卒業後は今の清掃会社に勤めて母と借金を返し続けている。

　完済まであと二十年ほどかかるので、自分の結婚など到底考えられなかった。

「私が結婚したら借金の返済はどうするの？　ふたりで働いて絶対に完済しようと約束したのに。お父さんが迷惑をかけたのを知らないふりはできないと、お母さんが言ったんだよ。それを話さなかったの？」

　母は事情を隠して娘にお見合いさせるような性格ではないけれど、この先もお世話になる雇用主には恥ずかしくて言い出せなかったのではないかと思った。

　すると母がすぐさま否定した。

「もちろん、横沢先生に話したわ。いいお話ですけど、借金返済中ですので遠慮しますと言ったのよ。でもね」

　見合い相手は富裕層で、こちらに借金があっても気にしないと言われたそうだ。

　さらには、『断られると私が困る。会うだけでもなんとかお願いできないか』と頭まで下げられた。雇用主にそこまでされては無理だと言えず、母は娘に聞いてみると話を持ち帰ったという。

　母の眉尻が下がる。

「ごめんなさいね。今時、お見合いなんて嫌よね？」

　借金があるからという理由ではなく、きっと娘は見合いで出会いを求めていないだろうと申し訳なく思っているようだ。

「嫌ではないけど……」

（今は誰とも交際できないから、会っても意味はない。こちらがそんな考えだと相手の方に失礼よ。でも、私が断ればお母さんが困るだろうし）

　少し迷ってから、職場での母の立場を考えて結論を出した。

「私、お見合いしてみる」

「いいの？」

「うん。直接お会いして、私の口からうちの事情を話す。借金は気にしない人だと横沢先生が言っても、それはないでしょう。きっと相手の方から、お付き合いできませんとお断りされると思う」

　わざわざフラれに行くようなもので、年頃の娘としては少々傷つくところだが仕方ない。

　母に気を使わせないようフフッと笑ってみせ、ふたり分の食器を台所に下げる。

「それで、お相手はどんな方？　横沢先生のご親戚？」

「違うわ。先生の昔からの顧客の、ご友人の奥様の、従兄の職場の、えーと、それからなんだったかしら」

（つまり、縁もゆかりもない、ということ？）

　繋つながりが薄すぎる人からどうして自分のもとに見合い話がきたのかと、眉をひそめて振り向いた。

　母は座卓を拭いていた手を止め、成美を安心させようとする。

「おかしな人じゃないから大丈夫。『アカフジ電でん機き』のグループ会社で専務をされている、立派な方だそうよ」

「えっ？」

　思わず台所の炊飯器を見る。故障もなく八年ほど活躍している三合炊きの炊飯器には、〝AKAFUJIアカフジ〟とメーカー名が刻まれていた。

　アカフジ電機は日本で三本の指に入る家電メーカーで、売上や従業員数は調べたことがないのでわからないが、巨大企業であるのは間違いない。

　そのグループ会社の専務がなぜ自分に見合いを申し込むのかますますわからず、不安ばかりが膨らむ。

（有名企業の重役を務める方なら、家柄のいいお嬢様とお見合いするものでしょう？　もしかして……）

　思わず想像したのは、性格の悪さがにじみ出ているような顔つきの中年男性だ。モラハラな言動に耐えきれなくなった妻が逃げ出し離婚したという架空のエピソードまで考えてしまった。

　いくら借金返済中というハンデがあっても、意地悪な男性とは結婚したくないと思い、おそるおそる母に問う。

「すごく年上の方？　離婚歴もあるの？」

「違うわよ」

　隣に立った母が成美の想像を笑い飛ばす。

　スポンジを手に取った母に食器は自分が洗うと言ったが、首を横に振られた。

「成美より四つ上の三十歳。有名国立大学をご卒業されたそうよ。背が高くてハンサムで、お写真では女性にモテそうな方だったわ」

「写真があるの？　見せて」

「それが持って帰れなくて」

　革の台紙に入れられた見合い写真を横沢先生から見せてもらったそうだが、相手の意向で持ち帰らせてもらえなかったという。

　成美の表情が明らかに曇ったため、母が慌てる。

「きちんとした方だったわ。そこは安心していいと思う」

（安心できないよ。どうして写真を渡せないの？　写真とは別人が来たりしない？）

「とにかく会ってみるね」

　母を困らせないように承諾したものの、不安が先行する見合い話だった。

　七月上旬の日差しは強烈だが、格式高い老舗ホテルのロビーはひんやりと涼しく、汗がすぐに引いていく。

　日曜日の今日は見合いの日。

　十一時半からの約束で、二十分前に成美と母はこのホテルに到着した。

　鶯うぐいす色いろの訪問着姿の母がフロントで受け付けするのを、成美は少し後ろで緊張しながら待っている。

　見合いの話を母から初めて聞いたのは十日前で、それから新たに知ったのは、藤江朝陽という相手の名前と、アカフジ電機本社の社長の次男という情報だ。

　大企業の御曹司なら結婚相手は選び放題だと思うのに、なぜ成美に見合いを申し込んだのかがさっぱりわからない。疑問と不安がモヤモヤと心にくすぶって、昨夜は目を閉じてもなかなか眠れなかった。

（なにを話せばいいの？）

　女子高時代のクラスメイトの中にはお金持ちのお嬢様もいたけれど、それ以降はセレブな人との交流はない。

　こんなに緊張するのは初めてだった。

　ホテル従業員の案内でエレベーターに乗り、三階を目指す。

　エレベーターの後ろの壁は鏡になっており、成美はそっと振り向いて自分の姿を確認した。

　着ているのは薄桃と白地の振袖で、四季花と御所車の古典柄が鮮やかに織られている。有名な職人が手掛けた逸品だというこの振袖は、見合い話を持ってきた横沢先生の娘からの借り物だ。

　節約生活を長年続けている身では、自分の成人式にレンタル振袖さえ着られなかったので、これが初めての振袖である。

　肩下までのストレートの黒髪はここに来る前に美容室で和装に合うように結い上げてもらい、藤花のかんざしを挿していた。

（きれいな振袖が着られたのは嬉しい）

　見合いへの不安とは別に、特別なお洒落しゃれができて心が弾む。

　エレベーターを降りて絨じゅう毯たん敷きの静かな廊下を進み、通されたのは〝桔き梗きょうの間〟と書かれた八畳の座敷だ。

　床の間の掛け軸が桔梗で、内縁とガラス戸の向こうに見えるテラスは和風庭園のように造られており、そこにも白や青、紫の桔梗の花が咲いていた。

　庭園を囲う竹垣が日差しを弱めてくれるので暑さを感じずに観賞できる。

　約束の時間より十五分早いので相手はまだ到着しておらず、ホテルの従業員が下がった後、成美と母は艶やかな座卓に向かって並んで座った。

（このお部屋の使用は二時間なのね。会食には一時間くらいかな。その後はすぐ帰りたいけど、こちらから言い出したら失礼かも）

「成美、ごめんなさいね」

　不安や緊張が顔に出ていたらしい。母に謝られてハッとし、慌てて笑みを作る。

「少し緊張しているけど、大丈夫。振袖を着る機会に恵まれてよかったよ」

　気遣ったつもりが、母の悲しげな目を見て余計な発言に気づいた。成人式の日に、振袖を着せてあげられないと自分を責めていた母を思い出す。

「成美には苦労をかけて、本当にごめ――」

「お母さんのせいじゃない。お父さんが……ううん、なんでもない」

（借金を作ったのはお父さんだけど、私にも責任がある。お父さんを責められない）

　連帯保証人になって返済義務を負った時に為替取引に手を出したのは、家族に迷惑をかけまいとしての思いからだ。

　学費の高い私立の女子高に通い、習い事もたくさんして、なに不自由なく暮らしている娘の生活を変えたくなかったのだろう。

　首が回らなくなるまでひとりで悩み、苦しんでいたのではないだろうか。

　それに気づいてあげられず申し訳ないとは思っても、少しも恨んではいないし、借金返済は自分の義務のような気がしているので母に謝ってほしくない。

「お庭の桔梗、きれいだね」

　話を逸らそうとしたら襖ふすまが数センチ開いて、着物姿のホテル従業員が膝をついて顔を覗かせた。

「お待ち合わせのお客様がお見えになりました」

　襖が大きく開けられると、三つ揃ぞろえのライトグレーのスーツを着た男性が現れた。

「藤江朝陽です。お待たせしてすみません」

　ダークブラウンの短い髪は緩いウェーブがついて、お洒落で清潔感のあるビジネスヘアにセットされている。

　張りのある前髪が額に斜めにかかり、凛々しい眉の下にはやや垂れ目の瞳。鼻筋はスッと高く、唇は適度な厚みがあって、人目を引くような美形である。

　背はスラリと高く百八十センチを超えていそうで、見た目からは大企業の重役というより俳優のような華やかな雰囲気を感じた。

　敷居をまたいだ彼が軽く会釈して、爽やかに微笑む。

　成美は目を丸くして、鼓動を最大限に高まらせた。

　彼の優れた容姿に驚いているのではなく、見覚えのある顔だったからだ。

（この人が私のお見合い相手だなんて。偶然なの？　ど、どうしよう……）

　朝陽と出会ったのは、ひと月半ほど前のことで――。
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　よく晴れた五月最後の日曜日、成美はとあるスポーツジムを訪れた。

　開館の九時ちょうどに受付スタッフに渡したのは一日無料体験チケットで、同僚の梢からもらったものだ。梢は半年ほど前にダイエット目的で入会したそうで、ありがたくチケットを使わせてもらう。

（スポーツジムは初めて。エアロビクスやヨガをやってみたい。プールに入るのは久しぶりでワクワクする）

　子供の頃からたくさんの習い事をしてきたが、生活が苦しくなった高校一年生の時にすべて辞めた。運動は得意とは言えないが体を動かすのは好きで、スイミングクラブには十年通っていた。

　受付スタッフに館内利用の説明を聞いてからロッカールームに行き、裾にゴムの入ったえんじ色のジャージズボンと、襟と袖に同色のラインがあしらわれた半袖Ｔシャツに着替えをする。

　これは女子高時代の体操服で、もったいないので捨てずに取っておいてよかったと思っていたが、ふたつ隣のロッカーを使用していた中年女性に二度見されてしまった。

（レトロ感が強すぎた？）

　恥ずかしくなってコソコソしていたが、すぐに運動する楽しさで服装の問題を忘れる。

　予約なしでレッスンを受けられるエアロビクスとヨガに参加し、小休憩を挟んでからフィットネスマシンを数種類、試した。

　それからロッカールームに戻って今度は水着に着替える。

　これも高校一年生の時に使っていたものだが、黒に蛍光カラーのラインが入ったシンプルな競泳用なので、今でもおかしくないように思う。身長も体重も当時とさほど変わっていないので、サイズもピタリと合っていた。

　ゴム製のキャップとゴーグルを装着し、矢印で示されたプールの入口へ向かう。

　ロッカールームを出て薄暗い連絡通路を進んだら、急に視界が明るく開けた。

（この感覚、懐かしい）

　塩素のツンとした匂いとムッとする湿度、高い天井に反響する人の声、濡れた滑り止めの床材の感触。

　十年ぶりのプールに心が弾んだ。

（早く泳ぎたい。自由に使えるレーンは……）

　八レーンある五十メートルプールは、四レーンが事前申し込みの必要なレッスンで使われており、インストラクターの大きな声が響いている。生徒は三十人ほどいて、活気にあふれていた。

　残りの四レーンが自由遊泳用となっていて、往復するのに二レーンを使うため、実質二コースだ。

　口角を上げて近づいた成美は、プールサイドで足を止めて首を傾げた。

（あれ？　こっちは混んでいるのに、あっちはひとりしか使っていない）

　手前のコースは中高年の利用者、二十人ほどがクロールでゆっくりと泳いでおり、端まで来ると順番待ちで一度立ち上がらなければならない混みようだった。

　対して奥のコースを利用しているのは、男性ひとりだ。

　人数の不均衡を疑問に思ったら、後ろから初老の男性ふたりの立ち話が聞こえた。

「今日はやけに混んでいるな。これじゃ泳げない」

「奥のコースで泳いだら？」

「あんなに速いと流れに乗れないからやめとくよ」

「あの若者に、遠慮してゆっくり泳げと言ってやろうか？」

「やめてくれよ。なにかされたら怖いだろ。奥はスピード出していいコースだし、文句は言えない。仕方ないから今日は帰るさ」

　チラリと振り向いて残念そうにしている高齢男性を見た成美は、つかつかと奥のコースに向かった。困っている人を見過ごせない性分なので、代わりに自分が声をかけようと思ったのだ。

（おじいさんはなにかされたら怖いと言ったけど、明るい時間で人も多いから心配いらない。話せばきっとわかってもらえる）

　平泳ぎで遠ざかる男性は向こうの壁まで行くと、背泳ぎでこちらに戻ってくる。先ほどはクロールで泳いでいたので、個人メドレーの練習をしているかのようだ。

（タイムを伸ばそうとするスイミングクラブならわかるけど、ここはスポーツジム。譲り合って施設を利用すべきだわ。それにしても……きれい。フォームが整っていて、上手に力を抜いた自然な泳ぎ方。それでいてあんなにスピードを出せるなんてすごい。日頃から鍛えていそう）

　しなやかな長い手足に広い肩幅、水に濡れた小麦色の肌の張りや筋肉のつき方が美しい。

　思わず見惚れてしまったが、男性の片手が足元のプール壁にあたったので慌てて声をかけた。

「あの、すみません」

　しかし聞こえなかったようで、くるりとターンして往路のレーンに移動した彼はドルフィンキックで水中を進むと、水面に顔を出してクロールで遠ざかった。

（ここからじゃ声が届かないみたい）

　成美はザブンと復路のレーンに下りた。

　冷たい水に鳥肌が立ったが、すぐに慣れて心地よくなり、壁際に立って彼が戻ってくるのを待つ。

　数十秒して背泳ぎで近づいてきた彼に、先ほどより大きな声で言う。

「すみません、止まってくださ――」

　次の瞬間、彼の右手が強めに成美の胸に触れた。

　驚きすぎて悲鳴さえあげられず、鼓動を加速させて水中で固まるのみ。

　やっと成美に気づいた彼が泳ぐのをやめて立ち上がり、ゴーグル越しに小柄な成美を見下ろした。

「すまない」

　さほど申し訳ないと思っていなそうなあっさりした口調で謝った彼は、頭まで水に沈んでコースロープの下をくぐり、隣のレーンに移ろうとする。

　成美は慌てて彼の片足を引っ張った。

（人の胸を触ったのに、それだけなの？）

　水を飲んでしまったらしく、勢いよく立ち上がった彼は激しくむせている。

　コースロープを挟んで成美と向かい合うと、ゴーグルを上げた。

「なにをするんだ」

　不機嫌そうに眉まで寄せられては、普段は温厚な成美でもムッとする。

「それは私の台詞です。触っておきながらその態度はどうなんでしょう。故意じゃないのはわかっていますけど、もう少し申し訳なさそうにしてはいかがですか？」

　肩や腕にぶつかったわけじゃないのだ。たとえ偶然だとしても、心からの謝罪があって当然のように思う。

　しかし煩わしそうにため息をつかれた。

「申し訳なかった。だが、背泳ぎの進路に立たれたらぶつかって当然。君にも落ち度はある。それに背中に手があたったくらいで、そんなに怒らなくてもいいだろ」

（背中……？）

　胸に触れられた時よりも強いショックを受けた成美は、怒りを一瞬忘れて呆ぼう然ぜんとした。

　それが納得したように見えたのか、眉間の皺しわを解いた彼が問題解決とばかりに微笑みかける。

「君は怒り顔より笑顔が似合うと思うよ」

　きっとこう言えば成美が照れ笑いすると期待して、和やかな雰囲気での幕引きを狙ったのだろう。

　けれども思考停止状態から回復した成美は、屈辱と羞恥と怒りに唇を震わせた。

（胸に触ったと少しも思っていないんだ。サイズは控えめだけど背中ほど平らじゃないのに。ひどい！）

　面と向かって胸が小さいと指摘された方がまだ傷が浅いような気がした。

（なんて失礼なの。混雑するプールでメドレーの練習をするような人だもの、他人の気持ちなんかどうでもいいんだわ。この人とは話し合ってもわかり合える気がしない）

　恥ずかしさに顔を真っ赤に染めた成美は両腕をクロスさせて胸を隠しつつ、キッと彼を睨にらんだ。

　その仕草でやっと彼は自身の間違いと、成美が怒っている理由に気づいたようだ。慌てたように水泳キャップを取り、頭を下げて謝罪する。

「大変申し訳ない。胸だと思わず失礼な態度を……いや、違う。そういう意味じゃないんだ。これは完全に俺の手の感覚がおかしい。プールから上がったらお詫わびをさせてくれ。君の望む金額を……いや、簡単に金銭解決を図ろうと目論んでいるわけじゃなく、誠意として――」

　どう言っても成美を傷つけそうだという焦りと気遣いが言い訳から伝わってくる。

　そんなに悪い人ではないようで怒りは薄らいだが、恥ずかしさはしばらく引きずりそうだ。

「お詫びは結構です」

　目を合わせられずに視線を泳がせ、早く目的を果たして会話を終わらせようとする。

「私も進行方向に立ってすみませんでした。どうしてもあなたにお伝えしなければと思ったんです。お話を聞いていただけますか？」

「もちろん」

　彼の泳ぐスピードが速すぎて他の利用者が同じコースを使えず、その結果、もうひとつのコースに人が集中していたと話した。

「こちらは速く泳いでいいコースだと聞きましたが、独占はいけないと思います。プールの利用を諦めて帰ろうとしていた方がいましたので、もう少しスピードを緩めていただけないかと思いお声がけしました」

「そうだったのか。気をつけるよ」

　すんなりと注意を聞き入れてくれてホッとしたのもつかの間、彼が急に眉根を寄せた。なぜか真剣な目をして成美の顔のあちこちに視線を動かしている。

「よければ君の名前を聞かせてもらえないだろうか？」

（どうして？）

　頭に警笛が鳴る。

　納得したように見せかけて、実は年下の女性からの注意に腹を立て、後から仕返しするつもりなのではないかと危ぶんだのだ。

「もう帰らないといけないので、これで失礼します」

　慌ててプールサイドに上がり逃げようとするも、背後に彼も水から上がった音がした。

「待ってくれ。この後、食事に行かないか？　触ってしまったお詫びを――」

　やけに切羽詰まったような声だったが、気遣っていられる心境ではない。

（胸の話はもうやめて！）

　せっかく終わらせた話を持ち返されて、成美は耳まで顔を真っ赤に染めた。思わず振り向いて、自分らしくない失礼な言葉をぶつけてしまう。

「胸と背中を間違えるメドレー男とは絶対に食事に行きません！」

　反応を見る前に踵きびすを返したので、彼が怒っているかはわからない。

　恥ずかしさに背を押されるようにしてプールを出ると、ロッカールームに駆け込み息をついた。

（あ、走ってしまった……）

　プールサイドを走らないのは、子供の頃にスイミングクラブのコーチや学校の先生から何度も言われたルールである。

　真面目な性分なので、こんな時でも規則破りを気にしていた――。




＊　＊　＊




　あの時の彼――藤江朝陽が座卓を挟んで成美の正面に座った。

「お会いできるのを楽しみにしていました。本日は暑い中、お越しくださいましてありがとうございます」

「こちらこそ、お会いできて光栄です。お話をいただいた時には驚きましたけど、藤江さんはお写真通りの素敵な方ですね。娘にはもったいないお話で恐縮です」

　母が挨拶を交わしている間、成美は冷や汗をかいてうつむいていた。

（どうしよう。まだ気づいていないようだけど、顔を上げたらわかるよね。こんなに困る偶然はいらない……偶然？　もしかして、このお見合いは藤江さんの作戦だったりして）

　成美の失礼発言が許せなくて、謝罪させるために会おうとしたのではないかと考えた。もしそうなら、どうして大企業の重役が成美にお見合いを申し込んだのかという疑問も解ける。

「成美、あなたからもご挨拶しなさい」

　相手の顔を見ようとしない娘の袖を、母が軽く引っ張る。

　母はスポーツジムでの一件を知らないので、挨拶は大切だと厳しくしつけてきたつもりなのにと言いたげだ。

　どうしようと心の中で繰り返していた成美だったが、膝の上の両手を握りしめると意を決して顔を上げた。

（このお見合いが藤江さんの作戦なら、今さら顔を隠しても意味はない。ご挨拶してから、あの時の失礼をお詫びしないと）

「及川成美です。本日はどうぞよろしくお願いします」

「よろしく。成美さん、そんなに緊張しないでください。ただの食事会だと思えばいいですよ。このホテルは和食が美味しいので、一緒に料理を楽しみましょう」

「は、はい」

（スポーツジムで会ったと気づいていない？）

　朝陽の笑みは自然で、なにかを企んでいる様子や怒っている雰囲気は少しもなかった。今日は振袖でおめかししているので、あの時とは雰囲気が違って同一人物に思えないのかもしれない。

（作戦というのは思い過ごしかも。よかった）

　後日冷静になって考えると、かなり失礼だったと後悔していたので、謝罪したい気持ちはある。けれども胸を背中に間違えられた恥ずかしさまでぶり返しそうで、自分から言い出すのを躊ちゅう躇ちょした。

（藤江さん、大変申し訳ありませんでした。お詫びを口に出せないことも許してください）

　罪悪感がチクリと胸を刺すが、このまま気づかれずにやりすごし、食事をしてすぐに帰ろうと心に決めた。

　和食の豪華なコース料理が運ばれてくる。

　昆布締めにした鯛に、甘海老とウニのジュレなど、洗練された美しい前菜の盛り合わせが出され、刺身にハマグリの吸い物、煮アワビと続く。

（こんなに柔らかいアワビは初めて。上品で薄味なのに、しっかりおだしが染みている。すごく美味しい）

　今日のお見合いにかかる費用はすべて相手が持ってくれると、事前に聞いている。

　父が蒸発する前でも口にしたことのない豪華料理に、舌も心も喜んだ。日々のささやかな食事に不満を感じていたわけではなかったが、無意識に食の贅ぜい沢たくを我慢していたようだ。

　食事中の会話は主に、朝陽と母の間で交わされる。

　話題は朝陽の仕事で『アカフジソリューションズ・テクノロジー』というアカフジ電機のグループ会社に勤めているそうだ。

「弊社は画像認識ＡＩシステムや自動車の自動運転、音声入力システムや製造業の加工組み立てラインなどのデジタルソリューション事業を手掛けています」

「最先端技術のお仕事なんですね。私には難しくて想像もできません。ねぇ成美？」

　母が同意を求めてくるので、やむなく「はい」とひと言だけ返事をする。

（私に振らないで。思い出されたくないから極力話さないようにしているのに）

「専務さんだと伺っております。お若いのに立派ですわね」

「立派に務められているかどうか自信はないです。最初は本社で勤務しておりまして、今の会社には専務として入社したのですが、若造の私に上に立たれるのが我慢ならない社員もいました。指示が通らず悩みましたし、時には社員と意見がぶつかることもありました」

「まぁ、そうなんですか。ご苦労されたのですね」

「いえ、苦労とは思っていません。不満を持ちながら黙って仕事をされるより、言動で示してくれた方がいい。話し合いができますから」

　話し合いという言葉に興味を引かれ、少しだけ顔を上げて彼を見た。

　気取ったところがなく柔和な笑みを口元に浮かべ、穏やかそうな人柄に感じた。

（重役だからと偉そうにしているわけじゃないのね。藤江さんは話し合いを大切にする人なのかもしれない）

『どんな人でも話せば必ずわかってくれる』とよく言っていた父を思い出し、朝陽の考え方に共感して頷うなずいた。

　すると彼の視線が成美に向いた。

「私の話ばかりで失礼しました。成美さんはどのようなお仕事をされているのですか？　事前にお勤め先を教えてもらいましたが、ぜひ具体的な話を聞かせてもらいたい」

「は、はい。私は清掃会社の事務員で、ええと――」

　勤めに関して隠すような事情はなく、他の誰かに聞かれたならハキハキと答えただろう。けれども口数を増やせばスポーツジムでの一件を思い出されそうで、たどたどしくぼそぼそとした話し方になる。

　成美らしくないと言いたそうな母に、また袖を引っ張られた。

（きちんと話したくてもできないの。ごめんなさい）

　事務仕事の内容を言葉少なに説明してうつむけば、母が焦り顔でフォローする。

「藤江さん、すみません。いつもはしっかり話すんですけど、どうにも緊張が解けないようで。藤江さんのように素敵な方とのお見合いは、娘にとってハードルが高すぎたようです」

（それは否定しないけど、それだけじゃない）

　しっかり者の娘だと母は思ってくれているので、その評価を下げそうで残念に感じた。

　一方で、これでお見合い終了後にもう一度会いたいとは言われないだろうとホッとした。

　料理はメインの黒毛和牛のステーキが出されたところだ。

　箸で食べられるようカットされており、ミディアムレアの断面が美しい。醤油ソースが香ばしく、山葵わさびが添えてある。

　朝陽の箸使いは上品だが男性らしい大胆さもあり、成美の口には少々大きなカットのステーキをひと口で頬張る。

「美味しいですね」

「は、はい」

「先ほどお母様にハードルが高いとおっしゃっていただきましたが、そんなことはありません。成美さんの方こそ素敵な女性です。言葉数は少なくても、あなたの心の清らかさや奥ゆかしさは伝わります」

　お世辞とわかっていても心臓が波打った。

　彼は自然な笑みを浮かべており、口調はなめらかで、心からそう思っていそうに聞こえた。

（女性を褒め慣れているのよ、きっと）

　ステーキを口にして気を紛らわせ、高鳴る動どう悸きを鎮めようとしたけれど、そうはさせまいとするかのように追撃の褒め言葉をもらう。

「その振袖は京絞りの友禅ですね。よくお似合いです。美しい着物を着こなせるのは、あなたが美しいからでしょう。もっと堂々とされていいと思いますよ」

　包容力のありそうな大人の笑みを向けられて、成美の顔に熱が集中した。照れくささに顔を隠したくなったが、当初の目的を思い出して心を落ち着かせる。

（褒められて気持ちよくなってどうするの。私はお断りされるためにここに来たのに）

　気持ちを立て直した成美は背筋を伸ばして真顔を向けると、これまでとは打って変わってはっきりした口調で話す。

「お褒めくださいましてありがとうございます。この振袖は母の勤め先の税理士先生から娘さんのものを貸していただきました。借金返済中の我が家には振袖を用意する余裕がありませんので」

　すると母が残念そうに小さく唸うなった。

　我が家の事情を打ち明け、相手から断ってもらうという相談は事前にしていたのに、なぜがっかりするのだろう。

　眉尻の下がった母を気にしていたら、朝陽に明るい声をかけられる。

「そうでしたか。話してくれてありがとう。成美さんは正直ですね。ますます好感が持てます」

「えっ」

（引かないの？　まさか、そんなことは……。心の中ではこのお見合いは外れだったと思っているよね？）

　胸の内を測りかねている成美に、朝陽がクスリとする。

「なにを驚いているのですか？　そちらの事情を私がすんなりと受け止めたからですか？」

「は、はい。そうです。あの、少額の借金ではなく、完済にあと二十年ほどもかかる額なんです。ですから、本当はこの場に来ること自体を遠慮したかったのですが……」

「どうして？　借金があっても返済すればいいだけの話では？　もし成美さんが私を気に入って交際していただけるなら、私が代わりに一括返済しましょう。一億でも二億でも構いません」

（我が家の借金は億単位じゃないけど、藤江さんは二億でも一括で返せるの？　すごい……）

　貧乏が板についた成美からしたら、セレブと言うより大富豪だ。

　なぜそんな人が自分に見合いを申し込んだのかと、これまで以上に疑問を持った。

　しかも交際するかどうかは成美の返事次第というような話しぶりで、にわかには信じがたい。

（そんな美味しい話があるはずない。そうよ、きっと冗談だわ）

「信じていないような顔ですね。それなら、私の秘書に小切手を用意させます」

　懐に手を入れた朝陽が携帯電話を取り出したので、成美と母は揃って思いきり顔の前で片手を振った。

「信じます。でも、駄目です。たとえお付き合いしたとしても、借金を藤江さんに返していただくわけにはいきません。私たち家族の問題ですので。お母さん、そうよね？」

「もちろんよ。藤江さんのご厚意はありがたいと思いますけど、金銭援助はご遠慮します。何年かかろうと、家族だけで返済します。私も娘も、道理から外れた真ま似ねはしたくないんです」

　母娘で必死に断ると、朝陽が吹き出した。

「失礼、驚いた時の反応がシンクロしていたものですから。真面目な方々だ。成美さんはあの頃と変わっていない――」

「え？」

「いえ、こっちの話です。簡単に援助すると申し出てすみませんでした。おわかりいただきたいのは、返済中であるのを私は少しも気にしないということです。それを理由に交際を断るのはやめてください。私はあなたを――」

　告白が続きそうで胸を高鳴らせて待っていたのに、朝陽がなにかに気づいて言葉を切った。

　微かなバイブ音がして、携帯電話を取り出した彼が腰を浮かせた。

「すみません、職場から連絡が入りまして。すぐに終わらせますので、召し上がっていてください」

　彼が中座して間もなく、真鯛の炊き込みご飯と八丁味み噌そ仕立ての留とめ椀わんが出された。

　箸を持った母は嬉しそうだ。

「素敵な方ね。成美を気に入ってくださったようだし、お付き合いしたらいいんじゃない？」

「借金を肩代わりしてもらおうと考えているの!?」

　先ほどは母も金銭援助の申し出を断っていたのに、やっぱり惜しくなって交際を勧めるのかと驚いた。

「違うわ。お金についてじゃなく、成美に幸せになってほしいからよ。これまであなたにはたくさん我慢させてきて、申し訳ないと思っているの」

　受験勉強を頑張って入学した名門の女子高に一年も通わせてあげられず、年頃の娘らしいお洒落もさせてあげられなかったと、母は心苦しく思っていたようだ。

「藤江さんのような誠実な方と結婚できたら、きっと幸せになれるわ。借金は返済期限を延ばして、お母さんがひとりで返す。これまで甘えてしまってごめんなさいね」

「そんな……。お母さんひとりにつらい思いをさせられないよ」

「せっかく素敵な方と出会えたのに、あなたに断らせる方がつらいのよ。どうか成美は幸せになって」

　何度も『幸せに』と口にした母の目は微かに潤んでいる。

「お母さん……」

　娘を想う母心が痛いほど伝わって、成美に迷いが生じた。

（藤江さんと結婚したら、お母さんを安心させてあげられる。娘に苦労させたという罪悪感も軽くしてあげられそう）

　けれどもすぐに無理だと諦めた。

（スポーツジムでの一件がなかったなら私も素敵な出会いだと喜べたかもしれないけど、あんなことを言った女を誰が選ぶだろうか。でも……藤江さんは気づいていないのよね）

　初対面のふりをして交際してみようかというズルい考えが浮かび、慌てて心の中で自分を戒めた。

（なにを考えているのよ。騙だましたり、嘘うそをついたりするような悪い人間にはなりたくない。初対面じゃないと正直に話そう。そうすればきっと藤江さんの方から断ってくれる。あんなに失礼な言葉をぶつけてしまったんだもの）

　自分の真面目さに反しない結論を出したら、襖が開いて朝陽が戻ってきた。

「お待たせしてすみま――」

　その言葉を遮るように、成美ははっきりした声で謝る。

「申し訳ありません」

　座椅子の横に膝をずらして深々と頭を下げる。

　敷居の手前で足を止めている朝陽も、娘の幸せを期待していた母も驚いていた。

「隠していたことがあります。実は前にもお会いしているんです。藤江さんはお気づきでないようですが――」

「〝メドレー男〟の件ですか？」

「えっ、気づいていたんですか!?」

「もちろん。この前は逃げられてしまったから、お見合いを申し込んだんです。どうしてもあなたと話したくて。成美さんまでたどり着くのに多くの人を介さねばならなかった」

　母の雇用主の顧客の友人の妻の従兄の職場の……などと、この見合い話の経路が複雑だったのを思い出した。見合い写真は母が確認した後に回収され、成美の手元に届かなかった理由もやっとわかる。

（スポーツジムの人だと事前に私が気づいたら、お見合いに応じないと思ったからなんだ）

「結構大変でした」

　朝陽は明るく笑って成美の前に片膝をつき、ひとり事情のわからない母は娘と彼の間で視線を往復させている。

　成美は困惑しながら、目の前の彼を見つめた。

（私に謝罪を求めるためにお見合いを仕組んだの？　それにしたら、怒っているようには見えないけど）

「あの時は大変失礼いたしました。今は深く反省しています」

　胸を触られたのはアクシデントなので、もう怒っていない。

　時間を置いて冷静になってみると、レーンを独占していた朝陽より、初対面なのに失礼な言葉をぶつけた自分の方に非があるような気がしていた。

「ユニークな表現だと思っただけで不快には思っていません。ただ、弁解はさせてほしい。バタフライは泳げないからメドレーではない」

　自分で言っておかしかったのかハハッと笑ってから、真面目な顔をする。

「それと、いつもは夜間に利用していて、あの日はたまたま早い時間に行ったんです。泳ぎ始めは夜間帯と同じくらい空いていて、それで周囲を気にせずスピードを出してしまった。他の利用者が泳げなくていいとは思っていないから、注意してくれてありがとう」

「それを私に言うために、お見合いを？」

　彼のスーツの内ポケットから携帯電話のバイブ音が響いているが、今度は無視していた。

　休日まで仕事で忙しそうなのに、弁解をするためにわざわざ再会までの道筋を作ったのかと不思議に思う。

（ひどい人だと思われたままなのが嫌だった、ということ？　私なら、今後関わりがなさそうな人にそこまでしない。誤解を解くのは諦める。藤江さんはどうして……）

　疑問が顔に表れていたのか、聞かずとも答えてくれる。

「成美さんに誤解されたままなのはつらい。なぜなら俺は、ずっと前から君が好きだから」

「えっ……？」

　急に砕けた口調で口説いてくるから、成美の鼓動が大きく跳ねた。

　右手を取られて軽く握られ、大人の色気を感じる視線を向けられた。

　真っ赤な顔で動悸に耐えながらも、必死に記憶を探っていた。

（スポーツジムの前にも会っているの？　いつ、どこで？）

　朝陽ほど見目好い男性なら記憶に残りそうなものなのに、少しも思い出せないのが申し訳なく感じた。

「すみません、スポーツジムの時が初対面だと思っていました。どこでお会いしたのでしょう？」

「いや、会っていない。俺が一方的に知っていただけなんだ」

　甘口の端整な顔を三十センチまで近づけた彼が、いたずらめかした口調で囁ささやく。

「どういうことか知りたい？」

　近すぎる距離に苦しいほど鼓動は高鳴るが、逃げずにお願いする。

「教えてください。このままでは気になって眠れません」

「それはいいな。ベッドで一晩中、俺について考えてくれるとは光栄だ」

「間取りが狭いので、ベッドではなく布団で寝ています」

　間違いを訂正しただけなのに、吹き出されて面食らう。

「思った通り、成美さんはあの時のままだな。そのまっすぐな真面目さが可愛い」

「あ、ありがとうございます……。それで、あの時というのは？」

「教えたいけど、残念ながら時間切れだ」

　成美の母に顔を向けた彼が、申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「実は緊急事態と言われまして、すぐに出社しなければならなくなりました。こちらからお見合いを申し込んでおきながら、先に失礼してすみません」

　それから視線を成美に戻し、懐から携帯電話を出す。

「次に会った時に必ず話すから許してほしい。連絡先を交換しよう」

「わかりました」

　気になるけれど、緊急の仕事だと言われたら引き留めるわけにいかない。成美も携帯電話を取り出して、通話無料のＳＮＳアプリで連絡先をスムーズに交換した。

　退席の挨拶をして出ていく彼と入れ違いに、デザートが運ばれてきた。

　桃が贅沢に飾られたバニラアイスクリームと和三盆のロールケーキ、抹茶が並べられ、襖が閉まる。

　すると、いつも冷静沈着な母が珍しく興奮して成美の袖を引っ張った。

「藤江さんと知り合いだったの？　どうして教えてくれないのよ」

「名前も知らなかったんだから、知り合いとは言えないよ。私だって驚いたんだもの」

　ひと月半ほど前にスポーツジムで偶然に会っただけだと説明した。胸を触られたアクシデントは恥ずかしいので言わなかったが、彼に失礼な言葉をぶつけて逃げた話は正直に打ち明けた。

　それ以前から一方的に知られていたというのは、成美にもよくわからない。

「藤江さんは心が広い方なのね。怒っていないどころか、成美にまた会いたいと思ってくださるなんて。次のデートが待ち遠しいわね」

「デート？　あっ……」

　話の流れで自然と連絡先を交換し、次に会う約束もしてしまったとハッとした。

（もしかして、いつどこで私を知ったのかをすぐに教えてくれなかったのは、次に繋げるため？）

　彼の作戦だったのではないかと勘繰ったら、顔が一気に熱くなった。

　それを冷ましたくてアイスクリームを頬張り、自意識過剰の推測はやめようと自分の心に言い聞かせる。

（思わせぶりな言葉は社交辞令よ。藤江さんほどの人なら交際相手に困らないはずだもの。きっと今日は本当に時間がなくて教えられなかっただけ）

　隣で母がフフッと嬉しそうに微笑んでいる。

「成美、頑張って幸せを掴んでね」

「お母さん……アイスクリームが溶けるよ。バニラの風味が濃くてすごく美味しいから食べよう」

　添えられた桃はみずみずしく、和三盆のロールケーキは抹茶によく合う。

（断られるつもりで臨んだお見合いだったのに）

　久しぶりの贅沢な甘みを楽しみながら、不思議な心地も味わっていた。










交際０日でのプロポーズ




　終業時間の十八時。

　急いで仕事を終わらせた成美は、タイムカードを押して女子更衣室のドアを開けた。四畳半の狭い部屋にはネームプレートのついた縦長のロッカーが三つある。

　事務員用の制服を脱いで真ん中のロッカーにしまい、扉を閉めようとしたが、その手を止めて内側についている小さな鏡に顔を映した。

　メイクポーチを出して頬に薄くチークを刷き、唇にピンクのリップを塗った。安物の化粧品しか買えないが、このリップは発色がよくて気に入っている。

（これが精一杯のメイク。おかしくないかな）

　身なりを確認し、ロッカーを閉めて店舗フロアに戻ったら、梢が入れ替わりに更衣室に入ろうとしていた。

「私も終わった。一緒に駅まで帰ろ。着替えるから待っていて」

「あの、今日はこの後――」

　予定があると断る前に梢が気づく。

「あれ？　その服、なんかお洒落だね」

　いつもは大量生産で有名な洋品店の安い服ばかりだが、今日はディープブルーのきれいな半袖ワンピースを着ている。袖がふんわりと膨らんだデザインで、胸元とウエストにギャザーがあしらわれ、クラシカルで清せい楚そな印象だ。

　今日はこれから朝陽と食事の約束をしており、そのために母がタンス預金を崩してこの服を買ってくれた。

（お見合いの日に教えてもらえなかった話を聞きに行くだけなのに）

　成美としては服を新調するほどではないと思っていたのだが、母は娘の初デートだと意気込んでいた。

（お母さんがすごく嬉しそうで、お金がもったいないから買うのをやめようと言えなかった。デートじゃないと何度言っても耳に入らないみたいだし、期待されても困るのに）

　いつもと服装が違うと気づいた梢にこの後の予定を問われた。

「知人とお食事の約束をしているんです」

「いつもまっすぐ帰る成美が珍しい。知人って、もしかして男？」

「そうです」

　深い意味のない質問だと思い、少しも照れずに返事をすれば、梢が目を丸くした。勢いよく成美の肩を掴み、目を輝かせて顔を近づけてくる。

「ついに彼氏ができたんだ。おめでとう！」

「違いま――」

「成美を心配していたんだよ。真面目すぎて、このままだと恋もせずに女としてのいい時期が終わるんじゃないかって。これで私の彼氏の話も聞いてもらいやすいし、すごく嬉しい。それで、どんな人？　写真ある？」

　店舗の営業時間は三十分ほど前に終わっているが、店長と社員数人がまだデスクに向かっている。

　清掃作業を終えて戻ってきたばかりの従業員もいて、用具を片づけているところだ。興奮した梢の声で皆の注目を浴びてしまい、恥ずかしさに顔が熱くなる。

　仕事を邪魔したことも気にして「すみません」と頭を下げてから、ヒソヒソ声で梢の勘違いを訂正する。

「彼氏ではありません。今月の初旬にお見合いをしたんです。その方とこれからお食事に行くだけです」

「お見合い!?　どうして教えてくれなかったのよ。今時お見合いなんて古風というか、成美らしい出会いの求め方で面白いわ」

（面白いの？）

「じっくり話を聞きたいけど、待ち合わせの時間に遅れたら大変。また今度にする」

　梢がうずうずしているような顔でそう言った時、成美のショルダーバッグの中で携帯電話が震えた。取り出さずとも、到着を知らせるメッセージが朝陽から送られてきたのだとわかった。

　事務所のガラスドアから路肩に黒塗りの個人タクシーが停車しているのが見えたからだ。迎えに来た彼が乗車していると思われる。

「お騒がせしてすみませんでした。お先に失礼します」

　騒々しかったのは梢だが、成美は仕事中の従業員全員に頭を下げてからドアに向かう。

　すると梢に待ったをかけられた。

「服はいいと思うけど、ネックレスもピアスもないね」

「はい。ピアスは穴を開けていません。ネックレスは冠婚葬祭用の真珠しか持っていませんのでつけてきませんでした」

「えー、せっかくのデートなのにアクセなしは駄目でしょ。これ貸してあげる」

　梢が襟元から自分のネックレスを引っ張り出そうとしているので、成美は慌てて断る。

「もしなくしてしまったら大変ですし、今日のところはこれでいいことにします。お相手をお待たせするのも心苦しいので」

「それもそうだね。行ってらっしゃい。頑張ってね」

　梢の励ましを恥ずかしく思いつつ外に出て、ハザードランプを点滅させているタクシーに近づいた。

　後部席のドアが開くと、ネイビースーツの朝陽が降りてくる。

「定時で仕事を上がれたんだね。お疲れ様」

　朝陽も職場からまっすぐに来たのか、お見合いの時よりきっちりとまとめたビジネスヘアで、ライトグレーと水色のストライプのネクタイを締めている。

　仕事のできる男性といった風貌の彼をビルの間から差し込む夕日が照らし、成美は眩まぶしさに目を細めた。

（お会いするのは三度目なのに、どうしてこんなにドキドキするんだろう）

　お見合いの時にも緊張したが、今の方が鼓動が高まって挨拶が変に硬くなる。

「藤江さんもお仕事お疲れ様でした。迎えに来てくださって誠にありがとうございます。お手数おかけして申し訳ございません」

　すると拳を口元にあてた彼がプッと吹き出す。

「成美さん、硬いよ。真っ赤な顔で礼儀正しく挨拶してくれる君も可愛いけど、デートの始まりからそんなに緊張していたら疲れてしまう。もっと気を楽にして」

「デート……？」

　そのつもりはなかったので目を丸くしたが、朝陽は気にする様子もなく、スマートな仕草で後部席に誘った。

　彼が隣に座るとすぐにタクシーが発車した。

　タクシーに乗ること自体随分と久しぶりだが、この車はシートが広く、座り心地も抜群で目を見張った。車種に疎い成美でも、ハイグレードな高級車だとわかる。

「こんなタクシーもあるのね」

　揺れの少ない車内で独り言を呟つぶやけば、朝陽がサラリと答える。

「よく利用しているんだ。同じ所要時間で同じ場所に到着するにしても、乗り心地がいい方がいいだろう」

「藤江様にはいつも御ご贔ひい屓きにしていただきまして、誠にありがとうございます」

　中年の運転手がお礼を言い、朝陽がニコリとする。

「こちらこそ、優先して予約を入れてもらえるので助かっていますよ。今後もよろしくお願いします」

（本当に頻繁に使っているみたい。さすがお金持ちね）

　つくづく自分とは住む世界の違う人だと感じ、隣に座っているのが不思議に思える。

　チラリと彼を見れば、視線がぶつかって鼓動が跳ねた。恥ずかしさに目を逸らしても、不愉快そうにせず優しく声をかけてくれる。

「振袖姿もきれいだったけど、その服も素敵だ。可愛い成美さんはなんでも着こなせるんだな」

「あ、ありがとうございます。母が今日のために買ってくれました」

（わざわざ新調しなくてもと思ったけど、褒めてもらえて嬉しい。お母さんにお礼を言わないと）

　喜んでいるのに笑みを返せないのは、緊張しているせいだろう。胸の高鳴りを抑えるのに苦労していた。

「へぇ、俺とのデートのためなのか。光栄だな。偶然にもこのスーツと色味が似ていて、合わせてコーディネートしたみたいだ。それも嬉しいな」

　彼は平然と成美が照れるような言い方をする。

　勝手に熱くなる頬を片手で押さえ、返事に困ってうつむいた。

（また思わせぶりなことを。こういうのに慣れているのね。お見合いの時もそうだったし、メッセージのやりとりでも……）

　お見合いで連絡先を交換したのは十九日前になる。

　その日の夜にメッセージが届き、それは成美が赤面するような内容だった。

【今日は会ってくれてありがとう。ジムでの威勢のいい君も、振袖でおしとやかな君も、どちらも素敵だ。次に会える日が待ち遠しい】

　それから三日間、成美に好意を示すようなメッセージが続いて、もしかしたら本気で交際を考えているのかと錯覚しそうになった。

　すると今度はこんな連絡が。

【明日から海外出張なんだ。忙しくなりそうでしばらく連絡できない】

〝しばらく〟が長期なのか数日なのかわからなかったので、成美はメッセージが届いていないかと気にする日々を過ごさねばならなかった。

　連絡が途切れて十日が経ち、もしかして約束を忘れてしまったのか、それとも会う気がなくなったのかと疑ったら、帰国を知らせる連絡が来た。

【待たせてごめん。来週の金曜に会いたいんだが、成美さんの都合はどう？】

　忘れられていなかったとホッとして、仕事の後なら会えるとすぐに返信したら、また思わせぶりなことを言われた。

【ありがとう。会えるのが楽しみだ。連絡できなかった間もずっと成美さんを想っていた。君も同じだったら嬉しい】

（連絡がこないかと毎日何度も携帯電話を気にして、私の方は本当に藤江さんのことばかり考えていた。でも藤江さんは違うよね。これは方便のようなもの？　上流階級の男性は、女性に対してこういう会話運びをするものなのかも）

　褒められると嬉しいが、同時に本心ではないだろうとも思うので、鼓動を弾ませたり困ったりと成美の心は忙しい。

　それで話題を変えるためにも早速、今日の目的に踏み込む。

「藤江さん、お見合いの日に聞けなかった話を教えてください。スポーツジムでお会いする前に、私をどこで知ったんですか？」

「その話は食事をしながらにしよう」

　一拍置いてそう言われ、なかなか教えてくれない彼の態度に成美は不安になった。

「本当に前から知っていたんですか？」

「疑ってる？　そうか。成美さんからしたら俺はまだよくわからない相手だよな。信用してもらえなくても致し方ないか」

　残念そうな顔をした彼だが、すぐに気持ちを切り替えた様子で口角を上げた。

「本当だよ。到着まで退屈しないようにヒントをあげよう」

　ウインクつきでそう言って、内緒話をするかのように成美の耳に口を寄せる。

「俺が知っている君は、可か憐れんな白いセーラー服を着ていた」

　故意に色気を含めたような甘い声が耳と髪にかかり、心臓が大きく波打つ。

　ビクッと肩を揺らしたらクスリと笑われ、近すぎる距離が戻された。

　白いセーラー服は一年生の秋まで通った私立の名門女子高の制服だ。歳の差を考えるとおそらく彼は大学生で、どんな接点があったのかと考えながらも、動悸と闘っていた。

（息がかかった耳が熱い。こういうのも上流階級の男性の普通なの？　私は慣れていないからいちいちドキドキして、心臓に悪い）

　それから十五分ほどタクシーは走り、商業ビルとオフィスビルが混在する地区の大通りで停車した。

　目の前のビルに誘われ、エレベーターで最上階まで上る。

　ホテルのような静かな廊下を進めば、フランス語の店名のレストランが現れた。

「ここだよ」

　朝陽は軽く指を差すが、成美は立ちすくむ。

　入口は落ち着いたデザインのガラス扉で、店構えに格式が高そうな雰囲気があった。

　カジュアルフレンチの店なら一度だけ、ピアノコンクールで入賞したお祝いにと両親に連れていってもらったが、本格フレンチは初めてだ。

（このお店の名前、どこかで聞いた気がする。あっ……）

　三日前に店長が、結婚二十周年のお祝いにこの店を予約したと話していたのを思い出した。結婚記念日は三か月も前だったが、ミシュランの星つきで人気のある高級フランス料理店のため、なかなか予約が取れなかったそうだ。

「藤江さんはいつ予約したんですか？」

　不思議に思って問いかければ、なぜそこに引っかかるのかと言いたげに首を傾げられた。

「帰国した日に予約を入れたよ」

（ほんの数日前。たまたまキャンセルが出たのかな）

　考えていたら、「入ろう」と彼が真しん鍮ちゅうのドアノブに手を伸ばした。

「待ってください、この服でも大丈夫でしょうか？」

　それも入店前に確認したい問題だ。

　新調したばかりのワンピースだが値段は手頃で、格式高い店のドレスコードに合っているのか不安になった。

「もちろん。とても素敵だから心配いらない。まぁどんな服装でも、俺と一緒なら入れるけどね」

「えっ、普段着でもいいんですか？　場の雰囲気を壊してしまうからお断りされるのかと思っていました」

「一般客として入店するなら、そうなるね」

　どういう意味だろうと目を瞬かせたら、朝陽がドアノブから手を離した。成美に向き直った彼はジャケットのポケットから小箱を取り出す。

　白い布張りで青いリボンがかけられたそれは見るからにジュエリーケースで、戸惑う成美の前で彼はサッとリボンを解いて蓋を開けた。

「ドレスコードが気になるなら、これをどうぞ」

　差し出されたのはイヤリングだ。

　三カラットはありそうな大粒ダイヤで、小粒のダイヤが取り巻くバラの花のようなデザインをしている。その下に美しく光沢を放つ真珠がぶら下がっていた。

「本当はデートの締めにお礼として贈ろうと思っていたんだが、順序はどうでもいいか。つけてあげよう」

　成美の横髪に男らしい指が触れ、大きく心臓を波打たせた。

　その手を握るようにして止めると、焦ってブンブンと首を横に振る。

　豪華なイヤリングをつければ着ているワンピースもグレードが上がって見えそうで、この店に似合う客になれるかもしれない。

　けれども真面目な性分が受け取りを拒んだ。

「高価な贈り物はいただけません」

「値段は気にしなくていい。成美さんに似合うと思って選んだんだ。断られるより、喜んでもらえた方が嬉しい」

「私は気にしてしまうんです。いただく理由がないのに、こういうのは――」

「理由はある。俺が君にこれをつけてほしいと思ったからだよ。じっとしていて」

「あっ」

　横髪を耳にかけられ、強引にイヤリングをつけられる。

　耳に触れる彼の指は温かく、端整な顔はすぐ近くにあり、たまらず目をつむった。

　数秒間が長く感じ、動悸が聞こえてしまわないかと心配したら、やっと離れてくれた。

　目を開けると満足げに微笑む彼と視線が合い、また心臓が跳ねる。

「思った通りよく似合う。きれいだよ。これでなにも心配せず、堂々と入れるだろ？　君と食事を一緒に楽しみたいんだ」

　曇りひとつないガラス扉に映った自分は、職場の更衣室の鏡で見た時より美しく感じた。場違いな客にはならなそうな気がして心配は解けたが、もらうわけにはいかないという頑なな真面目さが崩れたわけではない。

　困り顔をすると、彼が胃のあたりを押さえて片目をすがめた。

「実は、今朝からなにも食べていないんだ」

　午前の会議が長引いたため昼食を取る時間がなく、今日は午後も分刻みのタイムスケジュールだったらしい。

「というわけで空腹で倒れそうだから、イヤリングで押し問答はやめよう。店に入らせてくれ」

　おどけたように言って、オーバーアクションでふらついてみせた彼に、成美はクスクスと笑う。

　心はフッと軽くなり、成美の笑顔を見た彼も笑った。

（藤江さんが嬉しそう。このイヤリングはいただくのが正解なのかも）

「ありがとうございます。大切にします」

「こちらこそ、受け取ってくれてありがとう」

　成美の腰にさりげなく腕を回した朝陽が店内に誘う。エスコートし慣れているのかひとつひとつの動きが自然で優雅だ。

　異性との接触に慣れていない成美の鼓動は高まるが、頼りがいのありそうな腕にリードされて安心感も湧いた。

　彼の言動の端々に気兼ねなく食事を楽しめるようにという配慮が伝わってきて、成美は頬を染めて彼の横顔を見た。

（藤江さんは、私よりもすごく大人なんだ）

　ドアの内側は小さなロビーのようになっていて、その奥にガラスの内扉があった。その先が客席のようで、シャンデリアが下がり藍色の絨毯が敷かれた豪華な広間では、上品な客たちが食事を楽しんでいた。

「藤江様、いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　対応してくれたのは黒いベストを着た四十代に見える男性店員で、胸にマネージャーと書かれたプレートをつけている。

「いつも席の用意をありがとうございます。シェフにもよろしく伝えてください」

　朝陽はこのレストランの常連で、シェフとも懇意にしているらしい。

　予約が取りやすかった理由に納得したが、それだけではないようだ。

「どうぞこちらへ」

　案内されたのは内扉の向こうではなく、ロビーから横に伸びる細い通路だった。角を曲がると、調理音と複数人の会話が聞こえ、美味しそうな香りも漂ってきた。

　開放されたドアの向こうは厨ちゅう房ぼうになっていて驚いたら、その前を素通りしてさらに奥へ通される。

　突き当りの白いドアをマネージャーが開けると、そこは八畳ほどの個室だった。

　ふたり掛けのテーブルが部屋の中央に配置され、真っ白なテーブルクロスにはキャンドルがチラチラと炎を揺らしている。壁には風景画が飾られ天井にはシャンデリア、窓に下がるドレープカーテンはエレガントな雰囲気がある。

　目を丸くしている成美に朝陽がサラリと言う。

「ここに食事に来る時はいつもこの部屋を使わせてもらっている。周囲を気にせずゆっくりできるだろ」

　この店にとって朝陽は特別な客で、それほどの常連なのだろう。

　そのセレブさに改めて別世界の人だと感じるとともに、誰とよく来るのかと考えてしまう。

（親しい友人か、ご両親や兄弟か、お仕事関係の方、それとも……お付き合いしている女性？）

　お見合いはしたけれど、交際相手がいないとは聞いていない。誰が見ても朝陽は女性にモテるタイプなので、恋人がいないのはおかしいと思った。

　彼の恋人が今どんな気持ちでいるのかと急に心配になる。

（私と藤江さんにその気がなくても、他の女性とふたりで会われるのは嫌よね）

　マネージャーが椅子を引いてくれたので腰を下ろしつつ、朝陽に小声で問いかける。

「あの、私と今日会うことを、交際している方はご存じなのでしょうか？　もしかして私、藤江さんの恋人に失礼なことをしているんじゃないかと、今気づきまして」

「恋人？」

　朝陽が意表を突かれたように眉を上げた。数秒黙り、それから苦笑して人差し指で頬をかいている。

「ゼロからのスタートではなく、マイナスだったか」

　どういう意味かわからず首を傾げたら、彼が嘆息した。

「恋人がいるなら、他の女性を誘わない。もしどうしても会わなければならない用事があるなら、複数人での会食にする」

「お付き合いされている方はいないということですか？」

「もちろんいない。見合いを申し込んだ時点で、それは理解してもらえると思っていたんだが」

（藤江さんはジムでの誤解を解きたくて私にお見合いを申し込んだのよね？　結婚相手を探す目的ではないのだから、交際相手がいるかどうかは言ってくれないとわからない。でもよかった。藤江さんに恋人がいなくて）

　ホッとした後に、なぜそんな気持ちになるのかと疑問が湧いた。

（この安あん堵ど感は、藤江さんの恋人にご迷惑をかけずにすむというものだけではないような……）

　自分の気持ちがよくわからずモヤモヤしたが突き詰めて考えている暇はなく、メニューを開いた朝陽に問われる。

「苦手な食材はある？」

「ありません」

「それじゃ、シェフのお任せにしよう。お酒は飲める？」

「少しでしたら飲めます」

　勤め先の忘年会や送別会で、乾杯用のビールを小さなコップに一杯程度なら飲んだことがある。

　それを正直に話した後に、二十六にもなって飲酒経験が少ないのは子供っぽいのではないかと気にした。

（こんな私では、大人な藤江さんに釣り合わないのでは……）

　そんな焦りが湧いたが、釣り合う必要はないとすぐに思い直す。

（恋人がいないと聞いてから考えがまとまらない。豪華な個室にソワソワしているせい？）

　落ち着かない成美とは対照的に、朝陽は常に自然体でスムーズに注文を決めていく。

「成美さんにもシャンパンを一杯だけ付き合ってほしい。その後はオレンジジュースでどう？」

「はい。それでお願いします」

　朝陽が閉じたメニュー表をマネージャーが小脇に抱え、一礼して退室する。

　間もなくして見るからに高級そうなシャンパンが運ばれてきて、脚の細いグラスに注がれた。

「再会に乾杯」

　シャンパングラスを持ち上げた朝陽が片目をつむる。気取ったようには見えず、自然な仕草に思えた。

　緊張しながらグラスに口をつけた成美は、シャンパンの味わいにハッとした。

「美味しい……」

　会社の飲み会でのビールとは大違いで、味わって飲みたいと思うほど美味だ。

「芳ほう醇じゅんな甘みのあるシャンパンだ。パイナップルと桃、蜂蜜とナッツの味がするだろ？」

　そう言われてふた口目を口にしたが、成美にはソムリエのような感想は出てこない。

「すみません、フルーティーな感じはしますが、蜂蜜とナッツはよくわかりません」

　会話が弾むよう同調すべきなのかもしれないが、持ち前の真面目すぎる性分が嘘をつかせてくれなかった。そういうところが面白みがないと思われ、子供の頃から友人が少なかった原因だろう。

　けれども朝陽は退屈そうにせず、ハハッと明るく笑った。

「予想外の返答がくるから、成美さんと話すのは楽しいな。感じ方は人それぞれで、蜂蜜とナッツが不在でもなにも問題はない。大切なのは、一緒に美味しいと感じる気持ちだ」

　フォローのつもりではなく、心からそう思っていそうな笑顔に、成美の心が解きほぐされる。

（私も、楽しい）

「葡萄ぶどうの味もしました」

「原料は葡萄だから、そうだね」

「あっ……！」

　当たり前のことを張りきって言ってしまったと顔を火ほ照てらせたら、朝陽が目を細める。

「君はすぐ赤くなる。ウブなんだな。可愛い反応をありがとう」

「か、からかわないでください。どう返していいのかわからないんです」

「からかっているつもりはないが、発言には気をつけよう。あまり照れさせると、うつむいて、俺を見てもらえなくなるからな」

　気をつけると言いつつ思わせぶりな言葉を重ねられ、ますます赤い顔で困っていたら、料理が運ばれてきた。

　小さな白い器の中に様々な食材が精緻に盛りつけられたアミューズは、精巧なドールハウスを見ているような気持ちにさせられ、感嘆のため息が漏れる。

　続いて出された前菜は崩すのが罪だと思うほど芸術的で美しく、カトラリーを構えたまま魅入ってしまう。

（まるで絵画。すごくきれい）

「鮮魚とオマール海老のオペラ仕立てと、ホタテ貝とトリュフ、醤油もろみのヴィネグレットソースでございます」

　ほのかに醤油の香りがするソースが白い皿に弧を描き、三層の魚介のタルタルの上にはキャビアとウニが飾られていた。添えられている飾り切りの野菜が、花束のようだ。

　朝陽がためらわずにナイフを入れたのを見て、成美もそっと端を崩して口にする。すると立体的で複雑な旨味が一気に口内に広がり、口元を押さえて目を丸くした。

「どうした？」

「美味しすぎて……舌が驚いてうまく話せません」

　肩を揺らした彼がシャンパンに続いて出された白ワインのグラスを手に楽しそうに言う。

「緊張が解けたようだね。それじゃあ、食事しながら謎解きも始めようか。予想はついた？」

　心はすっかり料理に向いていたため一瞬なんのことかと思ったが、すぐに車内で言われた〝白いセーラー服〟というヒントを思い出した。

「藤江さんは女子高に通っていた時の私を知っていた、という意味ですよね。男性とは接点がないのに、どうして……あ、文化祭にお客様としていらしていたんですか？」

　はたして文化祭で見かけた程度で記憶に残るものかと疑問には思う。名前を知られていた理由にもならないだろう。

　案の定、「違うな」と言われて、成美は頭を悩ませた。

（あの頃はアルバイトをしていなかったし、習い事は制服では行かなかったし、うーん、どこに接点が。あっ、名門の女子高だったから、もしかして……）

「藤江さんの妹さんが、同じ高校に通っていたんですか？」

　良家の令嬢も通っていた女子高なので、そういう繋がりはありそうな気がした。ただし、藤江という名字の同級生はいなかった気がするが。

　今度は半分ほど自信のあった答えだが、朝陽は「はずれ」と楽しげだ。

「兄がひとりいるだけで妹はいない。仕方ないな。もうひとつヒントを出そう。君の通っていた高校と同じ駅を利用する大学が近くにあったはずだ」

　そのヒントで偏差値の高い国立の名門大学に思いあたった。

　最寄り駅を挟んで反対方向なので近いとは思わなかったが、そこに通う大学生はよく見かけた。

「藤江さんはあの大学に通われていたんですか？」

「そうだよ。成美さんが高校一年生の時、俺は大学二年生だった。駅周辺で何度か君を見かけた」

「それで、私を知って……あの、どうして名前まで？」

　空になったスープの皿が下げられ、旬の花咲ガニと舌平目にハーブが香る絶品クリームソースがかかったポワソンが出された。

　成美はカトラリーを構えず、彼の返事を待っている。

　朝陽が飲むワインは料理ごとに取り替えられ、新しいものを口に含んで頷いた彼が食べなよというように手で成美のポアソンを差す。

「君の名前は大学で同じ専攻の友人から聞いた。鹿か内うち佑ゆう大だいと言えば、わかる？」

「鹿内さん……あっ！」

　名前を言われて、おぼろげに顔が浮かんでくる。

　明るい茶色の短い髪をした狐きつね目めの大学生で、体形はひょろっと細く、背はあまり高くなかったように思う。どんな服装だったかまでは覚えていないが、ファッション誌を愛読していそうなお洒落な人だった。

　鹿内と出会ったのは梅雨時の電車内だ――。
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　成美は始発の駅から乗車しているため座っていて、その日は小テストのために英単語帳を開いて集中していた。駅を通過するごとに車内は混雑してきて、成美は英単語から意識を離して周囲を見た。

（お年寄りや小さな子や妊婦さん、具合の悪そうな人はいないようね）

　電車内で積極的に席を譲るのは成美にとっての当たり前だが、その日は必要がなさそうだった。

　代わりに気になったのは、目の前に立つふたり組の女子高生だ。成美と同じ白いセーラー服を着ており、学年ごとに色の違うスカーフから三年生だとわかる。

　通っている女子高は規律が厳しく、髪形やスカート丈はもちろんのこと、前髪の長さや眉の太さ、下着の色まで決められている。

　一年生は校則違反の生徒をほとんど見かけないが、三年生にもなるとうまくチェックの目をかいくぐり、お洒落を楽しむ生徒が少なくない。

　目の前の彼女たちもウエスト部分を折り返してスカートを短くし、髪は肩についているのに結わえず、リボンのついたヘアピンまでつけていた。

（先生に叱られないのかな。学校に着いたら校則通りにするのかも）

　行きすぎた真面目さで、たとえ上級生相手でも間違った行為には注意したくなるのが成美である。けれども彼女たちのルール違反は他人に迷惑をかけているわけではないので、目をつむることにした。

　英単語の暗記に戻ろうとしたが、一度彼女たちを気にすると集中できず、ヒソヒソ声での会話を聞いてしまう。

「朝一でテスト。その後に体育だよ。マジだるっ」

「いいじゃん。体育なんかやってるふりすればいいもの。うちのクラスなんかハナゲのコミュ英だよ。あいつ、唾飛ばすから前列は最悪。保健室に逃げようかな」

「この前、保健室のおばさんに追い返されたって言ってなかった？」

「そうだった。顔色いいから頑張れるよって教室に戻されたんだ。あのぶりっ子おばさん、男の先生には甘いんだよね。高い声で媚びてキモイ」

　毒舌な会話に嫌な気分になった。

　これ以上聞かないようにしようと思ったら、ひとりが急に声のトーンを上げた。

　楽しい企み事をひらめいたかのような声は、ひそめきれていない。

「ね、午前の授業を堂々と休める方法、思いついた」

「なに、なに？」

「耳貸して」

　気になった成美は彼女たちをじっと見てしまう。

（今、なにかをでっち上げようって聞こえたけど……）

　楽しそうに密談を終えたふたりはチラリと後ろを振り向いて、顔を見合わせ軽く頷いている。そして、ひとりが急に悲鳴をあげた。

「キャア！　この人、痴漢です！」

（えっ!?）

　指を差されたのは彼女たちの後ろに立っていた大学生風の若い男性で、ものすごく驚いていた。

　すぐに違うと否定したが、ふたりの女子高生は口々に彼を追い詰める。

「しらばっくれないでよ。スカートの中に手を入れて触ってきたくせに」

「次の駅で降りてもらうから、逃げないで」

「ちょっと待って、俺は本当に触っていないから！」

　車内はざわざわし、乗客たちは揃って非難の視線を彼に向けていた。

　焦った彼は車両を移動しようとして、近くにいたスーツ姿の男性ふたりに腕を捕らえられた。その時、電車が駅に到着してドアが開き、大学生風の男性は引きずり降ろされてしまう。

　その後ろを女子高生たちがついていく。

　成美は焦って座席を立った。

（あの人、きっとなにもしていない）

　女子高生ふたり組に痴漢された雰囲気はなかった。

　加えて〝でっち上げ〟と言っていたから、午前の授業をさぼるために痴漢冤えん罪ざいを企てたのだろう。

　見ず知らずの男性だが、正義感の強い成美は知らないふりができず、乗客をかき分けるようにして降りようとした。

「すみません、降ります。通してください！」

　しかしながら無情にも、目の前でドアが閉まってしまった。

　焦りながら次の駅で降り、下りの電車に乗り換えて駅をひとつ分戻る。ホームで大学生らの姿を探すも見当たらず、改札に向かって走った。

　すると駅員室の前には野次馬が大勢いて、その中心から必死の弁明が聞こえた。

「やってないものはやってないんです！」

（あそこだ）

　野次馬の人垣をくぐると、大学生とふたりの女子高生の他に駅員と警察官がいた。

「やってない証明なんかできないですよ。でもやっていないんです。少しも触っていません」

「言い訳は署で聞くから」

　走ってきたために呼吸が苦しかったが、成美は警察官の前に立って彼の無実を訴えた。

「私、近くにいたんです。その男性はなにもしていません。先輩たちの会話も聞いています。午前の授業をさぼりたいという話をした後に、『休める方法、思いついた。でっち上げよう』って言っていました」

　皆の視線が一斉に成美に向き、女子高生たちは目をつり上げた。

「は？　あんたうちの一年？　いい加減なこと言わないでよ」

「いい加減なのはどちらでしょうか。先輩は赤の他人に罪をかぶせて心が痛まないんですか？　この方の人生がどうなってもいいとお思いですか？　お願いですから嘘で人をおとしいれるのはやめてください。同じ制服を着た先輩がこんな悪いことをするなんて、悲しいです」

　成美が目を潤ませて必死に説得すると、彼女たちはバツが悪そうな顔をしてそっぽを向いた。

　その態度で嘘を言っているのがどちらなのか警察官はわかったようだ。

「君たちの方に事情聴取が必要なようだ」

　呆あきれ声でそう言われた彼女たちは、ついに「ごめんなさい」と謝った――。
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　その時の痴漢冤罪の被害者が、鹿内佑大という大学生だった。

「鹿内さんとお友達だったんですか？」

　思いがけない繋がりに成美が驚いて問うと、朝陽が頷いた。

「今は連絡を取り合っていないが、当時は親しくしていた。冤罪事件の後日、佑大が駅で成美さんを待ち伏せてお礼を渡したのを覚えてる？」

「はい」

　下校途中の夕方、女子高の最寄り駅の改札をくぐろうとしたら、鹿内に声をかけられた。この前のお礼にと紙袋を差し出され、断ったけれど強引に渡されたのだ。

　中はお菓子の詰め合わせと可愛いタオルハンカチで、メッセージカードにはお礼の言葉が綴られ、携帯電話の連絡先も記されていた。

　迷ったけれど、プレゼントを受け取っておきながら無視はできないと思い、お礼の電話をかけた。するとそれから度々デートに誘われて、断るのに苦労した。

　その翌月には父が書き置きを残して失踪したため、彼について悩んでいる場合ではなくなり、いつの間にか連絡も途切れた。

「実は佑大がお礼を渡した時、俺も近くにいたんだ」

「そうだったんですか。それで私を知っていたんですね」

「ああ。佑大は成美さんに深く感謝していたよ。可愛くて勇敢だと言っていたな」

「勇敢？」

「上級生に歯向かえば、学校で嫌がらせをされそうだと思うものだろう。それなのに成美さんは保身に走らず、なんの得もないのに赤の他人を助けた。勇敢できれいな心をしていると、話を聞いて俺も思った」

　褒められて嬉しいが、正直に言うとそこまで考えていなかった。

「先輩たちからなにかされると思いませんでしたし、実際に嫌がらせはありませんでした。きっと根はいい人たちで、あの時は嫌な授業から逃げたい一心で、鹿内さんの人生まで考えが及ばなかったんだと思うんです。話せばきっとわかってくれると思って、追いかけました」

　三年生は受験勉強もあって、ストレスも溜まっていたのではないだろうか。もしあの時、いじめられる心配をしていたら動けただろうかと逡しゅん巡じゅんする。

　それでも絶対に助けたと自信を持って言えず、成美は眉尻を下げた。

（私の良心は、その程度なの？）

　考えが顔に表れていたのか、朝陽が優しく目を細めた。

「成美さんは俺の百倍、心がきれいだよ」

「そんなこと――」

「嫌がらせの心配をしなかったのは、上級生を信じていたからだろ？　俺はよく知らない相手に対しては、まず疑ってかかる。自分が損をしないように。それが習慣づいてしまって、成美さんのようにはなれそうにない。君を尊敬するよ」

（尊敬……初めて言われた）

　曲がったことが許せない性分を〝硬すぎる〟〝真面目すぎる〟とは言われても、〝尊敬する〟と言ってくれた人はいない。

　胸に自信が広がり、今までより自分が好きになれそうな気がして頬が緩んだ。

　朝陽の言葉は心地いい。

　嬉しい気持ちでポワソンを口に運べば濃厚な旨味に感動し、初めは緊張していた本格フレンチを心から楽しむ余裕が生まれた。

（藤江さんとお話するのが楽しい。お料理はこの後、何品あるの？　なるべくゆっくり出してほしい）




　二時間ほどで夢のようなディナーが終わり、成美は寂しく思いつつ朝陽と一緒に退店した。

　外に出ると空には星が瞬き、流れる車のヘッドライトが眩しい。

「藤江さん、今日はごちそうさまでした。とても美味しかったです。連れてきてくださってありがとうございました」

「ああ。この店を気に入ってくれたようだね。また来よう」

（またの機会があるの？）

　もう過去の出会いについて知れたので、お互いに会う必要はない。

　それなのに次回があるのかと疑問を投げかけようとしたが、酔っぱらって大声で話すサラリーマン風の男性三人組がこちらに向かってきた。

　朝陽がさりげなく成美の腰を引き寄せて建物側に誘導し、ぶつからないよう守ってくれた。

「ありがとうございます」

　頬を染めてお礼を言うと彼はニコリとし、それから腕時計に視線を落とした。

　有名ブランドの高級腕時計がよく似合っている。

「二十一時を過ぎたな」

　独り言のように呟いた彼が成美に視線を戻す。

「よかったら、もう一軒付き合ってくれないか？」

「あの、今はお腹がいっぱいで、なにも食べられないです」

　もう少し話したい気持ちはあるので、断らなければならない胃袋の小ささを残念に思う。

「夜景のきれいなバーラウンジがあるんだ。そこで軽いカクテルを飲むのはどう？　門限があるなら送っていくよ」

　子供の頃は学校や習い事が終わればまっすぐ帰宅していたので、親に門限を決められたことはない。

　社会人になると会社の忘年会など遅い時間の外出が年に数回あるが、一次会で帰っている。

　二十三時に就寝するのが家族のルールなので、遅くまで出歩けないのだ。

（規則破りに罪悪感を覚えるけど、もう少しだけ藤江さんと一緒にいたい。お母さんは怒るかな……）

　母の顔を思い浮かべて迷う。

「門限はありませんが、母が心配すると思うんです。連絡していいでしょうか？」

　聞いてから親への確認が必要なんて子供じみていると思い、恥ずかしくなった。

　けれども朝陽に呆れた様子はなく、「もちろん」と爽やかな顔で頷いてくれた。

　彼に背を向けて母に電話をかける。しかし十回コールしても繋がらないので、遅くなる旨のメールをした。

（入浴中かも。もしかして、少しも心配していない？）

『誠実で紳士的。すごく素敵な方ね』

　お見合いの日から母は朝陽を思い返し、何度もそのように言った。

　朝陽への信頼は絶大で、娘の心配をするなら帰宅時間ではなく、初めてのデートで粗相をしないかという問題かもしれない。

　二軒目に行っていいかと聞く必要はなさそうだ。

「お待たせしました。次のお店もどうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ。近くだから歩いていこう」

　三分ほど歩いてタワーホテルの最上階に上がった。

　バーラウンジの中へと誘う朝陽の手が背中に添えられ、その温かさに鼓動が高鳴る。

　広々とした円形のフロアに足を踏み入れると、スタイリッシュで落ち着いた大人の空間が開け、紳士や淑女が静かにお酒を嗜たしなんでいた。照明は低く落とされて、フロアを半周する窓ガラスからまばゆい都会の夜景が見える。窓に沿ってカウンターテーブルが長く伸び、座高の高い椅子が等間隔に並んでいた。

　木目のカウンターテーブルを前にして、成美はうっとりと景色を眺める。

「私、夜景は初めてなんです。きれい……」

　都会の夜景を知っている気でいたが、それはテレビや写真で見たからだ。実物はもっと鮮やかに広がり、迫りくる光のアートに感嘆した。

　きっと彼は見慣れているはずだと思ったのに「俺も同じ」と言われ、驚いて隣を見た。

「こんなにきれいな夜景は初めてだ。君と一緒だからそう感じるんだろう」

　恋愛映画のような言葉も、彼が言うと本心のように聞こえる。

　まっすぐな目を向けられて、たちまち動悸が始まった。

（上流階級の人の会話運びだとわかっている。でも嬉しくて、顔が熱くなる）

　朝陽が引いてくれた椅子に座り、置いてあったメニューに視線を落とす。何十種類ものカクテル名が書かれているが、成美が名前を知っているのはカシスオレンジとジントニック、モスコミュールくらいで味は知らない。

　なにを選べばいいかと困る前に彼が助けてくれる。

「食事ではオレンジジュースだったから違う味にしたら？　たとえばカフェロワイヤルはホットコーヒーにブランデーを少量加えたもので、アルコール度数は一パーセントほど。アメリカンレモネードは赤ワインとレモネード。これは三パーセントくらいか。それから――」

　軽いカクテルを何種類か教えてもらった中から成美はチャイナブルーを選んだ。ライチリキュール、ブルーキュラソー、グレープフルーツジュース、トニックウォーターを混ぜたロングカクテルなのだそう。

「いらっしゃいませ」

　オーダーを取りに来たのは蝶ちょうネクタイをした中年の男性店員で、朝陽を見てハッとした顔をした。

「藤江様でしたか。すぐに気づかず申し訳ございません」

「今日は珍しくひとりじゃないんですよ。気にしないでください」

　いつもは仕事帰りにひとりで立ち寄るそうで、このバーに女性を伴うのは初めてだという。

　それを聞いた成美は気恥ずかしさと喜びを感じ、ほんの少し胸を張りたい気持ちにもなり、心の動き方に戸惑った。

（レストランでも思ったけど、今日の私はおかしい。藤江さんとの恋愛なんて期待していないし、これっきりの関係だとわかっているのに、どうしてこんな気分になるの？）

　注文を聞いた店員が戻っていく。

　夜景を見ながら黙って自分の心と向き合っていたら、突然片側のイヤリングが揺れて驚いた。朝陽が指でつついたのだ。

　咄とっ嗟さに耳を隠して彼を見ると、いたずらめかした笑みを浮かべる。

「俺の顔も見て」

「は、はい」

　体ごと彼の方に向き直り、膝の上で両手を重ねて背筋を伸ばした。

　凛々しい眉に甘口の瞳、スッとした鼻び梁りょうと形のいい唇を眺めていたら吹き出された。

「素直で真面目だな。成美さんの反応が可愛くて、もっと近づきたくなる」

　ニッと口の端を上げた朝陽に膝の上の手を取られ、軽く握られた。

（この手はどういう意味？）

　たちまち鼓動が高まり、顔に熱が集中する。

　その時、「お待たせしました」と先ほどの店員に声をかけられた。

　肩をびくつかせて慌てて体の向きを戻したが、朝陽が離してくれないので手はテーブルの下で握られたままだ。隠れて悪さをしている気分になり、成美はうつむいた。

（どうしよう。気づかれたら恥ずかしい……）

　成美の前に細長いグラスに入れられたきれいな青いカクテルが、朝陽の前には濃い琥こ珀はく色のブランデーが出された。

　おそらく気づいているだろうが、店員は繋がれた手については触れずに一礼する。

「ごゆっくりどうぞ」

　店員が完全に離れるのを待って、成美は真っ赤な困り顔を朝陽に向けた。

「手を離していただけますか？」

「断ると言ったら？」

「困るんです。藤江さんは慣れていらっしゃるのでしょうけど、私は……お付き合いしていない男女が手を繋いでいいのは小学生までだと思っています」

　すると朝陽が手を離してくれたので、わかってもらえたと安堵した。

　柔らかな笑みをたたえた彼が成美の目を覗き込む。

「順番が違うと言いたいんだね？　もう少しデートを重ねてからの方が君は戸惑わないだろうと思っていたんだが、それなら今言おう。成美さん、俺と付き合って」

「あ、あの、そういう冗談にも私はうまく乗れないので――」

「冗談で交際を求めない。初めて君を見た時から惹ひかれている」

　友人の鹿内が成美にお礼を渡しに行った時、ひと目で心奪われたそうだ。

「清純という言葉がぴったりで、それは今の成美さんからも感じる。君ほど美しい女性はいない」

（それ以上は褒めないで……）

　照れくさくてどんな顔をしていいのかわからないし、高鳴る鼓動が苦しい。

　自己評価として容姿は人並みなので、過剰なリップサービスのように感じていた。

（上流階級の人の会話遊びにはついていけない）

　もてあそばれている気がして首を横に振ると、朝陽が笑みを消して真剣な目をした。

「俺を信じられないようだね。あの時について補足すると、君に夢中な佑大から恋愛相談を受けていたんだ。だから俺は恋にならないよう君への想いを抑えていた。そのうちに駅で君を見かけることもなくなり縁がなかったと残念に思っていたら、スポーツジムでまた会えた。これはもう運命だろ。今度は諦めない。俺の恋人になってくれ」

　朝陽のダークブラウンの瞳に夜景が映り、絵のように美しい。誠実そうな顔で真剣に想いを伝えてくれた彼を信じたくなる。

（本当なのかもしれない。でも私が恋人になるイメージができない。藤江さんは社会的な地位の高いセレブで、私は借金返済中の貧乏暮らしだもの。藤江さんに相応ふさわしい女性じゃない）

　瞳を揺らして断りの言葉を探していると、先手を打たれる。

「借金があるからという理由で断るのはやめてくれ。俺が好みのタイプでないのなら、諦めざるを得ないが」

　朝陽を振っていいのは才色兼備のお嬢様だけのような気がして、成美は慌てた。

「好みじゃないなんて、それはありません。藤江さんはとても素敵な方で、私にはもったいないと思っています。ただ私、これまでお付き合いの経験がなく……」

「へぇ、嬉しい申告だな」

　朝陽の目が弓なりになる。

「硬いとは自分でも思うんですけど、試しにお付き合いしてみるという考え方ができないんです。将来を考えられる方となら、喜んで交際しようと思えるのですが」

　断るための方便ではなく、成美の真面目さからくる信条のようなものだ。

　学生時代に二度、社会人になってから一度、男性に告白された経験がある。すべて断ったのは借金のせいだけでなく、その考え方も大きな理由だった。

　白いセーラー服を着ていた時の自分に惹かれ、今も興味を持ってくれているという話を信じて交際したとしても、朝陽とは結婚に至らないだろう。世が世なら身分違いも甚だしいといったところだ。

　朝陽は微かに眉を寄せ、ブランデーグラスをゆっくりと円を描くように揺する。中の液体を見つめてなにかを考えているような顔をしていたが、数秒して口をつけずにグラスを置いた。

　まっすぐな視線を成美に戻す。

「君の考えを尊重して、恋人になってと言ったのは取り消す」

「そう、ですか……」

　自分から断ったのにホッとするのではなく残念に思い、胸がチクリと痛んだ。

（これでいいのよ）

　納得しようと自分の心に言い聞かせ、青いカクテルに視線を移したら、彼が続きを口にする。

「言い直そう」

（なにを？）

　逸らした視線を真顔の彼に戻すと――。

「俺と結婚して」

　思いがけないプロポーズに成美は目を丸くした。にわかには信じられず、動揺して聞き返す。

「あの、私とですか？」

「そう。俺の妻になってほしい。なにか問題でも？」

「問題と言いますか、藤江さんとお話しするのは三度目で、お互いによく知らないのにいきなり結婚はおかしいと思うんです」

　焦りながらも真っ当な意見を述べたつもりでいたが、朝陽に首を傾げられた。

「それなら俺はどうすれば君と一緒にいられる？　交際しないとお互いを理解するのは難しい。だが君は結婚前提でなければ交際できないと言い、理解し合えていない状態では結婚できないと言う。矛盾しているよ」

「そう言われると……」

　反論できなくなった成美は眉尻を下げて彼を見る。

　ダークブラウンの瞳は優しい印象で、誠実そうな顔をしてじっと見つめ返してくる。けれども片側の口角がほんの少し上がっており、逃げ道のない方へ成美を追い込もうと企んでいるかのようだった。

「判断に迷ったら、俺は直感を信じるようにしている。君は俺と一緒にいて楽しい？」

「はい。楽しいです」

「これきりでおしまいではなく、また会いたいと思う？」

「はい。ぜひ、またお話したいと思います。藤江さんがご迷惑でなければですけど」

　形のいい唇が勝利を確信したかのように、はっきりと弓なりになる。

「その直感を信じるといい。大丈夫。俺たちは相性がいいよ。俺はすでに君が好きだし、君も必ず俺を好きになる」

（本当に……？）

　理屈や道理といった堅苦しい考えを忘れ、力強く言い切った彼の言葉に心が流される。まるで魔法にかかったかのようだ。

（直感で大事な決断をしたことはないけど、今は信じたい）

　鼓動の高まりを感じながら、成美は姿勢を正した。

「こんな私でよければ、結婚してください。どうぞよろしくお願いします」

　深々と頭を下げるとホッとしたような吐息が頭上に聞こえ、顔を上げれば彼が嬉しそうに微笑んでいる。

「よかった。必ず幸せにする」

　頬を染める成美の手に青いカクテルグラスを持たせ、彼はブランデーグラスを構えた。

「俺の可愛い花嫁さん、よろしくな」

　ウインクした彼にグラスをコツンとぶつけられる。

（花嫁……）

　今までは結婚を諦めていたけれど、人並みにウエディングベルに憧れていたので喜びがじわじわと湧き上がった。

　照れくさくもなり、気持ちを落ち着かせようと冷たいカクテルをひと口飲む。ライチとグレープフルーツのさっぱりとした甘みが飲みやすく、四分の一ほどをごくごく飲むと、体の中心が火照った。

「美味しい？」

「はい。好きな味です」

「それはよかった。君が選んだそのカクテルは――」

　チャイナブルーは〝陶磁器の青〟という意味で、それ以外にカクテル言葉というものがあるらしい。

「自分自身を宝物だと思える自信家。そういう意味があるんだ」

　クスッと笑いながら言われて、成美は目を丸くした。

「私、自分をそんな風に思えません」

　自分が嫌いではないが誇れる学歴や突出した特技はなく、友達も少ない。異性を引きつける魅力もない。自信家どころかその逆で、好きだと言ってくれた朝陽の言葉も完全には信じ切れずにいる。

　プロポーズは気まぐれかもしれないという不安を消せずにいたら、彼に手を握られた。咄嗟に引っ込めようとしても今度は離してくれない。

「俺は君の婚約者だから、繋ぐ資格はあるよね？」

（でも、恥ずかしい）

「君はもっと自分に自信を持っていい。二重の丸い目もちょんとした鼻も、サクランボのように艶のある唇も可愛い。白い肌はスベスベで俺の手にすっぽり収まるこの手は握り心地がいい。なにより自分をしっかり持った芯の強さが魅力的だ。なかなかなびいてくれない頑なさも俺は好きだよ。君の心をゆっくりとかすのは楽しい」

　一度夜景を見てから成美に流された色気のある視線に鼓動が跳ねた。

　握られていない方の手を熱くなった頬にあて、成美は目を泳がせる。

（褒めすぎよ。恥ずかしくて困る……）

　手を引っ張られて距離が近づくと、心臓が壊れそうに波打った。

（こんなにもドキドキするはお酒のせい？）

　拳三つ分の距離まで顔を寄せられ、朝陽の声の糖度が上がった。

「目を合わせられないほどとは照れ屋だな。そんなに可愛らしい反応をされると帰したくなくなる。せっかくだから、このホテルに泊まっていく？」

　甘い誘いを受けた途端、成美はハッと我に返り、手のひらを彼の顔の前に突きつけた。

「いえ、宿泊はしません。プロポーズをお受けしましたが、そういうのは婚姻届を提出して夫婦となってからにしてください。何事にも順序は大切です」

　ときめきよりも筋を通したい、それが成美の性格だ。

　急に真面目な目できっぱりと主張した成美に、彼が面食らった顔をした。

「硬すぎるところも好きだが、こういう時は――いや、なんでもない。それが君だ」

　フッと笑った朝陽が成美の手を引き寄せて、その甲に唇をあてた。

「あっ」

　たちまち赤面してオロオロする成美を、彼がクスリと笑う。

「今夜はこれで我慢しよう。ちゃんと送っていくから安心して」

（たったこれだけと言いたそうだけど、私には十分すぎる）

　グラスの中の氷が溶けてカランと音がした。

　彼に導かれて踏み入れた大人の世界は刺激的だ。

　成美は鼓動の高まりを耳元で聞きながら、キスされた手の甲を見つめていた。










恋は結婚の後に




　朝陽のプロポーズを受けてからひと月半ほどが経つ。

　ここはハワイのオアフ島にある五つ星ホテルで、ワイキキビーチに面して建っている。白い砂浜と透き通ったハワイアンブルーの海、遠くに入道雲を浮かべた真っ青な空は得も言われぬほどに美しい。

　十二階の白亜のチャペルは壁の一面がガラス張りで、南国らしい青と白のコントラストに目を奪われた。

　レースがふんだんにあしらわれたＡラインのウエディングドレスを着た成美は、結い上げた髪に花冠のついたベールをかぶり、赤絨毯の上を一歩一歩、ゆっくりと進む。

　牧師のいる祭壇前で待っているのは朝陽で、ライトグレーのモーニング姿が凛々しくも麗しい。

（ついに結婚するんだ）

　厳密に言うと、婚姻届を提出したのは半月ほど前なので、とっくに人妻である。しかしそれはパスポート取得のためであり、新居は朝陽が整えてくれたがまだ一緒に暮らしていない。そのため日本を発つ一週間ほど前から、いよいよ結婚だという緊張感を味わっていた。

　聖歌隊の美しいハーモニーを聞きながら、朝陽が差し出す手に手を重ねた。

　隣に並んで立ち微笑みを交わしたが、成美の方は少々ぎこちない。

（憧れのチャペルウエディングは嬉しい。でも残念な思いも……）

　列席者用のベンチには誰も座っておらず、チャペルには聖歌隊とホテルスタッフが数人、優しそうな初老の牧師と、新郎新婦の自分たちがいるだけだ。

　ふたりだけで海外挙式しようと決めたのは、彼の家族が理由である。

　プロポーズを受けた翌週のデートで、成美は朝陽の両親に挨拶しに行きたいから予定を聞いてほしいと頼んだ。

　すると『俺の家族に挨拶はいらない』と言われて驚いた。

『そんなわけにいきません。ご挨拶させてください。あの、もしかして、私との結婚を反対されているんですか？』

『んー……母親だけなんだけど。うまく話をつけられなくてすまない。父と兄にだけ会ってもらおうか』

　義母が反対していると聞いて悲しくなったが、それならばなおさら会わなければと成美は考えた。

『どんな人でも話せば必ずわかってくれる』という父の教えを持ち出して、気乗りしなそうな朝陽を説得した。

　その翌週に彼の実家を訪ねたら――。

　五十八歳の義母は上品な美人で、やや垂れた目元が朝陽に似ていた。一見すると優しそうなのに、玄関の中にも入れてもらえず、厳しい言い方をされた。

『どこの馬の骨かわからない卑しい娘を連れてこないで。結婚したいなら良家のお嬢さんとの縁談を用意したのに、どうして勝手な真似をするのよ。あなたまで私をないがしろにするの？　私の気に入らない娘との結婚は認めませんから』

　成美がひと言発する前に追い払われては、わかり合えない。

『母さんは精神的に不安定なところがあって。誰を連れてきても認めないと思うから、気にしなくていい』

　朝陽はそう言ってくれたけれど心は痛み、気にしないわけにいかなかった。

　義父には、義母とは違う衝撃を受けた。

　天下のアカフジ電機の代表取締役社長を務める義父は多忙で、会えたのはアカフジ電機本社の社長室だった。

　冷ややかな印象の切れ長の目に頬骨の張った顔立ちでがっしりと体格がよく、威厳がにじみ出ているような六十代の男性だ。

『初めまして、及川成美と申します。このたびは――』

　前もって考えてきた挨拶を緊張しながら口にしたら、それをすぐに遮られた。

『息子から話は聞いている。よろしく。我が家は親戚付き合いがほとんどないんだ。年始の挨拶もいらない。妻がいい顔をしていないようだが、気にしなくていい。ふたりで仲よくやってくれ。朝陽、ついでに事業報告を聞こう』

　息子の結婚相手に少しも関心がなさそうな態度に驚かされた。

　朝陽が言うには義父は仕事人間で、昔から家庭を顧みない人らしい。時間がもったいないからと社しゃ屋おくの近くのマンションで寝泊まりし、朝陽が子供の頃からほとんど家に帰ってこなかったそうだ。

　そんな義父に性格の似ている四歳上の義兄に至っては、電話でしか挨拶に応じてくれなかった。

『自己紹介はいい。弟からメールで知らされている。結婚祝いは秘書に送らせる。申し訳ないが俺は忙しい。結婚式や披露宴には出席できない。顔合わせはいつか、機会があれば。以上だ』

　成美が義理の家族に感じたのは冷たさと無関心さで、優しく紳士的な朝陽と対照的に思えた。それに戸惑うとともに、結婚を延期した方がいい気がした。

　朝陽は年内には婚姻届を提出して一緒に暮らそうと言ってくれたが、義母に結婚を許され、義父や義兄とももう少し交流してからの方がいいと思ったのだ。

　それで結婚を来年以降にしないかと相談したら、両肩を掴まれて心配そうに顔を覗き込まれた。

『駄目だ。むしろ結婚を早めた方がよさそうだ』

『どうしてですか？』

『君の気が変わったら困る』

（反対されても結婚したいんだ。そこまで想ってくれるのは嬉しいけど、藤江さんとお義母様の関係が悪くなったらどうしよう）

　そのような経緯があり、ふたりだけでの海外挙式となった。

　ハワイを選んだのは朝陽で、その理由はわからないが成美にとっては初めての海外だ。昨日到着し、美しい南国のロケーションとチャペルを見た時には感動した。

　できれば成美の母には参列してもらいたかったのだが、朝陽の両親を差し置いて自分だけ出席できないと断られてしまった。娘と同じように生真面目な性格の母である。

（私の花嫁姿、お母さんに直接見てもらいたかった。バージンロードはお父さんと腕を組んで……）

　行方不明の父を忘れた日はなく、いつかきっと帰ってきてくれると今でも信じていた。

　挙式は滞りなく進み、讃美歌を歌い聖書の朗読を聞く。片言の英語しか話せない成美には難しく、意識が逸れて父を想う。

（今、どこでなにをしているの？　生活に困っていない？　近況だけでも知りたい……）

　進行はいつの間にか誓いの言葉に移っていた。

　病める時も健やかなる時も――という牧師の英語の問いかけに、ぼんやりしている成美は気づけない。

「成美さん」

　朝陽に小声で呼ばれてハッと我に返り、慌てて返事をする。

「イ、イエス」

（いけない。一生に一度の大事な結婚式なんだから、集中して記憶にしっかり留めないと）

　次に結婚指輪を交換する。内側に小粒のブルーダイヤを埋め込んだプラチナリングだ。婚約指輪は触れるのをためらうほど大きなダイヤモンドがついていたので、普段身につける結婚指輪はシンプルなものにしてほしいとお願いした。

　指輪の交換がすむと、成美の顔にかかるベールに朝陽が触れた。

（そうだ、この後は誓いのキス。大丈夫よね……？）

　晴れの日を迎えても、まだキスはしていない。

　プロポーズを受け入れて以降、朝陽は毎週デートしてくれて、そのたびに『キスしていい？』と聞いてきた。婚約関係にあるので拒むつもりはないのだが、直接的に聞かれたら恥ずかしくて頷けない。

『もう少し待ってください。心の準備ができるまで……』

『残念』と言いつつも朝陽は笑っていたので、もしかすると真っ赤になる成美の反応を楽しんでいたのかもしれない。

　この挙式では、キスは頬に、とコーディネーターとの事前打ち合わせの時に話してある。人前でのキスに抵抗のある外国人は珍しくないそうで、コーディネーターからキスはどうするかと聞いてくれたのだ。

　朝陽の手によりベールが上げられ、成美の視界が鮮明になる。チャペルの白壁も海も空も朝陽の端整な顔も、なにもかもが眩しい。

　肩に手をかけられ、斜めに傾けた彼の顔が近づいてくると、成美の鼓動は最高潮に高鳴った。

（落ち着いて。頬に軽く唇があたるだけだから。バーラウンジで手の甲にされたのと、きっとそんなに変わらない）

　息のかかる距離まで近づくと、朝陽の片側の口角がニッとつり上がった。

（あっ！）

　唇同士が軽く触れ、成美の目がまん丸になる。

　瞬時に顔に熱が集中し、入国時に空港スタッフから首にかけてもらったハイビスカスのレイ並みに赤くなっていそうな気がした。

　チュッと音を立てて唇を離した朝陽が、してやったりと言いたげな顔で囁く。

「式の最中に気を逸らすからだ」

　つまり、お仕置きの意味でキスしたのだろうか。もしくは彼以外について考えさせまいという意図があったのかもしれない。

　その狙い通り、家族について心配する余裕はなくなり、人生初のキスに成美は心をときめかせた。

（唇って柔らかいのね。もう一回、してほしい。人前では困るけど……やだ、私ったらすごく恥ずかしいこと考えている。藤江さんと一緒にいる時の私は、少し変）




　夢のような結婚式が終わり、水平線に日が落ちて夜が始まる。

　満天の星の下、テラス席で波音を聞きながらのディナータイムだ。ステージが設けられていて、迫力のあるファイアダンスに続いて優雅なフラダンスが披露される。

　昨日は静かなレストランで食事したので、成美は初めてのハワイアンショーを他の宿泊客とともに楽しんだ。

　料理は贅沢なシーフードと鮮やかなサラダ、リブステーキなどで、日本人の味覚にもよく合って美味しい。ロブスターの弾力のある身を味わってフルーツフレーバーの炭酸水を口にしてから、ふと気づいた。

　四人掛けの丸テーブルの隣に座る朝陽を見れば、彼の料理の皿はほとんど手付かずである。グラスワインもひと口、ふた口飲んだだけのようで、ほとんど減っていない。

　彼の視線はステージではなく海側に向いており、ライトアップされたプライベートビーチの波打ち際を見つめてぼんやりとしていた。

　考え込んでいるような横顔は美術品のごとき美しさがあり、成美の鼓動が跳ねた。

（疲れているの？）

　一時間ほどの挙式は十四時頃に終わり、その後はドレスのまま海辺でプロのカメラマンに写真を撮ってもらい、部屋に戻ったのは十五時半頃だった。

　成美はソファで休んだが、朝陽はひとりで市街地に出かけた。仕事の取引先がこちらにもあるそうで、挨拶しに行ったのだ。

　四泊六日のこの旅行のために、多忙な仕事のスケジュール調整をしなければならなかっただろうし、疲れが溜まっているのかもしれない。

　食欲のなさそうな彼を見て、成美は心配した。

「お部屋に戻って休みませんか？」

　声をかけると、こちらを向いた朝陽がニコリとする。

「気遣ってくれたの？　優しいな。でも大丈夫、少し考え事をしていただけだから。実は、悩んでいるんだ」

　これまで朝陽はいつも成美をリードしてくれて、弱々しい姿は見せなかった。

　そんな頼もしい彼が片手で目元を覆い、大きなため息をついたから、成美の心配が膨らんだ。

「どのような悩みでしょう。差し支えなければ話していただけませんか？」

「聞いてくれるの？」

「もちろんです。私では頼りないかもしれませんけど、一緒に解決方法を考えたいです」

　朝陽の方に体ごと向け、真剣な顔をしたら、片腕で引き寄せられた。

「きゃっ！」

　急に楽しそうな顔をした彼に耳元で甘く囁かれる。

「どっちのベッドルームを使おうかと悩んでいた」

　宿泊している部屋は贅沢にもロイヤルスイートで、ベッドルームは海に面した方と市街地が見える側のふたつある。

「昨夜は君の希望で別々に寝たけれど、結婚式を挙げたんだから今夜は一緒だ。どんな初夜にしたいか、希望はある？」

（深刻な悩みかと思ったのに……！）

　朝陽は時々こうやって成美をからかい、反応を楽しむ。

　いつもは慌てたり恥ずかしがったりするだけの成美でも、本気で心配した分ムッとして、肩にかかる彼の腕を外した。

「ごめん、冗談だよ」

　笑いながら謝った朝陽が、スッと真顔になる。

「考え事をしていたのは本当。君のお父さんについて考えていたんだ」

「え？」

「バージンロード、お義父さんと一緒に歩きたかったと考えていたんじゃないか？」

「あっ……そうです」

　成美が高校一年生の秋に父が行方をくらました話はしてある。謝罪の手紙と離婚届を置いていったことも教えた。

　朝陽は眉根を寄せて成美を見ている。同情しているというより、納得いかないと言いたげな不満顔に見え、成美はうろたえた。

（借金があっても気にしないと言ってくれたのに、なにに引っかかっているの？）

「正直言うと、俺は君のお父さんを軽蔑している。自分だけ逃げ出して、妻子に苦労させる卑ひ怯きょう者ものだと思っている」

　成美は目を見開いた。

「違います！　私と母は自分たちの意志で借金を返済しているんです。父は家族が債務の責任を負わないように離婚届を置いていったんです。いなくなった理由は父に聞かないとわかりませんが、そこまで追い詰められていたからじゃないかと思うんです。父は卑怯ではありません。正義感が強くて、困っている人を見過ごせないまっすぐな性格なんです」

　子供の頃、警察官だった父のおかげで立ち直った人がお礼を言いに来たことがあった。バイクで暴走行為を繰り返していた非行少年や、万引きをやめられない主婦、他人の車のタイヤをパンクさせて楽しんでいた老人など、不法行為をする人を逮捕するだけでなく真正面からぶつかって諭し、更生させた父を成美は尊敬している。

　人の助けになりたいという清い思いで警察官を務めていたに違いない。借金の原因だって元はといえば旧友の連帯保証人になったからで、それも人助けだ。

「私は今でも父を敬愛しています」

　きっぱりと言い切って朝陽に強い視線をぶつけた。信頼できる人だと思ったから結婚したのに、父を侮辱されて悲しさと怒りを覚えた。

「そうか。人間誰しもいい面と悪い面があるよな。ひどい言い方をしてすまない」

　真摯な目をして謝ってくれたので、成美もすぐに怒りを解いた。

（卑怯者だと思わないでほしいけど、仕方ないのかも。藤江さんはお父さんに会ったことがないのだから）

　会わせたくても居場所さえわからないので、叶わぬ願いだ。

　いつの間にかフラダンスが終わり、女性歌手がハワイアンソングをしっとりと歌っている。

「私も強く言い返してすみませんでした。食事の続きに戻りましょう。食べられそうですか？」

　手つかずの彼の皿を勧めたが、返事ではなく問いかけられる。

「お義父さんに会いたい？」

「はい、とても」

「わかった」

　朝陽は一拍置いてから、海を見て頷いた。

　その後は気持ちを切り替えたように食べ始める。

「オパカパカがうまいな。ハーブソルトのシンプルな味付けがいい」

「オパ？」

「この蒸し料理のヒメダイのハワイ名だよ」

「面白い名前ですね」

　響きが気に入って「オパカパカ」と繰り返したら、朝陽が吹き出す。

「今までこの名に笑ったことはなかったんだが、成美さんが言うとたしかに面白い」

（どうして？）

　恥ずかしくて頬を染めると、魚の身を刺したフォークを口に差し入れられた。

　恋人のような行為に、ますます頬が熱くなる。

「俺にも食べさせて」

「あの、同じ料理がひと皿ずつあるので、自分で――あっ」

　成美の手ごとフォークを掴んだ朝陽が、サラダのマグロを刺すとパクリと自分の口に入れた。強引に食べさせ合い、いたずらっ子のように笑う彼に成美は口を尖とがらせる。

「もうっ」

　怒っているのではなく、照れくさかったのだ。

「その文句、可愛い。もう一度、言って？」

「嫌です」

「俺の奥さんは照れ屋だな」

（奥さん……）

　耳まで赤くなった成美が、これ以上のからかいに耐えられないとそっぽを向いても、朝陽にククッと笑われただけだった。




（明日、帰るんだ。あっという間だった）

　滞在四日目、夕食を取って一時間ほどが経つ。ロイヤルスイートの広いバルコニーに出た成美は白い手すりに手をかけて藍色に染まった海を眺める。

　心地いい夜風が下ろした髪を撫で、ワンピースの裾を揺らした。上品なデザインの半袖ワンピースは、今日の昼間に訪れたショッピングモールのハイブランドブティックで朝陽が買ってくれたものだ。

　ハンドバッグに靴、帽子にジュエリーまで、成美がなにげなく視線を留めた品を、朝陽が気前よくプレゼントしてくれた。贅沢に慣れていないので、気にしないでと言われても恐縮してしまう。

　昨日と今日の二日間、ショッピングだけでなく随分と遊んだ。

　シュノーケリングにクルーズ船でのイルカウォッチング、天使の海と呼ばれている砂さ州すを歩いたり、ヘリコプターに乗ってダイヤモンドヘッドや市街地を上空から見物したりした。

　この旅行は朝陽の仕事の都合で四泊六日で帰らなければならないが、十分にハワイを満喫できたように思う。

（結婚式も観光も素敵な思い出になった。藤江さんには感謝している。でも夜は少し寂しい……）

　室内の方にそっと振り向いて眉尻を下げた。

　南国らしい籐とうの椅子と座り心地抜群の大きなソファセット、ライティングデスクにダイニングテーブルが見える。ガラステーブルにはフルーツの盛り合わせが置かれ、鮮やかな生花が部屋のあちこちを彩っていた。

　日暮れにホテルスタッフが訪室してともしていったアロマキャンドルの、揺れる小さな炎と間接照明がロマンティックな夜を演出している。

　豪華な室内は静まり返っていて、朝陽の姿はない。

　今日のディナーは繁華街にある有名なレストランに行ったのだが、食事を終えてタクシーでホテルに戻ったら彼だけ降車しなかった。

『仕事関係者と会ってくる。すまないが成美さんは部屋にいて。遅くなるかもしれないから先に寝ていていいよ』

　そう言い残して市街地の方に引き返したのだ。

　無人の部屋を見ているとさざ波のような不安が広がり、ワンピースの胸元を握りしめる。

（もしかして、私と夜を一緒に過ごすのが嫌なのかな）

　今夜だけでなく、昨日も一昨日も彼だけ夜中に出かけていった。先に寝てしまったので、いつ帰ってきたのかは知らない。

　二日前には初夜の希望を聞かれて恥ずかしく思ったというのに、まだ一夜もベッドをともにしていなかった。旅の最終夜も同じかと思えば、女性としての魅力不足が原因ではないかと余計な想像をしてしまう。

（藤江さんが過去にお付き合いしていた女性はどんな人？　きっと美人でグラマー。胸と背中を間違われるような私では手を出す気になれなくて当然だ。でも、それが嫌なら私と結婚しなかっただろうし……）

　楽しげな声が波音に混ざって聞こえ、海の方に視線を戻した。

　眼下にはレストランのテラスの明かりが見え、滞在二日目に成美も楽しんだステージショーが繰り広げられている。声はディナー客のもののようで、海沿いに建ち並んだ他の観光ホテルでもきっと多くの客たちが夜を楽しんでいるのだろう。

　海にはサンセットクルーズを終えて戻る途中と思われる観光船も見え、ハワイの夜に寂しい雰囲気は似合わない。

　ひとりぼっちではないと思ったら、沈みそうだった気持ちが盛り返す。

（私にできるのは藤江さんを信じることだけ。お仕事だと言うなら、きっとそうなんだ）

「今夜は遅くなっても待っていようかな」

　独り言をそっと呟いたら、突然後ろから誰かに抱きしめられた。

「そんなに寂しかった？　ひとりにしてごめん」

　心臓が口から飛び出しそうなほど驚いて、短い悲鳴をあげた。

「きゃっ！　あ、藤江さん。お帰りなさい。物音がしなかったので気づけませんでした」

　体に回される腕とくっつきそうな距離にある彼の頬に鼓動が高まる。

「驚かせたくて、静かにドアを開けたんだ」

　ククッと笑って体を離した彼は茶目っ気のある笑みを浮かべていて、成美はホッとした。

（私が嫌だということはないみたい。取り越し苦労でよかった）

　その後に今夜は一緒に過ごせると思ったら、急に緊張感が高まった。一緒にベッドに入る姿を想像し、恥ずかしさをごまかそうと早口で話しかける。

「お仕事お疲れ様でした。シャワーを浴びますよね？　私、ジャグジーにお湯を溜めてきます」

「いや、風呂は後で。これからもう一度出かけないと」

「そう、ですか……」

　残念な気持ちを隠せず眉尻を下げたが、肩を抱かれて室内に誘われる。

「行こう。なにか持っていくものある？」

「私も行くんですか？」

「ああ」

　急いでハンドバッグを肩にかけ、ドアへ向かう。

「どこへ行くんですか？」

「地元の人向けのレストランバー」

「私、お腹がいっぱいで」

　ディナーをすませてから一時間ほどしか経っていないので、食べられるのはアイスクリームくらいだ。

「俺も同じ。だけどどうしても行かなければいけない」

　その理由を教えてほしかったが、微笑む朝陽の目に真剣な雰囲気を感じてなにも聞けずに隣を歩いた。

　ホテル前からタクシーに乗り、市街地方面へ向かう。

　片側二車線の大通りから外灯の少ない住宅地へと道を折れ、さらに十五分ほど進んだ場所で車が止まった。

　青い屋根にグリーンの壁の木造平屋で、塗装が所々剥げている。入口の横に置かれたネオン看板は、ガラス管が割れて点灯していない部分があった。ドアは開放されていて、中から大音量のポップミュージックが聞こえる。

　地元の人向けだと朝陽が言った通り、庶民的な食事やお酒が飲める店のようだ。ハワイでも日本でも、これまで朝陽が連れていってくれたのは高級店ばかりだったので、あまりの雰囲気の違いに戸惑う。

（どうしてこのお店に？）

　お酒が飲みたいだけなら、ホテルのバーラウンジやルームサービスでいいはずなのにと成美は不思議に思った。

　異国の地元に根差したバーに入るのは初めてで、少し怖い気がした。それを察してか朝陽が肩を抱いてくれて、おそるおそる中に足を踏み入れる。

　店内は薄暗く、四人掛けのテーブルが六つと十席のカウンターがあって、八割の席が埋まっていた。

　若者たちが賑にぎやかに会話し、狭い通路で踊っている人もいる。腕や首にタトゥーを入れた若い男性が、体を揺らしてリズムを取りながら近づいてきた。

　成美に向けて観光かと聞いたような気がしたが、崩した英語なので聞き取れない。

　困って朝陽の方を見ると代わりに受け答えしてくれて、地元の若者はテーブル席の仲間の方へ戻っていった。

「大丈夫だよ。ここは観光向けの店じゃないが、ピザは美味しいから食べていきなと彼は教えてくれたんだ」

「そうなんですか」

　頼りになる朝陽と一緒なら怖がる必要はないだろうと警戒を解き、並んでカウンターの端の席に座った。カウンター内にはふくよかな女性店員がひとりいて、初対面ではない雰囲気で朝陽と笑顔で話し出す。

（藤江さんは何度も来店しているの？）

　彼女はこの店のオーナーなのだそうで、妻だと紹介された成美は背筋を伸ばして片言の英語で挨拶をした。

「ハネムーン？　ワーオ！」

　オーナーの女性が頭上で拍手すると、気づいた客たちもそれに倣い、口々に祝福の声をかけてくれる。

　成美は振り向いてペコペコと会釈し、嬉しさと恥ずかしさの両方に頬を染めた。

（皆さん、温かい人柄なのね。怖いと思って申し訳なかった）

　頼んでいないのに成美と朝陽の前にビールが出され、オーナーがご馳走すると言ってくれた。

　お礼を言おうとした成美は、彼女の斜め後ろを見て息をのんだ。

　カウンターの奥に調理場に繋がる出入口があり、半袖Ｔシャツに半ズボンを穿はき、エプロンを着た六十歳近い男性がピザの皿を持ってそこから出てきた。

　すぐに朝陽に気づいた男性は両眉を上げた。

「また来たのかい。明日、日本に帰るんだろ？　観光しなくていいのかい？　昨日、観光客に人気の店を教えてあげたのに」

　日本語で話し、呆れたように笑っている。

　成美は両手で口元を覆って、驚きに丸くなった目には涙がにじんだ。

（お父さん！）

　約十年ぶりに見た父は記憶しているよりずっと年を取っていて、短い黒髪の全体に白髪が混ざっていた。痩せているが日に焼けて元気そうで、無事でよかったと成美は心からホッとした。

　安否さえわからない中、もし命を絶っていたらと嫌な想像をした夜もある。そのたびに馬鹿なことを考えず父が元気だと信じようと自分に言い聞かせ、再会できる日を夢見てきた。

　安堵感やどうしていなくなってしまったのかという疑問、日本で待っている母のことなど想いがあふれて、呼びかけたくても声にならない。

　小柄な成美は顔と体の半分が朝陽の陰に隠れているので、父は気づいていない様子。

　感極まる成美を横目で見た朝陽が、カウンター内から客席へと進む父を呼び止めた。

「及川さん」

「ん？　俺、君に名乗ったっけ？」

「名前は以前から知っています。会わせたい人がいて、あなたを探していました」

「はい？」

　朝陽が椅子を立つと、父の目に成美が映った。

　目を見開いた父の手からピザがすべり落ち、皿が割れる音が響いた。

「お父さん」

　絞り出すように呼びかけると、ハッとした父が焦り顔で出口へと爪先を向けた。

「すまない……！」

　逃げようとしている父を見て成美は慌てて立ち上がり、それと同時に朝陽が俊敏に動いて父の腕を掴んだ。

「及川さん、話し合いましょう」

「離してくれ。すまない。本当に申し訳ないが、どうか……」

　ただならぬ雰囲気にオーナーと客たちは驚いていたが、すぐに大柄な男性客が父と朝陽の間に割って入った。早口の英語でなにかをまくし立てた彼は朝陽の肩をドンと突いて、成美の父を守ろうとしていた。

　オーナーも最初の歓迎ムードを消し、厳しい口調で朝陽に退店を命じる。父はこの店に深く溶け込んで、地元の仲間として受け入れられているようだ。

（ど、どうしよう）

　迷惑客だと追い出されそうな雰囲気に成美は焦り、父の背に呼びかける。

「お父さん、お願い、私と話をして。いつも言っていたでしょう？　話せばわかってもらえるって。私はお父さんの気持ちを知りたいの。お母さんと私の気持ちも聞いてほしい。無理やり連れ帰ったりしないから、お願いします！」

　成美の必死の説得に、父がゆっくりと振り向いた。困り顔をした父が店内の客に謝って、オーナーには英語で簡単な事情を説明している。

　その後に観念した様子で、成美と朝陽に頭を下げた。

「気が動転して、逃げ出そうとして申し訳なかった。今、オーナーに許可をもらったから、どこかに移動して話そう」

（よかった……）

　三人でタクシーに乗り、成美と朝陽が宿泊している部屋まで戻ってきた。ロイヤルスイートの豪華な室内に足を踏み入れて、父は驚いたように朝陽を見る。

　今はＶネックの白いＴシャツにグレーのストレートパンツというラフな格好をしているが、ただ者ではないと思ったのだろう。

「君は一体……」

　朝陽が旅行バッグの中から名刺入れを持ってきて、父に一枚を差し出す。

「ご挨拶が遅れました。私は藤江朝陽と申します。先月、成美さんと婚姻届を提出しまして、一昨日このホテルで挙式しました。ですからあなたをお義父さんと呼ばせていただきます」

　名刺に書かれた肩書よりも、娘が結婚していることに驚いた顔をしている。

「成美が結婚……そうか、もう子供じゃないんだな」

　父は部屋のドア前で立ち止まっている娘に、切なげな視線を向けた。

　改めて見る娘はすっかり大人の女性で、離れていた長い年月をしみじみと感じたのだろう。

「結婚おめでとう」

　泣きそうに目尻に皺を寄せた父が朝陽に頭を下げる。

「藤江さん、娘をどうぞよろしくお願いします。こんな挨拶をする資格はないかもしれませんが……」

「お義父さん、頭を上げてください。座って話しましょう」

　この部屋にはキッチンもあり、お洒落な木目の大型冷蔵庫には飲み物が豊富に入っている。

　成美は急いでアイスコーヒーを出し、三人分のグラスに注いだ。

　ガラスのローテーブルを挟んでふたり掛けのソファに父が座り、成美は朝陽と並んで三人掛けに座る。

　父に聞きたいことがありすぎて、なにから問いかければいいかと迷った。

「お父さん、ええと――」

　言葉に詰まったら、朝陽が代わりに口火を切る。

「まずは成美さんに謝ってください。あなたが作った借金をお義母さんと一緒に、今でも返し続けています」

　朝陽の声は冷たく、非難の感情を隠そうとせずに睨むような視線を向けていた。

　二日前に軽蔑していると言って成美を怒らせ、謝ってくれたが、気持ちは変わっていないようだ。

　父は殊勝な顔をしてソファから下り、ラグに膝をつけた。土下座しようとしているのを察した成美は慌てて駆け寄って止める。

「お父さんに謝ってほしくない。謝るべきは私なの。ひとりで苦しんでいたんでしょう？　家族なのに気づけずにいてごめんなさい」

　借金は父が旧友の連帯保証人になったのが原因だが、膨大な額に膨れ上がったのは自分のせいのような気がしていた。お金のかかる私立の女子高に通い、複数の習い事をしていた娘に変わらぬ暮らしを続けさせたくて、父は焦って金策に乗り出し失敗したのだろう。

　父の腕を引っ張り立たせてソファに座り直させた。

　その隣に成美も腰を下ろし、つらそうな父の顔を覗き込む。

「最初の借金の時に打ち明けてくれたら、私は学校も習い事もすぐに辞めたのに。でもお父さんは言えなかったんだよね。私のせいで」

『行きたい高校に通わせてくれてありがとう。毎日が楽しいよ。私、もっと勉強を頑張るね』

　高校一年生だった成美は事あるごとに、そのように両親に感謝を伝えていた。

　真面目に頑張る娘の姿を見たら、借金があるから学校を辞めてほしいとは言えなかったのだろう。打ち明けられない雰囲気にしてしまったのだと、成美はずっと悔やんできた。

　唇を噛かんだ父は膝の上で両手を握りしめ、声を震わせる。

「成美のせいではない。借金で首が回らなくなるまで言えなかったのは、父さんのくだらないプライドが原因だ。家族の前では頼れる存在でいたかった。自分ひとりでなんとかしてみせると……」

　父は品行方正を妻と娘に説き、自身も清く正しく真面目に生きてきたつもりだった。

　警察官という職業に誇りを持ち、人を正しい道に導いても、自分が道を踏み外すことはないと信じていた。自分ひとりでの借金返済が不可能で家族に迷惑をかけると悟った時に、そのプライドが砕け散った。

「なにもかも終わりにしたくなったんだ」

　震える拳を見つめてポツポツと話す父はかつての堂々とした雰囲気を失い、弱々しく見えた。

　成美は父の腕をさすりながら、悲しい気持ちで話の続きを待つ。

「どこか遠いところで人知れず命を絶ちたいと思い、日本を離れた。ハワイでなくてもよかったんだが、海外はここしか来たことがなかったから無意識に選んだのかもしれない」

　父の唯一の海外旅行は三十年ほど前の母との新婚旅行だ。

　ツアーで参加して観光地を巡ったそうで、その時の思い出の場所をさまよっていると、心にほんの少し生きる自信が戻ったという。

　死ぬのはいつでもできるからと思い直し、アルバイトを探してその日暮らしを続けた。今、働いているレストランバーは勤めて五年ほどで、安い日給でも文句を言わずに真面目に働く父はオーナーに気に入られているそうだ。

（生きていてくれてよかった。でも食べるのもやっとの暮らしだったのね。だからこんなに痩せてしまったんだ）

　苦労を察して胸が痛んだ。

「気づいたら十年も経っていた。信じられないかもしれないが、成美と母さんを忘れた日はない。ずっと謝りたいと思っていたんだ。だが――」

　自分を頼りにして慕ってくれていた妻子を裏切ったようなもので、冷たい目で見られると思ったら足が震え、会う決心がつかなかったそうだ。

「父さんは弱い人間だ。家族に会わせる顔がない……」

　硬く目を閉じて、父がつらそうに黙り込む。

　成美は目を潤ませて父の腕を強く掴んだ。

（私とお母さんに軽蔑されたと思って、それがつらくて帰れなかったんだ。帰りたくないわけじゃなくてよかった）

「お父さん」と成美は優しく呼びかける。

「お母さんは離婚届を出していないんだよ。借金を返済し終えたら、きっとお父さんが帰ってきてくれると信じて待っているの」

　父は目頭を押さえて嗚お咽えつを漏らす。

「俺は、なんて情けない……」

　指を伝って滴り落ちる雫しずくに、帰らなかった十年間の懺ざん悔げと家族に嫌われていなかったと喜ぶ気持ちを感じた。

「お父さん、家に帰ろうよ。お金のことなら大丈夫。今は私も大人で働いているし、あと二十年ほどかかるけど完済までの見通しはついているから」

　これまで朝陽から『俺に返済させてほしい』という申し出を何度か受けたが、そのたびに断っている。今後も成美は仕事を辞めず、母と一緒に返済を続けるというのが、朝陽に要求した唯一の結婚の条件だった。

「申し訳ない」

　父が涙声で謝ると、それまで静観していた朝陽が向かいのソファで口を挟む。

「そのことですが、私に返済させてもらえませんか？　失礼ですが債務の残金を調べさせてもらいました。私なら今すぐにでも一括返済できます」

　その申し出に成美は慌てた。

「待ってください。家族だけで返すという話を承諾してくれたはずじゃなかったんですか？」

「俺も家族だろ」

　心外だと言いたげに眉を寄せられ、成美は返事に困る。

（私の夫で家族になったのは確かだけど、藤江さんに大金を払わせるわけにはいかない。どう言ったら納得してくれるの？）

「お義父さんと話をさせてほしい」

　成美は口を挟むなという意味だろう。

　温和な彼が珍しく強い口調で言ったので、成美は動揺して頷いた。

「お義父さんが現れた以上、返済責任はあなたに戻りましたので、あなたが決断してください。私の資金援助を受けますか？」

「いや、それは……」

　低く唸った父が、朝陽に申し訳なさそうな目を向けた。

「藤江さんのお気持ちはありがたいが、娘の夫とはいえ、出会ったばかりの君の援助は受けられない。妻の待つ日本に帰り、何十年かけてでも働いて自分で返済する。心配しないでくれ、結婚した成美にはもう迷惑をかけない。今後は借金とは無縁の生活を送ってほしい」

　家に帰るという約束は嬉しいが就職先がすぐに見つかるかはわからないし、両親ふたりより成美も協力した方が早く完済できる。

　手伝わせてほしいという思いで首を横に振ったら、朝陽が嘆息する。

「成美さんは真面目で清らかで、頑固だ。娘の手を借りないと言っても、借金返済のために働き続けますよ。お義父さんが私の援助を受けない限り、成美さんは自ら進んで苦労するんです。あなたの娘なのですから、おわかりでしょう？」

　言葉に詰まったように呻うめいた父が、成美に困り顔を向けた。

　朝陽に言われたのはその通りで、自分も一緒に返済するという固い意志は変わらない。

　カランと氷が鳴る音がしたので朝陽を見ると、成美の淹いれたアイスコーヒーを半分ほど飲んで息をついていた。

　父に対し批判的な彼だったが、テーブルにグラスを戻した後はやれやれと言いたげな目で父娘を見比べた。

「この旅でお義父さんに会えてよかったです。成美さんがどのように育てられたかがわかったような気がしましたから。清く正しい信念と頑なな真面目さはお義父さん譲りですね。そこを含めて私は成美さんが好きなんです」

　急に話題が逸れた気がして戸惑いつつも、好きだと言ってもらえて頬を染めた。間接的に父を褒めてくれて嬉しくも思う。

　朝陽は柔らかな口調で続ける。

「ですから、お義父さんは自信を持ってください。私の資金援助を受けたとしても、あなたが立派に娘を育てた事実は変わらない。胸を張ってください。しかしプライドは抑えた方がいいでしょう」

　自尊心が傷ついた状態の父は、プライドと言われてもピンときていないようだ。

「先ほど、言いましたよね。家族に借金を相談できなかったのは、頼れる存在でいたかったというプライドのせいだと。くだらないプライドは捨てるべきだったと後悔したのでしょう？　でしたら、これに関してもプライドを捨ててください。成美さんのために、私からの資金援助を受けると約束してください」

　父はしばらく考え込んでいたが、娘のためにと言われたら信念を曲げる決心がついたようだ。朝陽に向けて深々と頭を下げる。

「資金援助を藤江さんにお願いします。本当にありがとうございます」

「喜んでお引き受けします。これで一件落着だ。よかった」

　ひと仕事終えたように朝陽は肩の力を抜き、長い吐息をついて微笑んだ。

　しかし成美はまだ納得できずにいる。

（藤江さんにとっては少額なのかもしれないけど、私にとっては大金。本当に支払ってもらっていいの？　悪いことをしている気分になる）

　するとフッと笑った朝陽に手招きされた。

「そろそろこっちに戻ってきて。隣に成美さんがいないのが寂しい」

「は、はい」

　父から離れて朝陽の横に座り直すと、手を軽く握られた。胸はしっかりと高鳴るが、笑みは返せない。

「納得していない顔だな。俺たちは夫婦だ。妻が困っていたら俺は夫として助けたいと思うけど、君は違うの？」

「私も同じです。藤江さんが困っていたら全力で助けます」

「ありがとう。この先の長い夫婦生活で、きっと君の助けが必要になる時が来ると思うんだ。だからもし今回の件で恩を感じてくれるなら、その時に力を貸してほしい。それで納得してくれないか？」

　夫婦として助け合おうという求めは、成美の真面目な考え方に合致して、今度は素直に頷くことができた。

「父を助けてくださってありがとうございます。いつか必ずご恩をお返しします」

「ああ。よろしくな」

　成美にやっと笑顔が戻り、朝陽が満足げに微笑んでいる。

　それを見ている父もホッとしたように表情を緩め、一気に空気が柔らかくなった気がした。

　頼もしい夫の手は温かく、成美は心からの感謝を込めて握り返した。




　時刻は二十二時。連絡先を交換した後に父が帰ったのは、一時間ほど前だ。

　成美は先ほどシャワーを浴びてルームウエアに着替えた。

　パジャマは必要ないと思ったので持ってこなかったのだが、着慣れていないホテルのバスローブは寝づらく、滞在二日目にホテル内のブティックでルームウエアを購入した。選べるほどの品数はなく、体の線がわかってしまいそうな薄いシルク生地のワンピースなのが気になるけれど、朝陽に勧められた透け感のあるネグリジェに比べたらまだ恥ずかしくない。

　ミネラルウォーターで喉を潤してから、寝室に移動した。窓から海が見えるこの寝室には、キングサイズの大きなベッドが中央に置かれている。

　ハワイに着いてからの三度の夜を、成美はこのベッドでひとりで過ごした。

　もうひとつの寝室は市街地を臨む側にあり、その部屋のふたつ並んだクイーンサイズのベッドは朝陽が使っていた。

（今夜はどこで……まだ考えないようにしよう）

　朝陽は今シャワーを浴びていて、その後に初めてベッドに誘われるのではないかと思ったら、緊張して平常心を保てなくなりそうだ。

　成美はキャリーバッグを出してきて床に座り、荷物整理を始めた。

　帰国の飛行機は明日の昼過ぎの便なので準備は朝でもいいのだが、なにかしていないとソワソワして気持ちが落ち着かない。

（これは会社の皆さんへのお菓子で、このメイクポーチとタオルハンカチときれいなグラスはお母さんに。お母さん、驚くだろうな）

　お土産みやげについてではなく、父との再会である。今すぐ電話をかけて知らせたいところだが、父が自分で連絡して謝りたいと言っていたのでその気持ちを尊重した。

　持ってきた荷物は少ないけれど、こちらで朝陽が服やバッグなどをたくさん買ってくれたためキャリーバッグひとつでは納まらない。

（大きなバッグがもうひとつ必要だ。どこかで買う時間がある？　高くつくけど、ホテル内のお店で買うのがいいかも）

　そう思っていたら、開けっ放しにしていたドアを二回ノックされた。

「もう帰りの支度？」

　肩を揺らして振り向くと、ズボンの上にバスローブを羽織った朝陽が立っていた。ウエストの紐ひもを締めていないので、程よく筋肉のついた大胸筋と腹筋が見えている。

　成美は心臓を大きく波打たせ、すぐに手元に視線を戻した。

「明日、時間に余裕を持って出発できるように準備しています」

「真面目だな」

（どうしてこんなにドキドキするの。藤江さんの体はスポーツジムのプールとこの旅でのシュノーケリングで見たのに）

　ドアが閉まる音がして、緊張が増す。床の上でキャリーバッグに荷物を出し入れしつつも、背後の朝陽が気になって仕方ない。

　するとクスッと笑う声がして、隣に彼がしゃがんだ。肩に腕を回され、至近距離から顔を覗き込まれる。

「もしかして、緊張してる？」

「し、していません」

「本当？　今夜は同じベッドで寝るのに？　帰り支度でもしていないと落ち着かない心境なのかと思った」

「違います。私たちは夫婦ですから、そういう行為はあるものと思って旅行に臨みました。私は大丈夫です」

　耳まで火照らせて目は泳ぎ、鼓動は苦しいほど高鳴っている。本心を明かせば緊張と恥ずかしさでいったん逃げ出したいほどなのだが、ベッドをともにするのを拒否していると勘違いされないよう耐えていた。

　それなのに朝陽は楽しそうな顔をしてからかう。

「度胸があるんだな。それならキスのひとつやふたつ、平気だね？」

「えっ？」

　ダークブラウンの甘い瞳に蠱惑的な光がともる。舌先で下唇を湿らせた彼が、成美を引き寄せて顎をすくった。

（待って、心の準備が……！）

　焦って彼の胸を押し返そうとしたら、湯上がりの温かい肌に触れてしまった。さらに鼓動は跳ね上がり、慌てて引っ込めようとした手を握られて唇が重なった。

「んっ」

　反射的に目をつむり、唇を硬く引き結ぶ。

　ついばむような優しいキスを繰り返した朝陽は、数秒して顔を離した。

「もっと深いキスがしたいんだが。嫌ならしないけど」

「嫌じゃないです。でも、あの……」

「まだ完全に心を許してくれないか。俺は君が高校生の時から知っているけど、君からしたら出会って間もない男だよな。仕方ない」

　成美のために今夜も別々に寝るつもりなのか、朝陽が立ち上がってドアに向かう。

（違うの！）

　慌てて彼の背に抱きつくようにして引き留めた。

「成美さん？　無理しなくていいんだよ。まずは君からの信頼を得られるよう、俺が努力しなければ」

「もうとっくに信頼しています」

　頼りがいがあるという印象は、この旅で強まった。

　初めての海外旅行で困らずに楽しめたのは朝陽がうまくリードしてくれたおかげだ。会いたくて夢にまで見た父も探し出してくれて、朝陽への信頼は十分すぎるほど大きく膨らんでいる。

「もしかして結婚式をハワイで挙げようと言ったのは、お父さんがいると知っていたからですか？」

　そうに違いないと思って聞いている。

　彼なら挙式場所の希望を成美に聞きそうなものなのに、珍しく『ハワイにしようと思う』と主張した。その時は単にハワイが好きなんだと思っただけだったが、偶然にしてはできすぎている。

　朝陽は成美の腕を解いて向かい合い、バツが悪そうに苦笑した。

「実は、お義父さんの居場所はだいぶ前に知った。お見合いの後に調べたんだ」

　調査会社を使い、父がハワイにいるとすぐに突き止めたそうだが、住まいまではわからなかった。〝この辺りのどこかの飲食店で夕方から働いている〟というあやふやな情報を得るに留まっていたそうだ。

　それで朝陽が自分の足で目撃情報があった地区を調査した。ハワイの滞在二日目から仕事関係者に会うと言ってひとりで出かけていたのは、成美の父親捜しをしていたためだった。

「嘘をついてすまない」

「いえ、そんな。私のために捜してくれたんですから。資金援助についても、なんと言ってお礼を伝えていいのかわからないほど感謝しています。本当にありがとうございます」

　成美と一緒の夜を過ごしたくないから出かけるのかと不安になったが、朝陽の苦労を思えば少しも責める気にならない。

　心からのお礼を伝えたのに、彼はますます決まりが悪そうな顔をした。

「正直に言うと、お義父さんを捜し出すべきか迷っていた」

「え？」

　成美を連れてハワイに来たものの、無責任な父親とは縁が切れたままの方が成美のためではないかと、再会させるのをためらっていたそうだ。

　しかし成美が今でも父親を尊敬し、心から会いたいと思っている気持ちが伝わったため、考えを改めたのだ。

（ハワイアンショーを見ながら話した時のこと？　父に対して随分とひどい言い方をすると怒ってしまったけど、本当は……）

　わざと成美を怒らせて、父親への気持ちの程度を確認したのかもしれない。

　あの夜の心の傷が癒えていく。

（藤江さんは、私のためになにができるか真剣に考えてくれる人。本気で私を想ってくれているんだ）

　朝陽への信頼が最大限にまで膨らんだら、心の奥がきゅっと締めつけられるように苦しくなった。それは切なく甘い感覚で、胸に手をあて初めての感情と向き合う。

（これが恋なんだ……）

　真面目な成美は子供の頃は特に悪ふざけが許せず、度々クラスメイトに注意していたので煙たがられる存在だったように思う。クラス内でふざけるのは大抵男子で、異性に対していいイメージを持てず、これでは恋をするどころではない。

　社会人になってからは真面目に働く男性上司や同僚に好感を抱けるようになったが、借金返済中なので憧れる余裕はなかった。

　そんな自分がまるで生まれ変わったかのように心をときめかせ、朝陽が眩しく見えて愛しさが泉のように湧き上がる。熱っぽい顔を彼に向けた成美は、胸が高鳴る理由を言葉にせずにいられなかった。

「私は今、恋をしています。藤江さんが好きなんです」

　朝陽が驚いたように息をのみ、一拍置いて目を弓なりにする。

「君の告白をしっかり聞いた。後で勘違いだったと思っても訂正不可だよ」

「はい。この思いは変わらないです」

　頼もしい二本の腕が成美を閉じ込め、至近距離から見下ろされる。

「成美」

　甘い声で初めて名前を呼び捨てられると、動悸が加速した。

「やっと手に入れた。初めて君を見た日に強烈に惹かれてから十年ほどか。長かったな」

「藤江さん……」

「朝陽。名前で呼んで」

　照れくささに成美の頬が熱くなる。

「朝陽さん」

　そう呼ぶと距離が縮まった気がして心が弾んだ。

「もう一度」

「はい。朝陽さん」

　瞳を艶めかせた彼が顔を斜めにしてゆっくりと迫ってくる。今度は戸惑わずに、すべてを彼にゆだねるつもりで目を閉じた。

　唇が触れて優しくすり合わせ、ついばまれる。薄く唇を開いたら柔らかな彼の舌先が潜り込み、舌をからめとられた。

　水音が立つような深いキスに酔いしれて、成美は夢中で彼の首に腕を回した。

「んっ。朝陽さん、今夜は一緒にいてください」

　恥ずかしさよりも高ぶる気持ちに背中を押されるようにして求めれば、彼の熱い吐息が唇にかかった。

「今夜だけじゃなく、この先ずっとだ。俺たちは夫婦なんだから」

「はい……きゃっ！」

　横抱きにされてベッドまで運ばれた。

　夫婦として体も結ばれたいと思っても、初体験の緊張や恐怖はぬぐえない。

　広いベッドに成美をそっと寝かせた朝陽が、サイドテーブルのスイッチをいくつか押す。するとカーテンが自動で閉まり、天井ライトが消えて間接照明がともった。

　白い壁を照らす水色の光は揺らめいて、まるで水中のようだ。ひとりで寝ていた時には気づかなかったロマンティックな演出で、よく見ようとして体を起こした。

　しかし朝陽に肩を押され、背中をシーツに戻す。体半分、覆いかぶさるような姿勢で彼に見下ろされた。

「よそ見は禁止。今夜は俺だけを見て」

　バスローブを脱いでなめらかな肌をさらした彼は妖艶だ。

　成美の鼓動は振り切れんばかりに高鳴る。

（なんてきれいな体なの。それに比べて私は貧相で……がっかりされたらどうしよう）

　同僚の梢には痩せていて羨ましいと言われるけれど、自分では華奢な体形を魅力に思えない。朝陽の目にどう映るのかが心配になる。

　優しいキスの雨を降らす朝陽が、服の上から成美の体を撫でる。

　ルームウエアを脱がされ、恥ずかしくてどんな顔をしていいのかわからず強く目をつむったら、脳裏にスポーツジムのプールが蘇った。今はもう少しも怒っていないが、胸と背中を間違われた恥ずかしさだけは忘れられず、人並みより控えめなバストを恨んでしまう。

　朝陽の手が成美の背中に差し入れられ、器用な指で下着のホックを外された。

（あっ！）

　思わず取られまいとして胸元を両手で押さえ、顔から火が噴きそうな思いで懇願する。

「ごめんなさい、あの、下着を身につけたままではいけませんか？」

　彼は目を瞬かせ、その後に片側の口角を上げた。

「それもいいと思うけど、今は駄目」

「どうしてですか？」

「俺が成美のすべてを見たいから」

「きゃあっ！」

　下着をはぎとられ、両手首を掴まれてシーツに縫いつけられた。

（こんな体、恥ずかしくて逃げ出したい。朝陽さんは優しい人なのに、どうして強引なことをするの？）

　耐えがたい羞恥を理解してもらえないのが悲しくて、硬くつむった目に涙がにじむ。

　その時、感嘆しているような吐息が聞こえた。成美に馬乗りになる彼がうっとりしているように言う。

「想像以上にきれいだ。どうして自信がないんだ？」

「えっ……」

　おそるおそる目を開けると、彼が成美の胸元に視線を止めて微笑んでいた。

「私の体、きれいに見えるんですか？」

「ああ。白くなめらかな肌で、形のいいふたつの膨らみも魅力的だよ。もっと俺に見せつけて。せっかく美しい体をしているのだから」

（本当に？）

　彼は優しいから嘘をついているのではないかと疑った。その気持ちが表情に表れていたようで、朝陽が眉尻を下げる。

「俺の言葉が信じられないようだね。それなら――ほら、わかるだろ？」

「あっ……」

　いつの間にか彼も下着一枚の姿になっていて、成美の手を下腹部よりさらに下に押しあてた。そこは雄々しく膨らみ、彼の興奮を伝えてくる。

「すごく美味しそう。そそられる」

　ペロリと舌先を覗かせた朝陽が、成美の胸に顔を埋めた。恥ずかしくておかしくなりそうだが、今度は逃げたいと思わなかった。

　バストサイズが控えめでも欲情してくれて、女としての自信がゆっくりと胸に広がる。余計な不安がなくなれば、与えられる巧みな刺激に自然と甘い声が漏れた。

「んっ、ああっ……」

　一糸まとわぬ体を時間をかけて隅々まで愛される。ぐったりするほど喘あえいだら一時的に刺激がやみ、潤んだ目でぼんやりと彼を見つめた。

「いい顔をするね」

　満足げに微笑んだ朝陽が、成美を強く抱きしめた。

「力抜いて」

　力は入らないと答えようとした次の瞬間、体を貫くような痛みが走り、グッと歯を食いしばった。

「大丈夫？」

　心配そうに顔を覗き込む彼に、成美は涙目で頷く。涙は痛みのせいではない。

　婚姻届を出した時や結婚式も嬉しかったが、ひとつに繋がった今、彼の妻になった実感が押し寄せて胸が震えた。

「嬉しい痛みというものもあるんですね」

　痛みをこらえて微笑めば、朝陽がたまらないと言いたげに目を細め、深い口づけをくれた。

「ごめん、加減できないかもしれない。あんまり可愛いこと言うからだよ」

　ゆっくりとした腰つきが次第に速まり、力強く打ちつける。成美は必死に朝陽の背に腕を回してしがみついた。

　しかし、やはり彼は優しい。痛みに呻いたらすぐに速度を落としてくれて、「大丈夫？」と顔を覗き込まれた。気持ちが高ぶるまま欲望をぶつけたいだろうに、自分をセーブして成美を気遣ってくれるのだ。

「大丈夫です。朝陽さんは優しいですね。私、朝陽さんのそういうところが大好きです」

　微笑んで伝えたら、彼が困ったように笑う。

「優しい、か。そういうことにしておこう」

　まるで違うと言いたげだが、深いキスをされてリズムを少し速められ、それ以上の会話は許されなかった。










マイルール壊し




　秋風の吹く十月末、ハワイ旅行から帰ってきてひと月半ほどが経った。

　片側三車線の広い道沿いには、帰路の途中と思われる大勢の人が駅に向かって進んでいる。仕事を終えた成美も人波の中にいて、並んで歩く梢と話していた。

「そのキャメルのコート、新しいね。わっ、あのブランドの新作じゃん。旦那さんに買ってもらったの？」

「はい。私はお洒落センスがないので、主人が選んでくれました」

「主人！　言ってみたいわ。お金持ちの旦那さん、羨ましい。なんでも買ってくれるんでしょ？」

　成美のクローゼットには新しい洋服がぎっしりと納められている。朝陽が日常的にプレゼントしてくれるので、毎日のように新しいものを身につけていた。

　決して自慢しないが、梢に目ざとく見つけられて羨ましがられる。自分の稼ぎで購入したものではないので胸を張れず、どんな返しをしていいのかわからない。

（大したことないと謙遜はできない。どれも上質で私にはもったいないものばかりだから。ありがとうございます、でいいのかな？）

　成美が困っていても梢は構わず、興奮気味に続ける。

「住んでいるところもすごいんでしょ？」

　違うと言えずに頷いた。

　ハワイ旅行から帰ってきた翌週、新居に引っ越して朝陽と一緒に暮らし始めた。港区の新築高層マンションの最上階で、メゾネットタイプの５ＬＤＫだ。

　それまで彼が住んでいたマンションで新生活を始めるのだろうと思っていたのだが、『今の家は狭いから、ふたり暮らしにちょうどいいマンションを買う予定』とプロポーズから間もなくして言われた。

　リビングが二十畳の２ＬＤＫは、朝陽にすると狭いらしい。

　新居はハワイ旅行で宿泊したロイヤルスイートに負けず劣らずの豪華さだ。一階の広すぎるリビングには大画面のテレビと十人が座れるソファセットが置かれ、六人掛けのダイニングテーブルと大きなアイランドキッチンもある。

　長年の節約生活が染みついた成美は、家具や家電を買わなければならない時は真っ先に値段を気にする。

　それで『インテリアをどうしようか？』と聞かれても答えられず、すべてを彼に任せた。

　成美の好きな色や雰囲気を聞いて彼がコーディネートしたリビングは、白と茶色が基調となっている。壁とフローリングは白く、備え付けのテレビボードと壁面収納の扉、ダイニングテーブルは味わい深い木目だ。差し色としてクッションやカーテンは明るい緑の生地を使っていた。自然の温かみが感じられる配色で、優しい雰囲気の部屋を成美はひと目で気に入った。

　家電はもちろんすべてアカフジ電機の最新のものが揃えてある。便利で手間いらずの高機能に感動しただけでなく、インテリアに馴な染じむ外観に驚かされた。

　珪けい藻そう土どの白いバスマットはその下に体重計が隠されていて、木目のサイドテーブルは空気清浄機だ。

　ソファの前に置かれた白い大きなローテーブルは携帯電話を置いただけで充電されるし、引き出しを開けたら冷蔵庫になっていて、立ち上がってキッチンまで行かずとも冷たいドリンクが飲める。

　一見、家具のような家電をステルス家電と呼ぶらしく、その機能開発の一部を朝陽の会社が請け負っているそうだ。

　一階にはスクリーンが設置された映画鑑賞用の部屋と広いテラスもあって、リビングから階段を上がると二階には四部屋がある。夫婦の寝室とそれぞれの個室、筋力を鍛えるマシンが置かれた朝陽用のトレーニングルームだ。

　どの窓からも東京港が見渡せ、夜はレインボーブリッジと高層ビル群の夜景を楽しめる。引っ越してひと月以上が経った今でも、夢のような住まいだと夫に感謝しながら生活している。

「ね、今度、成美の家に招待してよ」

「はい。主人に確認してみます」

「許可がいるの？　旦那さん厳しい人？」

「いえ、とても優しいです。きっと好きな時に友人を招いていいと言ってくれると思います。でも私ではなく主人が購入した家なので、勝手なことはしたくないんです」

「相変わらず、かったい考え方」

　呆れ顔をした梢だが、その後に考え込んでいるような目でじっと見つめてきた。

「梢さん、どうしました？」

「うーん、成美がどうしてハイスペ旦那をゲットできたのか不思議で……あ、ごめん、悪口じゃないから」

　同僚であり友人でもある梢に嫌われていると感じたことはないので、素直に頷く。

「結婚式の写真の旦那さん、めっちゃイケメンだった。それで優しくてお金持ちなら、なにもしなくたって女の方から寄ってくる。よりどりみどりでしょ。それなのになんでわざわざお見合いしたんだろう？」

　朝陽との深い事情まで話していないため、初めてお見合いで出会い、とんとん拍子に結婚したと思っているようだ。

　梢は急にハッとした顔をして、眉根を寄せる。

「相手がお見合いを断れないツテが成美にあったの？　借金返済中だとか言っておいて、実は没落お嬢様？」

　梢が言うには少女漫画にそういう設定がよくあるらしく、漫画のタイトルをいくつか挙げられた。

「私、子供の頃に両親から漫画を禁止されて、読んだことがないんです。なので、よくわからないんですけど、お嬢様ではありません。生まれた時から庶民です」

「じゃあどうして!?　どうやったらそんないい男と出会えるのか教えてよ！」

　足を止めた梢に両肩を掴まれて揺さぶられた。

　後ろを歩いていた人が、急に立ち止まったふたりを迷惑そうに見て避けて進む。成美は慌てて梢の手を引いて建物側に寄ると、心配して顔を覗き込んだ。

「梢さん、どうしたんですか？」

　梢から切羽詰まったような必死さを感じた。今までは羨ましがられるだけで、こんな風に詰め寄られたことはなかったからだ。

　すると梢が悔しそうに顔をしかめる。

「昨日、彼氏にフラれたの。他に好きな女ができたんだって。二年も付き合って、こっちは結婚まで考えていたのにひどくない？　だから絶対あいつよりいい男を捕まえて結婚してやるんだ」

「そうだったんですか。つらい思いをされたんですね」

　勤務中の様子はいつも通りだったので気づけなかったが、本当は失恋の痛みをこらえていたようで成美は同情した。

　しかし梢に落ち込んでいる雰囲気はなく、やる気に満ちた目で成美を見る。

「私も成美みたいにハイスぺ男子を手に入れたい。どうやったら出会えるのか教えて」

「えーと……」

　そんな方法は知らないが、参考になればと思い、女子高に通っていた時の話をする。

　当時大学生だった朝陽の友人を、痴漢冤罪から救った件だ。成美の方は朝陽を知らずに終わったが、彼にとってはそれがファーストコンタクトで、密かに心惹かれていたと打ち明けてくれた。彼の友人を助けていなければ、きっとお見合いも結婚もなかっただろう。

　真剣に話を聞いた梢が、大きく頷いて手を握りしめた。

「無欲の勝利ってやつか」

「えっ？」

「私なら興味のない男は無視するけど、成美は助けたんだよね。そこが私との違い。ようやくわかった。私は今から変わる。相手がおじさんでもおじいさんでも、その子供や孫がハイスぺ男子かもしれないから今後はスルーしない。人助けしまくって、成美みたいにいつか無欲の勝利を手に入れてみせる！」

　意気込む梢は早速、周囲を見回して困っていそうな人を探している。

（無欲……？）

　心の中で指摘しつつも、梢が元気そうで安堵した。




　電車を二本乗り継いで自宅マンションに着いたのは、十九時五分前だった。

　今日の昼頃、夕食は自宅で食べるという内容のメッセージが朝陽から届いた。接待や仕事関係者との会食で食事をすませて帰る日も多く、どちらの場合でも彼は必ず予定を連絡してくれる。

　一緒に夕食を取るのは二日ぶりなので張りきる成美だが、梢と話し込んでいたため帰宅が遅くなってしまった。

（今日は食材を買う曜日なのに、スーパーマーケットに寄る時間がなかった。冷蔵庫にあるもので献立を考えよう）

　高級ホテルのようなエントランスを早足で進むと、コンシェルジュの女性が声をかけてくれる。

「おかえりなさいませ」

　ハッとした成美はカウンター前で立ち止まり、礼儀正しくお辞儀した。

「ただいま帰りました。いつもお世話になっております。先日はクリーニングの預かりをありがとうございました」

　成美にとっては普通の対応をしているつもりなのだが、住み始めの頃はコンシェルジュの女性を驚かせてしまった。横柄な態度の住人はいても、成美ほど丁寧に挨拶を返してくれる人はいないらしい。

　成美の真面目な性格を理解してくれた今は、戸惑わずに微笑んでくれる。

「こちらこそ、藤江様にはいつも優しいお声をかけていただきまして感謝しています」

　頭を下げ合ってから、成美はエレベーターで最上階へ上がる。この階には四世帯が入居しており、成美の自宅は南東側だ。

　濃い色合いの木目が美しいドアを開けると、白大理石の玄関フロアに揃えて置かれた黒い高級革靴が目に飛び込んだ。

（朝陽さん、もう帰っているの？）

　一緒に食事ができる日はなるべく早く帰ってきてくれるが、それでも十九時前に着いているとは思わなかった。

　慌ててリビングに駆け込めば、中華のいい香りが漂っていた。キッチンを見ると、ワイシャツの袖を肘まで折り返した夫がフライパンを振っている。

「成美、おかえり。お疲れ様」

「ただいま帰りました。朝陽さんもお疲れ様です」

　返事をしてから朝陽の横に並び、深々と頭を下げた。

「帰宅が遅くなってすみません。手洗いうがいをしたら私がやりますので、座って待っていてください」

　帰宅したらまずは手洗いうがいというのが子供の頃からのルールで、焦っていても洗面所ですませてキッチンに走って戻った。

「朝陽さん、代わります」

　しかし夫はフライパンを振る手を止めない。作っているのはチンジャオロースで、立てかけたタブレットにレシピが表示されていた。

　ひとり暮らしの経験が五年ほどあっても外食や弁当が多く、自炊はほとんどしていなかったらしい。レシピを見ながら頑張ってくれていたのが窺うかがえた。

「こんな感じ？　もう少し炒めた方がいい？」

「ちょうどいいと思います。あの……」

　火を止めた朝陽がフライパンから大皿に料理を移したが、ふたり分にしては量が多い。

「そうか。レシピは四人分か。見落としていた」

　苦笑する夫がコンロに置かれた鍋の蓋を開けた。

「卵スープも作ったんだ。この二品を作るのが今の俺には精一杯。成美はいつも手際よく四、五品並べてくれて、改めてありがとう」

　成美の作る食事は庶民的なメニューばかりだ。高級料理を食べ慣れている夫の舌に合わないのではないかと心配していたが、いつも喜んで食べてくれる。

　接待や会食続きだと胃もたれするので、成美の作る野菜多めの家庭料理がとても美味しく感じられると言ってくれた。

「さぁ、テーブルに着こう」

　よそった卵スープとご飯茶碗をトレーにのせて、朝陽が微笑む。

「すみません……」

「どうして謝るんだ？　今日は先に俺が帰ってきたんだから、料理して当然だよ」

　今の時代、共働きで家事を分担している夫婦が多いのは知っているけれど、夫には贅沢な暮らしをさせてもらっているので、せめて家事はすべて自分がやろうと考えていた。

（こんな風に朝陽さんに負担をかけてしまうなら、仕事を辞めて主婦になった方がいいのかな）

　ハワイ旅行の帰路の飛行機で仕事を辞めていいと朝陽に言われた。それを断り今の仕事を続けたいと言ったのはやりがいを感じているのと、朝陽への遠慮が理由だ。頼りっぱなしでは申し訳ないので、自分の物くらい自分で買いたい。

『楽しいのか。それなら続けた方がいいな』

　朝陽はそう言って成美の仕事を応援してくれるけれど、夫に迷惑をかけるくらいなら辞めようかと迷い始めた。

　六人掛けのダイニングテーブルに向かい合い、朝陽の作ってくれたチンジャオロースに箸を伸ばす。ピーマンとたけのこはシャキシャキで歯触りがよく、肉の旨味と醤油、ゴマ油、生しょう姜がのいい香りが口に広がった。

「美味しいです」

　心からの感想を伝えたのに、朝陽に首を傾げられた。

「お世辞じゃなく本心ですよ？」

「ああ。我ながら上出来だと俺も思う。そうじゃなく、さっきからなにをそんなに気にしているのかと思って。心配事や不安がある時の成美は、笑顔がぎこちないからすぐにわかる」

「あっ……」

　成美は箸を止めて目を泳がせた。仕事への理解と応援、料理をしてくれたことに対して悩んでいるとは言いにくい。

　しかし気のせいだと言っても夫は騙されてくれないだろう。

「朝陽さんの優しいお気遣いには心から感謝しているんです」

　そう前置きしてから成美はぼそぼそと、朝陽に家事の負担をかけたくないので仕事を辞めようか迷っていると打ち明けた。

「なるほど。成美らしい、真面目な悩みだ」

　そう言いながらも朝陽は箸を止めず、成美にも食べるよう勧める。

「成美は俺に気を使いすぎ。俺はもっと頼ってほしいと思っているんだよ。遠慮はいらない。それと硬く考えすぎ。成美自身を苦しめるようなルールは作らないでほしい。家事は手が空いている方がやればいい。お互いに忙しいなら家事代行を頼んでもいいんだ。仕事が楽しいから続けたいんだろ？」

「はい。ありがとうございます……」

　浮かない顔の成美は卵スープに口をつける。とろとろの卵がするっと喉を通り、夫は料理経験が少なくてもセンスはいいようだと感じた。

（硬く考えすぎだとは自分でも思う。でもどうしても朝陽さんに遠慮してしまう。子供の頃からこういう性格だから、今さら直せなくて……）

「納得いかない顔だな。もっとわがままになりなよ。なにかやりたいことはない？」

　朝陽に期待の目を向けられた。

　なにか希望した方が喜んでもらえそうで、成美は遠慮をいったん頭の隅に寄せて考える。

（私のやりたいことってなんだろう。結婚するまで、やらなければならないことをこなしていただけの毎日だったから思いつかない）

　真剣に悩むあまり眉間に皺が寄ってしまい、夫に苦笑される。

「たとえば演劇や好きなアーティストのライブを観に行くのはどう？　友人との旅行もいい。一日中ダラダラするのもいいと思うよ」

　なにも思いつかない妻に代わって提案してくれたようだが、どれも成美に向いていない。エンターテイメントに疎く、演劇やライブと言われてもピンとこなかった。

　旅行に一緒に行ってくれそうな友人といえば梢くらいだが、旅行よりショッピングにお金をかけたいと言われるだろう。

　怠惰な生活はいけないと両親から教えられて育ったため、一日中なにもせずダラダラすれば罪悪感を抱いてしまう。

（私のために考えてくれたのに、どれもそそられない。私って、なんて面白みのない人間なの）

　融通の利かない真面目さに自己嫌悪したら、朝陽が慌てた。

「もっと軽く考えて。やりたいことがすぐに思いつかないなら、欲しい物は？」

　身につけるものは朝陽が大量に買ってくれて、そろそろクローゼットに収まらない。服もバッグも当分なにもいらないが、夫をがっかりさせたくないので必死に欲しい物を考えた。

（そうだ！）

　成美はパッと顔を輝かせると、初めておねだりする。

「前から欲しかったものがあるんです」

「いいね。買ってあげるよ。なに？」

「きのこの栽培キットです」

　しいたけやマイタケ、なめこにしめじにマッシュルーム、自宅で菌床からきのこを育てるキットが販売されているそうで、その話は三年前にエアコン掃除の依頼で来店した客に聞いた。食べるだけならきのこを買った方が安いので諦めたのだが、スーパーマーケットできのこを見るたびに自分で育ててみたいと密かに憧れていたのだ。

　朝陽が呆あっ気けに取られたような顔をする。

「本当にそれが欲しいの？」

「はい。にょきにょきと日々大きくなるきのこを観察してみたいです。自分で育てたら、より美味しく感じられると思います。生産者の方の思いもわかるかもしれません」

「成美は本当に真面目だな」

（きのこ栽培は真面目なの？）

　プッと吹き出されて恥ずかしさに赤くなる。

「面白みのない人間ですみません」

「いや、すごく面白い。成美らしいのに、予想外だった。全種類のきのこ栽培キットを買おう。俺も一緒に育てたい」

　朝陽はまだ笑っていて、続きが食べられないようだ。

（楽しませた？　ううん、笑われたのよね）

　なんと答えるのが正解だったのかと考えながら、成美はぎこちない笑みを返した。




　翌朝、六時二分前に成美はパッと目覚めた。

　携帯電話のアラームを六時にセットしていてもいつも数分前に自然と起きるので、鳴らしたためしはない。

　広さ十二畳の寝室はベッドカバーとラグ、カーテンが藍色で統一されている。

　中央に置かれたキングサイズのベッドで身を起こし、隣で寝息を立てている夫を見た。頼もしくリードしてくれる大人な彼でも、寝顔は無防備で可愛らしい。

　視線を下げると裸の大胸筋が目に映り、昨夜の情事を思い出してポッと頬を染めた。

　週に一、二度は体を求められ、その行為は徐々に激しくなっている。初めの頃は妻として夜の務めをしっかり果たさなければという気持ちが強かったが、快感を覚えた今は抱かれる喜びを感じる。夫に開発された体は容易に高みに上らされ、昨夜は自分の大きな喘ぎ声に驚いた。

（恥ずかしいから、次は理性を保っていられるようにしないと）

　八時半に自宅を出て出勤する朝陽は、いつも大体七時頃に起きる。

　夫を起こさないよう気をつけてベッドから抜け出した成美は、寒そうな彼の肩まで毛布を引き上げてそっと寝室を出た。

　自分の部屋で白いブラウスと薄手のカーディガン、ワイドパンツに着替えをし、二階の洗面所で顔を洗ってから一階に下りた。階段はリビングの端にあり、そこだけ吹き抜けのようになっている。

　携帯電話の操作でカーテンを開けると、顔を出したばかりの太陽が朝もやの煙る都会のビル群を淡く照らしていた。

　成美はエプロンを着てキッチンに立ち、朝食の支度をする。夫にはヨーグルトや果物、コーンフレークなどの軽いものを希望されている。昔から寝起きでしっかりとした朝食は取れないらしい。

　しかし成美は小鍋を出して、ワカメと豆腐の味噌汁を作り始める。アジの開きを焼いて大根おろしにキュウリの浅漬けを用意し、冷蔵庫から作り置きのひじきの煮物を出した。

　最新式の炊飯器から炊き上がりのメロディが流れ、家庭科の教科書に載っていそうな和朝食が完成した。これは自分用である。

　昨夜の情事の疲れを引きずっており食欲は湧かないが、手抜きは一切しない。一日の始まりの朝食はしっかり食べるというのが、子供の頃からのルールだ。

　夫用にはリンゴを切ってコーンフレークを用意し、ふたりの朝食をダイニングテーブルに並べたら、時刻は六時半になる。

（大変、始まってしまう）

　エプロンを脱いだ成美は家具を置いていないスペースまで移動して、携帯電話で小さくラジオをかける。

　軽快な音楽が流れ、始まったのはラジオ体操だ。

　これも子供の頃からの習慣で、両親と一緒に毎朝欠かさず続けてきた。きっと今頃、実家でも父と母がラジオを前にスタンバイしているだろう。

　ハワイで約束した通り、父は半月ほど前に母のもとに帰って謝罪をした。

　なにも知らなかった母は驚いてから十年間の音信不通について文句をぶつけ、その後には『おかえりなさい』と涙して無事の帰りを喜んだそうだ。

　先週は借金を完済してくれた朝陽にお礼を言いに、夫婦揃ってこの家にやってきた。

　父の再就職先は警備会社に決まったそうで、やっと安心して暮らせるようになり、成美も肩の荷を下ろせたような心境だ。

　なにもかも夫のおかげである。

　元気にラジオ体操する両親を思い浮かべながら、成美はリズムに合わせて上体を反らし、腕を振って屈伸する。

　放送は十分間で深呼吸して終わろうとしたら、リビングの奥から朝陽の声がした。

「なにやってんの？」

「あ、朝陽さん……！」

　ボタンを留めずに無地のパジャマを羽織った朝陽が、寝起きのぼんやりした顔で階段の途中に立っていた。

　二階まで聞こえないよう音量はかなり下げていたのに、なぜ気づかれたのか。

　ラジオ体操は健康にいいと思っていても、夏休みの小学生みたいだと思われそうで恥ずかしく、成美は赤い顔で慌ててラジオを止めた。

「うるさくしてすみませんでした。もう終わりましたので七時まで寝ていてください」

　朝陽に向けて深々と頭を下げた。

　なにも言わずに階段を下りた朝陽が成美の前に立ち、しゃがんで下から顔を覗く。

「もしかして、毎朝ラジオ体操していたの？」

「えーと、その、はい……」

　真面目すぎだと笑われる気がしてますます顔に熱が集中したが、彼は真顔だ。目を泳がせる成美を見ながら、なにかを考えているような顔をする。

　無言で観察されているだけの数秒に耐えられず、成美は両手で顔を覆って床に両膝を落とした。

「すみません。見なかったことにしてもらえませんか？」

「なぜ？」

「恥ずかしいからです」

（自宅で毎朝ラジオ体操。驚かれても仕方ない。真面目すぎだと自分でも思うもの）

　朝陽に両手首を掴まれ、顔から外された。

　真面目さも好きだと言ってくれた彼だが、さすがに今回は呆れただろう。嫌われるかもしれないと思ったら、目が潤んだ。

「ラジオ体操、健康的でいいじゃないか。どうして恥ずかしいんだ？」

　夫の声は優しく、成美の心を知りたがった。

「それは、その、夏休みの子供みたいで、呆れられそうで……」

「俺は少しもそう思わないよ。コソコソせず堂々と体操すればいい。だが、成美がやりたくてやっているように見えないのが気になる」

　図星をつかれて小さく呻いた。

　ラジオ体操をしなければ余裕を持って朝の支度ができるのにと思う日もあるし、激しく抱かれた翌朝は疲れが残っているので早朝から運動したくない。それならやらなければいいと言われそうだが、子供の頃からの習慣を簡単に崩せない。

「本当はやりたくないんだろ？」

　心配そうに問われて成美は頷いた。ぼそぼそと本心を打ち明ける。

「やめられないんです。ラジオ体操をさぼると、悪いことをした気分になってしまうので」

　ラジオ体操だけでなく、子供の頃からの色々な習慣が大人になった今でもマイルールとして成美の生活をコントロールしている。

　清く正しく美しく生きるための、こまごまとした決まり事だ。

「マイルールか。具体的には？」

　朝陽が真剣な顔をして聞いてくれるから、なお答えにくい。

　恥ずかしさに首をすくめて成美は答える。

「朝食と夕食は手抜きをせずに作って食べなければなりません。自分の分だけなら適当にすませたいと思うのですが、そうもいかなくて……。お風呂は急いで二十分で上がります。夜は眠くなくても二十三時に寝て、朝は六時に起きます」

　朝陽がダイニングテーブルの和朝食をチラッと見て、納得したように頷いた。

「ゆっくり湯船で疲れを取っておいでと言っても急いで上がってくるのはルールのせいか。寝る時間は守れていない日もあるな。昨夜のように」

　情を交わした夜は日付が変わってからの就寝となる。それについても密かに規則破りの罪悪感を覚えていた。

「他には？」

「些さ細さいな決まりが色々と……」

　掃除の手順に、シーツと枕カバーの交換頻度、洗濯や買い物をする曜日まで決まっている。テレビは一日一時間までだ。子供の頃はアニメなどの娯楽番組は禁止で、その習慣を消せない今でもニュースと教養番組しか見ない。当然、梢にドラマや歌番組の話をされてもチンプンカンプンである。

　必要なもの以外は買わないというのもマイルールで、夫からの過剰なプレゼントを心から喜べないのはそのせいだろう。

　知られたくなくて隠していたマイルールをすっかり打ち明けたら、朝陽が嘆息した。

（やっぱり言わなければよかった）

　嫌われた恐怖で硬く目を閉じたら、唇にチュッとキスされた。驚いて目を開けると、微笑んだ彼に優しく手を取られた。

「感心していたんだ。子供の頃にしつけられたことを、よく今でも守っているなと。人は楽な方へ流されるものだと思っていたが、成美は違うようだ」

　愛情を失っていないと安心したが、褒められた後に眉をひそめられてビクッとした。

「俺は成美の真面目さが好きだよ。だが、そのままではいけないようだ」

「どうしてですか？」

　不安に顔を曇らせると、繋いだ手を強く握られた。

「生きづらさを感じているんだろ？　それなら変わろう。もっと気を緩めて、楽しく暮らせるようになろう」

「あの、私にとっては簡単じゃないんです。ルールを破るとどうしても、悪いことをしている気分になってしまうんです」

「それなら、こうするのはどう？　俺が新しいルールを作る。ルールを守っていると思えば、罪悪感は生まれない」

　成美の胸にひと筋の希望が差し込んだ。

　自分ではどうにもできない不自由な真面目さを、夫が壊してくれる気がしたのだ。

「やってみます。新しいルールを聞かせてください」

　張りきって問えば、朝陽に優しく頭を撫でられる。

「週末に教えるよ。楽しみにしていて」

　お洒落なイタリア製の壁掛け時計を指さされ、七時十分前なのに気づいた。これ以上は話し込んでいる時間がないようだ。

「はい。週末を楽しみに待っています」

　久しぶりにワクワクと胸を高鳴らせ、朝の支度の続きに戻った。




　新しいルールが聞けるのを心待ちにしながら数日を過ごし、土曜日になった。

　ひとりきりのリビングで壁掛け時計を見ると、十七時五分をさしていた。

　昨日、急な出張が入った朝陽は『帰宅予定は明日の十七時頃』と言って出かけたので、間もなく帰ってくるだろう。

（そろそろ夕食の支度を始めよう）

　テラスに繋がる大きな窓ガラスを拭き終え、掃除道具を片づけて手を洗った。

　仕事のない週末も成美は忙しい。

　部屋数が多く広いこの住まいを清潔に保つには、土日に念入りに掃除をしなければならなかった。ロボット掃除機が助けてくれても、階段や窓、玄関に水回りと、手作業での掃除が省かれるわけではない。

　夫が働いているのに妻だけ休んでいるわけにいかないという思いもあって、朝から動きっぱなしで疲れていた。しかし朝陽の顔を思い浮かべれば自然と頬が緩み、ひと息入れずに料理用のエプロンを着る。

（妻として、美味しい夕食を作らないと）

　まな板と包丁、鍋を出し、冷蔵庫を開けたら「ただいま」と声がした。仕事用の黒い鞄かばんと大きな紙袋を両手に提げた夫がリビングに入ってきた。

　成美は慌ててキッチンから出て駆け寄る。

「おかえりなさい。バタバタしていたので物音に気づきませんでした。すみません」

　玄関まで出迎えなかったのを謝ったのだが、朝陽に首を傾げられた。

（私の言い方、おかしかった？）

　成美は目を瞬かせつつ、彼の鞄を受け取ろうと手を差し出す。

　しかし渡されたのは紙袋の方だった。

「お土産だよ。空港で買ったお菓子と、先方からいただいた特産のマンゴー」

　中を見ると、お菓子は五箱も入っている。いただき物は別として、たくさんのお土産を持っての移動は大変だっただろうと申し訳なく思った。

「ありがとうございます。重たいのにすみません」

　眉尻を下げて微笑めば、また首を傾げられた。

「お菓子だよ。少しも重くない」

「そうですか……あの、鞄を片づけてきます」

「自分でやるよ」

　成美の頭をポンポンと優しく叩き、朝陽が階段を上っていった。

　お土産しか持っていない手を見つめ、成美は悪さをした気分になる。

（妻としての役目を果たせていない。もっと頑張らないと）

　紙袋からお土産を出して片づけ、それならば夫のために夕食の品数を増やそうと気合を入れた。冷蔵庫から牛肉のパックとしらたき、卵や野菜を出していると、三つ揃えのスーツからラフなロングＴシャツと黒いストレートパンツに着替えた朝陽が階段を下りてきた。

「夕食の支度はこれからなんです。すみませんが一時間ほど待っていてください」

　ニンジンの皮をむこうとしたら、後ろから朝陽に手首を掴まれた。

「待って。夕食は作らなくていい。疲れた顔をしているよ。成美のことだから、早朝から家中を掃除していたんだろ。玄関に掃除道具が置いてあった」

「あっ、すみません！」

　玄関掃除中に洗濯機から終了のメロディが聞こえたため、中断してそのまま忘れていた。慌ててニンジンとピーラーを置き、玄関に向かおうとしたが、夫が背中を抱きしめて離してくれない。

「俺が片づけたよ」

「すみません……」

「今日は謝ってばかりだな。よし。新ルールのひとつ目は〝すみませんの禁止〟にしよう」

「えっ？」

　思ってもいなかったルールに、成美は驚いて振り向いた。夫の両腕に閉じ込められたままなので距離が近く、成美の鼓動が跳ねる。

　フッと笑った彼が、優しい口調で諭す。

「口癖なのかもしれないが、成美は少しも悪くないのに謝るのはおかしい」

「片づけ忘れたのは私の落ち度です」

「掃除は君だけの仕事じゃない。俺もだ。それなのにいつも任せてしまい、謝るべきは俺の方だよ」

「そんな！」

　この贅沢な住まいも生活費も朝陽が負担しているので、家事はすべて自分がやりたいと主張した。それくらいしないと、なにもお返しできないことに申し訳なさがつのる。

　すると朝陽にコツンと額を合わせられた。ドアップで映る美々しい顔に成美はさらに鼓動を高まらせる。

「ルールのふたつ目は〝夫に遠慮しない〟だ。俺のために頑張るのはやめてくれ。体を壊さないか心配になる。掃除は週一回、業者に頼もう」

　成美は清掃会社に勤めているので、料金設定の相場は知っている。毎週、この広い家の掃除を頼めばかなりの高額になるので、慌てて首を横に振った。

「私が楽をするために大金を支払うなんて、そんなもったいないことできません」

　すると夫がニッと口の端を上げた。

「俺の年収、いくらだと思っているんだ？　掃除業者に支払うくらい大した額じゃない」

「でも、それは朝陽さんの稼ぎであって、私のお金じゃないので――」

「俺たち夫婦の共有財産だよ。ふたりのために使おう。お金は貯めているだけでは経済が回らない。景気が下降するばかりだ。金銭的に余裕のある者はどんどん使うべきなんだよ」

（そういうものなの？）

　長らく節約生活を送ってきたため、社会全体という視点でお金の使い方を考えたことがなかった。そんな贅沢をしていいのかという戸惑いはあるが、反論できずに頷く。

「わかりました」

　完全に納得していないのは表情から伝わったと思うけれど、朝陽は話を先に進める。

「三つ目のルールは〝楽な方や楽しいと思う方を選択する〟」

　たとえば料理に関して、今日のように疲れている日は無理して作らず、出来合いのものを買ったり出前や外食にしたりする。作らなければという義務感は捨て、作りたいと思った時だけ料理すればいいと言われた。

　成美の眉尻が下がる。

「もしかして、料理を作って待っていられるのは迷惑でした？　私の手料理を喜んでくれていると思っていたんですけど……」

　無理して作らなくていいという優しさの裏に、実は食べたくないという気持ちが隠されているのではと不安になった。

　すると夫が少しだけ焦った顔をした。

「成美の料理は美味しい。嘘でも気遣いでもないから信じてくれ。だが、疲れているのに無理して作ってもらっても、心苦しくなる。適当にやるのは悪いことじゃない。楽に楽しく。言葉だけではわかりにくいだろうから、今からそれを実践しよう」

　ニッと笑った朝陽が鼻歌を歌い、成美が出した食材を冷蔵庫にしまっていく。

（実践って、なにをするの？）

　戸惑いながらもすべてをゆだねるつもりで、成美はエプロンを脱いだ。




　数時間が過ぎて時刻は二十二時を回った。

「あっ！　朝陽さんそれはズルいです。初心者へのハンデとして必殺技は使わないと約束したじゃないですか」

「二十回目だよ。もう初心者じゃないだろ。ほら、抗議より早く防御しないと。一発ＫＯ負けするよ」

　リビングのテレビ前の床に朝陽があぐらをかき、その隣で成美が正座している。大画面に向かって対戦型格闘ゲームの真っ最中だ。

　これが夫の言う〝実践〟で、ゲームだけでなく二時間ほど前は彼が買ってきた漫画本を五冊読み、その前はテレビでバラエティー番組を見ながら宅配ピザとパスタを食べた。

　どれも子供の頃に禁止されていたため、成美にとって初体験である。初めはいけないことをしている気分でハラハラしたが、『ルールだから』と言われたら、罪悪感が薄まった。

　バラエティー番組も漫画も面白かったが、テレビゲームは身を乗り出すほどに熱中した。この格闘ゲームは朝陽が中学生の頃、友人たちとよく遊んだものの復刻版だそうで、懐かしがっていた。ゲーム機本体が家になかったので車を走らせ急いで買ってきてくれて、ソフトはダウンロードした。

　初心者に合わせて手加減してくれていた夫だったが、十九回目で成美がまぐれで勝ったためか、二十回目の対戦では容赦なく攻めてくる。

「待ってくださ……ああっ、負けました」

「朝陽さんが反則の必殺技を使ったせいで」と付け足して頬を膨らませたら、吹き出された。

「まるでリスだな。怒っても可愛い」

　頬をつつかれて空気が抜けると、成美もおかしくて肩を揺らした。心から笑うと肩の力がスッと抜けて、また少し心が軽くなった気がした。

　夫がコントローラーを置いて伸びをする。

「ゲームはこの辺で終わりにしよう」

「勝ち逃げですか？」

　眉根を寄せると笑って額を小突かれた。

「意外と負けず嫌いなんだな。明日は日曜だし、またやろう。今は腹が減って。一緒にコンビニに行かないか？」

　食材なら冷蔵庫にたくさん入っている。夜食を作ると言おうとしたが、思い直して夫の提案に頷いた。自分では変えられなかった窮屈で不自由な真面目さを、彼が壊してくれようとしている。きっと夜中のコンビニも成美のためなのだろう。

　秋もののニットの上にコートを着て出かける支度をすると、夜は寒いからと首にストールを巻いてくれた。

　そんな朝陽はショートコートを羽織っただけの姿でスニーカーを履き、揃って自宅を出た。

　一歩外に出たら、冷たい夜風が成美の肩下までの黒髪を揺らした。マンションが建ち並んだこの辺りは繁華街から離れており、車や人通りは少なく静かだ。

　二車線の道路沿いを夫と並んで歩く。

　会社の忘年会などを除き、これまでは遅い時間に外を歩かなかった。夜は出かけないというのも子供の頃からの習慣で、大人になっても守り続けていたルールだ。

　また真面目さが顔を出しルール違反に胸が苦しくなりかけたら、夫に手を繋がれた。鼓動を弾ませて隣を見ると、優しく微笑んでくれる。

「大丈夫だよ」

　頼りがいのある大きな手にホッとして、その温かさに勇気づけられた。

　心の中で夫の言葉を復唱する。

（大丈夫。これは悪いことじゃない。私は変わりたい……）

　コンビニは自宅マンションから三百メートルほどの場所にあり、ひときわ明るく見えた。夜間のコンビニも初体験でワクワクと胸が高鳴る。

　中に入ると「なにが食べたい？」と朝陽に聞かれた。

　空腹は感じないのでヨーグルトかゼリーにしようと思ったが、レジカウンターの前を通るとおでんのだしのいい香りがしてお腹が鳴った。小さなその音は夫の耳まで届いていないはずなのに、顔を赤らめてお腹を押さえたため気づかれてしまった。

　ハハッと笑った彼がレジ前で足を止める。

「おでんをください」

「あの、朝陽さんが好きなものを買ってください」

「俺も食べたいんだ。寒い夜のおでんはうまいよな。俺は大根とこんにゃく、玉子とたこ足。成美は？」

「ええと、それでは……私は大根とはんぺんをお願いします」

「たったそれだけ？　せっかくだから色々食べよう。中華まんもうまそうだ。店員さん、肉まんとあんまんをひとつずつ。それと――」

　アメリカンドッグと鶏の唐揚げも購入し、ビニール袋を提げて店を出た。

「寄り道して帰ろう」

「はい」

　どこへでもついていくという気持ちで行先は尋ねず、隣を歩くこと数分して十階建てマンション横の小さな公園に着いた。

　遊具はブランコのみで、藤棚の下にベンチがふたつ。秋が深まり花は咲いてないが、花壇もある。子供より大人の利用が多そうな公園だ。

　誰もいない公園のベンチに並んで座り、間に買ってきたものを広げた。

「うまい？」

「はい。私、コンビニのおでんは初めてです。おだしが染みてとても美味しいです」

「同じ味覚でよかった」

「朝陽さんは外食するならレストランか料亭を選ぶと思っていたんですけど、コンビニで買う時もあるんですね」

　これまで夫が連れていってくれたのは高級料理店ばかりだったので、意外に思っていた。すると彼が苦笑する。

「コンビニ飯やジャンクフード、本当は好きなんだ。中高生の頃、学校帰りに友達と買い食いするのが楽しかったな。成美には失望されないようにカッコつけた店に連れていったけど、フェアじゃない気がして。君は知られたくない部分も見せてくれた。俺もそろそろ仮面を外さないと」

　夫への信頼と愛情は増す一方で、失望するなどありえない。

「私の知らない朝陽さんがいるんですね。全部、見せてください」

「がっかりしない？」

「絶対にしません。コンビニの食事が好きだと知れて嬉しいです」

「俺の妻は寛大だな。それじゃ、もうひとつ本心を明かそうか」

　おでんの大根をふた口で食べきった朝陽が、ニッと口角を上げた。

「いつも俺から求めているけど、たまには成美から迫ってほしい。これが本心」

「キスしてよ」と声の糖度を上げて囁いた夫が、成美に顔を寄せて目を閉じた。

（今ここで、私からするの!?）

　焦って周囲を見回し誰もいないのを確認してから、夫の唇に意識を集中させる。適度な厚みで形のいい唇がやけに艶めかしく見え、ゴクッと喉を鳴らした。

　速い鼓動を感じつつ、彼の色気に惑わされてみようと片手を握りしめて顔を近づけたら、遠くから微かに人の話し声がしてハッと我に返った。

（私ったら、なにをしようとしているのよ）

　慌てて夫の口に押しつけたのは、肉まんだった。

「公共の場で、みだらな行為はできません」

　肉まんを飲み込んだ朝陽が不満げに眉根を寄せる。

「せっかくいいムードだったのに。新ルールを守ってよ」

「楽しい方を選ぶという三つ目のルールですか？　誰かに見られると思いながらのキスは、ハラハラして楽しめません。目撃してしまった方にも失礼です。すみませんが帰ってからにしてください」

「今、『すみません』と言ったね。禁止したはずだよ。ルール違反の処罰を受けてもらおう」

「えっ、罰があるなんて聞いていませ――きゃっ！」

　強引に唇を奪われ、成美の力ではほどけない逞しい腕の中でジタバタする。

「いちゃついてんなよ」

　通りすがりの中年男性の声がして、舌打ちも聞こえた。ふたりの人影が公園前を通り過ぎてマンションの中に消えていき、恥ずかしさに成美はいたたまれない気分になる。

（人に見られた。あっ、もしかして、マンションの窓からも覗かれている可能性が……）

　夫が執しつ拗ように成美の唇を吸う。どうせ離してくれないのなら彼の陰に顔を隠していた方がいいと思い、もがくのをやめた。すると恥ずかしさが振り切れ、次第にどうにでもなれという気持ちになった。

（私は悪くないもの。堂々としていよう）

　スッと夜風が吹き込んで、もう一段階、心が軽くなった気がした。

　胸に手をあてたら、やっと唇を離した夫が口の端を上げて成美の目を覗く。

「今、どんな気分？」

「すごくいい気分です」

　高層マンションがそびえる空に星が瞬き、慣れない夜の匂いに微かな高揚を感じた。

（知らなかった。夜の公園で食べるコンビニのおでんがこんなに美味しいなんて）

「こういうのって楽しいですね。またやりたいです」

　自然な笑みを浮かべると、夫が嬉しそうに目を細める。

「時々、夜遊びしよう。ただし、俺と一緒にね。危ないから夜中にひとりで出歩かないでよ」

「はい」

　アメリカンドッグの先を向けられて、成美は照れくささに頬を染めつつパクリと食いついた。




　一時間ほどの夜遊びを楽しんで自宅に帰り、冷えた体をお風呂で温める。浴室はシャワーがふたつ備わっていて洗い場が広く、浴槽は円形だ。二、三人で入れそうなゆったりサイズで、ジェットバス機能もある。

　今はその機能は使わず、フワフワな泡が立つ入浴剤を入れて湯につかっている。

　しかしリラックスする精神状態とは程遠く、成美は真っ赤な顔で叫んでいた。

「朝陽さん、勝手にお湯を足さないでください。あふれて泡が全部流れてしまいます！」

「多すぎなんだよ」

「キャー！　泡を捨てないでください。朝陽さんがどうしても一緒に入ると言うから、泡風呂にしたのに！」

　夫は逞しい肉体美をさらして湯の中で足を伸ばし、焦る成美をくつろいで見ている。

　成美はできるだけ離れた位置で、体を隠すようにしゃがんでいた。

　表面を泡が覆っているからそれほど恥ずかしくないと思ったのだが、邪魔だとばかりに彼が泡を浴槽の外へ押し流そうとする。そのたびに成美は悲鳴をあげて、必死に泡を自分の周りにかき集めた。

「今さらだろ。成美の裸は何度も見ている。隅々までね」

　夫が笑ってからかうような言い方をした。

「こんなに明るい中で見られるのは恥ずかしいんです。貧相な胸だと自覚していますので」

「まだ気にしていたのか。胸は大きければいいというものじゃない。そのままで十分に魅力的だよ」

「背中と間違えた人に言われても説得力がありません。もう、朝陽さんのせいで泡が少なくなったじゃないですか。足さないと……あれ、入浴剤は？」

　浴槽の縁に置いたはずの入浴剤のボトルは、いつの間にか洗い場の棚の上に移動していた。

「朝陽さん、取ってください」

「ヤダね。自分で取りなよ」

　そんなことをすれば、夫の目の前に全裸をさらしてしまう。

　ククッと笑う朝陽を赤い顔で睨んでも効果はなく、余裕の顔をして泡を捨て続ける彼に成美は戸惑った。

（私が困っているのが楽しいの？）

「帰ってきてからの朝陽さん、ちょっと意地悪です。優しくて紳士的なあなたが、どうしたんですか？」

「公園で君が言ったんだろ。俺のすべてが見たいと」

「言いましたけど……」

「俺にはこういう顔もあるんだ」

「あっ、こっちに来ないで――きゃあっ！」

　朝陽が急に接近したため、お湯が大きく揺れて泡のほとんどが浴槽の縁からこぼれてしまった。さらには抱え上げられて膝の上に座らされる。背中やお尻が彼に密着して慌てふためく。体を隠そうとした両手は掴まれて、頭の上で手首を拘束された。

　泡風呂と呼べなくなった水面からは小ぶりな胸が丸見えで、成美の羞恥が限界に達する。

「こんなの恥ずかしすぎます！」

「いいね、その真っ赤な顔。大丈夫、そんなの吹き飛ぶくらいすぐに気持ちよくなるから」

　色のある声を耳に吹き込まれ、ゾクゾクと鳥肌が立った。

「ここから手を動かすなよ」

　珍しく命令口調で言ってから拘束を解いた彼は、その手で成美の胸に触れた。

（今なら逃げ出せそうなのに、どうしてか動けない）

　浴室で情を交わすのは成美の常識外で、してはいけないと理性が警告を出している。けれども愛する夫の求めに応じたいという女性の本能が、無意識に成美の体を動けなくしているのかもしれない。

　夫の器用な手が小ぶりな胸をもてあそぶ。

「スベスベで柔らかい。最高だろ。なにが足りないって？」

　ククッと悪い笑い方をした彼が、成美の首の後ろに舌を這はわせる。

　たまらず身をよじった成美は、浴室に響く自分の甘い声に恥ずかしさと興奮の両方を覚えた。

　やがて夫の手が胸から下へと移動を始め――。

　頭が真っ白になるほどに喘いだら、朝陽の満足げな声がする。

「俺は紳士的でも優しくもない。貞淑で真面目な妻を乱れさせて楽しむ男だよ。それでもがっかりしないんだろ？　これからもよろしくな、俺の可愛い奥さん」

（今、なんと言ったの？）

　話しかけられても頭が回らないので理解できず、夫の手に翻弄される成美はかつてない強烈な快感の波に溺れた。










妻の癒しと母の執着




　朝七時四十五分、朝陽は広いウォークインクローゼットのある自室で出社の準備をしている。

　三つ揃えのネイビースーツは国内ブランドのオーダーメイドで、寒色のネクタイはイタリア製だ。着替え終えると片手に黒い鞄、もう一方の手に車のキーをあそばせて階段を下りた。

　週初めの月曜はメールチェックに時間を要するので、早く出社すると決めている。リビングに下りると、出勤時間までまだ余裕のある妻がエプロン姿で駆け寄ってきた。

「見てください！」

　張りきった顔で差し出されたのは、しいたけの菌床だ。おが粉と米ぬかを混ぜた培地にしいたけ菌を植えつけたもので、高さ二十センチほどの円柱をしている。そこから手頃な大きさのしいたけが五本生えていた。

「この菌床で三度目の収穫です。丸い傘が可愛いですよね」

　ほんのりと頬を染めた妻が、小動物か幼子を見るように目を細めている。

（しいたけが可愛い？）

　その感覚がわからなかったが、妻の笑顔を期待して同意する。

「自分で育てると可愛いな。食べるのが惜しくなる」

「食べますよ。今夜のおかずです」

「可愛いんだろ……？」

「はい。でもこのまま収穫せずにいたら、傘が開ききってぼろぼろになります。せっかく育てたんですから、美味しい時に食べたいです」

（成美は時々予想外の返しをするから面白い）

　笑って妻の頭を撫でてから、玄関に行きコートを羽織った。後ろをついてきた妻が、しばしの別れを惜しむかのようにしきりに話しかける。

「前回収穫したしいたけはバター醤油でソテーしたので、今回は肉詰めにしようと思うんです」

「いいな。上にチーズをのせてくれ」

「はい！」

　革靴を履いたら振り向いて、菌床を大事そうに抱える妻を引き寄せキスをした。色白の頬がたちまち赤くなる。

「チーズなしでもうまかった。ごちそうさま」

　ペロリと唇を舐なめてみせると、はにかむ妻が「もうっ」と可愛い文句を言った。

「朝陽さん、いってらっしゃい。頑張りすぎないでくださいね」

「成美もな」

　妻が窮屈なマイルールから抜け出した日から二か月ほどが過ぎ、今は一月の冬真っ盛りだ。寒波到来で昨夜は雪が降ったが、他愛ない会話が絶えない家庭は温かかった。

　笑みの名残を口元に浮かべて地下の駐車場に下りた朝陽は、セダンタイプの黒いドイツ車に乗り込む。車は三台所有しており、これは通勤用だ。

　エンジンをかけるとスイッチが切り替わったかのように真顔になり、心が仕事モードになる。

　北西へと車を走らせること十五分ほどで、五階建ての社屋前に着いた。

　地下駐車場へ繋がるスロープの入口にはパイロンが置いてある。それを警備員が急いでよけて一礼した。片手を上げて応えた朝陽はスロープを下り、社屋の出入口に近いいつものスペースに駐車した。

　朝陽が勤めるアカフジソリューションズ・テクノロジーはアカフジ電機のグループ会社だ。

　立派な自社ビルを持っていても、本社の巨大ビルに比べたらちっぽけに思える。従業員数は三百五十人で、本社の百分の一ほどだ。

　しかし朝陽が専務取締役として経営に参画した三年前から業績は右肩上がりで、昨年の売上高は本社を除いたグループ会社の中で三位につけた。身内だけでなく経済界からも注目されており、たった三年でここまで成長させられたことは朝陽の自信になっていた。

（この会社で満足している。今は）

　ガラス扉を開けて中に入り、細い通路を進んだ先にあるエレベーターに乗る。地下一階からは朝陽しか乗らなかったが、一階で止まり扉が開くと数人の社員がエレベーターを待っていた。

　先頭にいた同年代の男性社員が乗り込もうとして朝陽に気づき、慌てて下がった。

「藤江専務、おはようございます」

「おはよう。皆さん、どうぞ」

　乗りやすいよう気さくに声をかけたのに、揃って遠慮される。

（同乗したくないよな。心苦しいが、その気持ちはわかる）

　朝陽は大学を卒業後、一社員として本社で数年働いて最後の一年は管理職を経験した。その後に父に命じられてこの会社の経営陣に加わったのだが、若い朝陽に仕切られるのが我慢ならない社員たちと衝突した。

　朝陽の考えた戦略や新しい分野への挑戦、高い売上目標に対し、現場を知らない若造のたわごとだと陰で囁かれていたのも知っているし、直接意見しに来た管理職の社員もいた。その者たちひとりひとりとじっくり話し合い、朝陽の経営方針に納得した社員は残し、なおも従わない者には退職を勧めた。

　あくまで社の利益を考えての判断で、内心では退職させた者を心配していたのだが、残った社員たちには逆らえばどうなるのかわからないという恐怖心を植えつけてしまったようだ。

（仕方ないだろ。冷酷だと思われて嫌われようが、社にとって利益のない者は切り捨てないと。これがアカフジのやり方なんだ）

　自分に言い聞かせるように心の中で呟く。

　恐れているような社員たちの反応を見ていると、なぜか『朝陽さんは優しいですね』という妻の声を思い出した。妻のために朝陽がなにかをすれば度々そう言って頬を染めるので、妻は社員に恐れられている夫の姿を想像できないことだろう。

（成美には優しくするさ。嫌われたくないからな。どろどろに甘やかして、俺なしでは生きられないほど愛していると言わせてみたい。だがビジネスには情けも優しさも不要。俺も父のような冷徹な経営者にならなくては）

　誰も乗り込まなかったエレベーターの扉が閉まる。

　社員たちの強ばった顔を思い出せば胸が痛むので、信頼してくれる妻の笑顔を脳裏に描いて五階に到着した。この階には応接室と秘書室、大小ふたつの会議室と、社長を含めた取締役六人の執務室がある。

　社長は藤江家の血縁ではなく、五年前に他会社から引き抜かれて入った人だ。名の知れた商社や証券会社での重役経験があって、大層な経歴を持っているが実力もやる気もない。実際の裁量権は朝陽が握っており、社長を解雇して自分がその座に収まった方が無駄がないと考えた時もあったが、まだその時期ではないと判断した。

　残念ながら社長が若すぎるとベンチャー企業と思われてしまうのか信頼されにくく、他社との取引で優位に立ちづらい。そのため六十歳を過ぎた社長が表に立っていてくれた方が助かるのだ。

　エレベーターを降りると廊下に靴音を響かせながら早足に進み、奥の渋い木目のドア前に着いた。電子錠を開錠して中に入る。

　広さ十二畳の朝陽の執務室は機能性重視で、観葉植物や絵画などの飾りは一切ない。左の壁側にＬ字形の執務机があり、右のブラインドを下げた窓側に六人掛けのミーティングテーブルを置いている。

　必要書類はほとんどデータ保存しているので書類ラックはひとつだけで、それも半分しか埋まっていない。休憩用のソファもなく、ここで昼食を取る時は執務机で仕事をしながらだ。

　脱いだコートをコート掛けにかけてから、執務椅子に座る。二台のパソコンを起動させ、朝の日課のメールチェックから始めた。要不要を即座に判断しながらファイル保存や破棄、返信をする。十分で二十通ほどを処理したら、ドアがノックされた。

　誰が来たのかはわかっているので、無言で電子錠のスイッチを操作し解錠した。

「おはようございます」

　入室して一礼し、こちらに歩み寄るのは秘書の田た島じまだ。

「おはよう」

　朝陽より二歳年上の細身の男性で、真面目な七三分けのビジネスヘアに角ばったレンズの眼鏡をかけている。細い目に口角が下がった薄い唇で、いつも愛想がない。

　彼は一年ほど前に朝陽が自ら面接して採用した。

　それまでは女性が朝陽の担当秘書を務めていたのだが、恋愛感情を持たれて困ったので他のグループ会社に異動してもらった。

　その点に関して田島は問題なく、事務処理能力も高い。一方でコミュニケーションは苦手なようだ。いつも笑顔がなく、必要事項しか口にしない。

　来客の対応時にはもう少し愛想よくしてもらいたいところだが、無駄話を振らない無口さが心地よくもあった。

　執務机を挟んで向かいに立った田島が、タブレットを手に淡白に話す。

「本日のスケジュールのご確認をお願いします」

「ああ」

　これも毎朝のことで、朝陽はマウスを操作して田島のタブレットと同期しているスケジュール表をパソコン画面に表示した。

「九時から経営会議があります。終わり次第――」

　経営会議は月に一度、重役が顔を合わせて行う。その後、経理担当者を連れて外出し、銀行の担当者と預金管理についての定期確認をする。経理任せにしないのは不測の事態防止のためだ。

　帰社したら人事部の社員から新年度採用内定者の報告を聞き、空いている時間は稟りん議ぎ書に目を通して決裁する。

　午後も社内会議が一件と――。

「ん？　これはなんだ」

　十四時半から、『東ひがし日に本ほんＬエルＳエスＩアイトータルデザイン』という会社の社長の訪問予定が入っていた。田島が勝手にアポイントメントを受け付けたとは考えにくいが、朝陽が承認した覚えはない。

　眉を寄せても不愛想な秘書の顔色は変わらず、淡々と答える。

「本社の藤江社長のご指示です」

　つまり朝陽の父親が、息子のスケジュールに勝手な予定を組み込んだという。

「つい先ほど藤江社長から電話が入りました。専務に言えばわかると仰っていましたので、それ以上お話は伺っておりません」

「そうか……なるほど」

　納得したが、ため息をついてしまう。

　東日本ＬＳＩトータルデザインは電子回路の設計会社で、始動中の新プロジェクトに関して仕事の一部を委託していた。しかし重大な規約違反があったため、朝陽の指示で打ち切ったのだ。信頼できない会社には、二度と仕事を依頼しない。

　月に一千万近い利益を失うと焦った先方は、朝陽の父に泣きついたようだ。

　元からの知り合いだったのかと考えたが、父は友人だからといって仕事の便宜を図るような人情を持ち合わせていない。冷酷な仕事人間で、使えないと判断したら容赦なく切り捨てる性格だ。

　それならば外出先で待ち伏せされ、公衆の面前で土下座でもされたのかもしれない。

（しつこくつきまとわれるのが嫌で、俺への面会予定を組んであげたのか……いや、違うな）

　朝陽に直接連絡しなかったところに、父の怒りを感じた。

『お前の取引相手だろ。こっちに迷惑が及ばないよう自分で始末しろ』

　そのような父の叱責が聞こえるような気がした。

　右手のマウスを握り潰したくなるのをこらえる。

　腹立たしさを表情に出さないよう無理やり口角を上げたのだが、それがかえって怒っているように見えたのか、田島が頭を下げた。

「申し訳ございません」

「いや、田島に非はない。俺自身に苛立ったんだ。すまない」

　新プロジェクトの責任者である事業部の部長から断らせたのだが、朝陽から直接、先方に告げるべきだったと後悔していた。時間の無駄だと思って省いたから、先方に関係修復の望みを残し、父に煩わしい思いをさせてしまった。

　結果として朝陽自身の評価を下げたのだ。

（この程度の予想ができないようでは、呆れられて当然だな）

　朝陽にとって父は絶対権力者のような存在だ。曽祖父が営んでいた小さな町の電気屋を、祖父がアカフジ電機と名付けて株式会社にした。それを今の巨大企業まで成長させたのは父の業績である。朝陽は子供の頃から父を尊敬して憧れ、いつか跡を継ぎたいと夢見てきた。

　しかし同時に怖い存在でもある。

　物心ついた時から父親は仕事で不在がちだった。親子らしい交流はなく、たまに帰宅しても息子たちの成績表をチェックして、もっと努力しろと命じるだけだ。

　朝陽は子供の頃からずっと父には敬語で話す。

　父親としては落第点なのだろうが、それでも憧れたのは母がいつも『お父さんは素晴らしい人なのよ』と息子たちに話していたからだろう。

　先方の行動予測ができなかった自分への腹立たしさと同時に焦りも感じた。

（このままでは、いつまでたっても兄に追いつけない）

　四歳上の兄は本社の次長職に就いている。

　グループ会社の専務と本社の次長、どちらが出世しているのかと言えば後者だ。

　三年前にこの会社への異動を命じられた時は、目の前が暗くなった。それは後継者を兄に決めたと、父に言われた気がしたからだ。

　兄は父とよく似た冷血漢で、独身のひとり暮らしだ。子供の頃から成績優秀で国内最高峰の理系大学を卒業し、いつも朝陽の二歩も三歩も先を歩んでいた。

（焦るな。まだ時間はある。もっと業績を上げて、経営手腕が兄より優れていることを示せばいい。アカフジ電機は俺が継ぐ）

「十四時半だな。わかった」

　アポイントメントの時間までに心が冷えればいいが、今は怒りと野望が燃えており、容赦ない厳しい言い方で相手を切り捨ててしまいそうだ。

　思わず鼻の付け根に皺を寄せたら、ふと妻の顔が浮かんだ。対戦型格闘ゲームで朝陽に簡単にノックアウトされ、リスのように頬を膨らませて悔しがっている顔だ。

　生まれて初めてのテレビゲームが相当楽しかったらしく、あれから何度か妻にせがまれて一緒にゲームをした。技を使いこなそうとコントローラーの操作手順を紙に書いて覚えようとしており、何事にも真面目な妻が可愛くも面白い。

　テレビ前に正座して前のめりにプレイする真剣な横顔を思い出し、朝陽は思わず吹き出した。

「専務……？」

　無表情な田島が目を見開いて驚いている。

　片手で口元を押さえても笑いを鎮められず、朝陽は肩を揺らしながら手振りで退室していいと示した。微かに首を傾げて田島が出ていくと、しいたけに目を輝かせていた今朝の妻の様子も思い出して笑い声を大きくした。

（なんであんなに可愛いんだ）

　ひとしきり笑った後は怒りも気負いも引いて、肩が軽くなる。

　会社経営の重圧と常に力量を試される厳しい世界を生きている朝陽にとって、成美と過ごす時間がかけがえのない癒しとなっていた。




　時刻は十四時半。

　先に来客を五階の応接室で待たせておくよう田島に指示し、朝陽は約束の時間ちょうどに事業部の四十代男性部長を伴ってドアを開けた。

　応接室は広く、十二人が囲めるソファセットが置いてある。入口に近い下座を選んで座っていた三人が、すぐさま立ち上がって朝陽に深々とお辞儀した。

　東日本ＬＳＩトータルデザインの木き崎ざき社長とは、プロジェクト始動前に一度だけ会って挨拶した。中肉中背でやや頭髪の薄い五十代の男性だ。あとのふたりとは面識はないが、委託した業務を実際に行っていた社員が説明係として連れてこられたのだろう。

　木崎社長がうやうやしく挨拶をする。

「お忙しい中、お時間を取っていただき誠にありがとうございます」

「そうですね。お互いに忙しい身なので、手短に終わらせましょう」

　朝のスケジュール確認後に妻を思い出して笑ったため、怒りのボルテージは半減している。それでも粘られると後の仕事に差し支えるので、早く諦めてくれるように棘とげのある返しをした。

　足早に窓側を背にした四人掛けソファに腰を下ろし、隣のソファに事業部の部長が座る。田島がコーヒーと茶菓子を全員の前に配り、ホッとするような香りが広がったが、空気は冷ややかに張りつめていた。

「どうぞおかけください」

　朝陽がソファを勧めても、相手方三人は姿勢を正して立ったままだ。

「まずは謝罪をさせていただきたいと思います。このたびの弊社の規約違反により、御社には多大なご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんでした」

　新プロジェクトは観測用人工衛星に関するもので、依頼していたのはＡＩを使った解析システムの部分的な設計だ。

　仕事を請け負った際の相手方の見通しが甘かったのか、納期までに完成させるのが難しいと途中でわかり、こちらに内緒で他社にプログラミングの一部を委託した。これは許されない守秘義務違反で、発覚したのは先々週だ。

　腰を直角に折り曲げた三人に、朝陽は射るような視線を向ける。

「謝罪は事業部の者が受けています。一度で結構です」

　違約金も振り込まれたのに、木崎社長が白い封筒と高級シャンパンの入った箱をテーブルに置いた。封筒は大きさと厚みから、三百万円ほどの札束と思われる。年間億単位の利益と比べれば、取るに足らない金額だ。

「深く反省しております。本日は改善案を作成してまいりました。ぜひお目通しいただきたく思います」

　木崎社長がおずおずと歩み寄り、朝陽と事業部の部長に一部ずつ資料を手渡す。

　それは三十ページ以上ありそうで、朝陽はパラパラめくっただけですぐに閉じ、テーブルに置いた。

「おかけください」

　強めに促すと、木崎社長たち三人はやっとソファに腰を下ろした。

「弊社の社員から、資料に沿って改善案のご説明をさせていただきたいのですが――」

「結構です。改善案もそちらの封筒もお持ち帰りください。厳しいようですが、なにをされても壊れた信頼関係は元に戻りません。規約違反を犯した企業とは二度と仕事しないと決めています。すべてを最終的に決裁するのは私ですので、本社社長にかけあっても無意味であるとご承知おきください」

　関係終了をはっきりと告げ、幕引きしたつもりでいた。

「私はこれで失礼します」

　後の対応を事業部の部長に任せて席を立つと、木崎社長が焦り顔で引き留めた。

「お待ちください。藤江専務はこの者の顔を覚えておりませんか？」

　社長のふたつ隣の席に座っていた男性が、やっと出番だとばかりに立ち上がって笑みを浮かべた。背は高くなく、やや太めの体形に濃紺のスーツを着ている。短い黒髪のビジネスヘアで、狐目に黒縁眼鏡をかけていた。

（どこかで見たような……？）

「お久しぶりです。鹿内佑大です」

　名乗られてやっと気づく。同じ大学の同期生で、よく一緒に遊んでいた友人だ。

「佑大か。懐かしいな」

　記憶にある彼は細身で、眼鏡ではなくコンタクトレンズを使っていた。明るく短い茶髪にパーマをかけ、服装にこだわるお洒落好きな男だった。

　謝罪目的の面会だからか随分と大人しい装いで、あの頃とは別人のようだ。

　夜通し飲んで騒いだゼミのコンパや、めまいがしそうなほど大量のレポート提出を冗談を言い合いながら乗り切った楽しい思い出が蘇る。思わず歩み寄り、笑顔で握手を求めた。

「すぐに気づかず、すまなかった。雰囲気がかなり変わったな」

「七年ほどのアメリカ暮らしで太ったんだ。ピザにしてもホットドッグにしても、向こうはなんでもサイズがでかいから」

　あの頃に戻ったような口調で言われて思い出した。

　佑大はややナルシストな傾向があり、学生の身で金もないのに無理してハイブランド品ばかりを身につけていた。狭い日本では自分の力を生かせないと言って、就職先もアメリカの企業を選んだはずだ。

「いつ日本に帰ってきたんだ？」

「半年前。柄にもなくホームシックになってね」

　性格の明るい彼にホームシックという言葉は似合わない。

　世界中から優秀な人材が集まるアメリカで出世するのは、日本より難しいだろう。いくらやる気を見せても結果を出さなければ、簡単に雇用契約を切られる世界だ。

　仕事上でなにかにつまずいたのではないかと推測した。

　しかし久しぶりに会った友人に、本当の帰国理由を問うのは失礼な気がして頷くだけにした。朝陽が黙ったら、佑大がスッと真顔になる。

「それで今の会社に入社したんだ。高い志を持ったいい会社だと思っている。今回の件は、御社に迷惑をかけまいとする真面目さが原因で、規約違反を犯してしまったと聞いた。納期に間に合わないと言い出せなかったそうだ。プロジェクトメンバーは皆、深く反省している。どうかもう一度だけ、仕事を任せてもらえないだろうか？」

　どうやら佑大は、依頼した仕事に関わっていなかったようだ。朝陽の大学時代の友人だから、取り成せるかもしれないと連れてこられたのだろう。

「朝陽、頼む。この通りだ」

　佑大が頭を下げると、木崎社長ともうひとりも立ち上がって深々とお辞儀した。

（どうしようか……と迷うと思ったら大間違いだ）

　退職させたかつての社員たちは無事に再就職できただろうかと心配することはあっても、損害を与えられた取引先に情けをかけるほどお人好しではない。友人のよしみで億単位の仕事を頼みに来るとは、随分と見くびられたものだ。

　懐かしさに弾んだ心がスッと冷える。

（そういえば佑大には人を見下す嫌な面があったな）

　学内の女子大生たちを容姿でランク付けし、『あの子はナシだ』などと平気で言う。やめろと注意しても、『冗談にマジで怒るなよ』と笑っていたのを思い出した。

　妻に対しても――。

　女子高生時代の成美が痴漢冤罪から救ったのが佑大だ。その日、遅れて講義に出席した佑大が、授業が終わると朝陽を捕まえて興奮気味に話した。

『実は電車内で痴漢に間違われて、さっきまで警察に事情を聴かれていたんだ』

『よく無実を信じてもらえたな』

『それが、白いセーラー服の可愛い子が俺の無実を証言してくれて。成美ちゃんというんだ。顔も性格も最上級。まさに地獄から天国。あの子は俺の天使だよ』

　詳しい話を聞き、正義感の強い女子高生だと感心した。女性に対して日頃からマイナス点をあげつらう佑大が褒めちぎるので、どんな女子高生なのだろうと朝陽も会ってみたくなった。それで佑大がお礼の品を渡しに行く際に、無理やり同行した。

『あの子がお前に惚れたら困るから隠れてろ』と言われ、物陰から見ただけだが。

　現れた女子高生は、透き通るような白い肌にパッチリと丸い目をしたとても可愛らしい顔立ちをしていた。白いセーラー服は規律が厳しいと聞く有名女子高のもので、白百合が似合う清楚な女性に見えた。

　大学時代の朝陽はよくモテた。容姿に恵まれたアカフジ電機の御曹司に近づこうとして声をかけてくる、学内の女子大生たちにはない魅力を感じた。

（可愛くて勇敢な女子高生か。俺が助けられたかった）

　友人の想い人を奪うのはポリシーに反しており、朝陽は成美に惹かれる心にグッとブレーキをかけたのだ。

　しかし通学の降車駅が同じため、その後も何度か彼女を見かけた。声をかけたい気持ちをこらえ、後ろ姿を見送るだけにしていたというのに――。

　ある日、成美にアプローチを続けていたはずの佑大が顔をしかめて言った。

『なんか興ざめした。思っていたのとだいぶ違うわ。あの子は真面目すぎて駄目だ』

　男女交際は校則で禁止されているからと、デートの誘いに応じてくれないらしい。偶然を装って学校帰りの彼女に声をかけ、カフェでお茶しようと言っても寄り道も禁止で、メールを送っても堅苦しい定型文のような返事しかこないそうだ。

『顔は可愛いけど、あの三つ編みはないよな。今時の子は女子高生でもほとんどメイクしているのに、すっぴんで眉処理もしてない。白いセーラー服に騙されたわ。きっと私服はダサいだろう。彼女にはしたくない』

　助けられたというのに、なびいてもらえない悔しさで侮辱に転じるとは、友人をやめようと思うほどに呆れた。

『お前、最低だな』

　本心で言ったのだが佑大は軽く笑って受け流し、『他校の女子大生と合コンするからお前も来いよ』と誘ってきた。

　佑大と親しくしていたのは大学二年の秋頃までで、その後は朝陽の方から徐々に距離を置いたのだ。

　当時の感情が蘇り、朝陽の心がさらに冷えた。

　友情を利用して仕事を得ようと企み、目の前で頭を下げている三人に残念な思いが広がる。

「規約違反は我々に迷惑をかけまいとする真面目さが原因だと、そう言いましたか？」

　急に朝陽の口調が丁寧になり、佑大が面食らっている。

「そうだけど……」

「しかし鹿内さんは学生時代に私にこう言いました。『あの子は真面目すぎて駄目だ』と」

　言った本人はすっかり忘れているようで、首を傾げつつ不安げに朝陽を見る。

「及川成美という女子高生について、あなたが言ったんですよ」

「ああ、セーラー服に三つ編みのあの子。思い出したよ。どんな大人になったんだろう。真面目すぎてきっとつまらない人生を送っているんだろうな」

　なぜ急にその話を持ち出したのかと言いたげな元友人に、朝陽は冷笑する。

「成美の人生がつまらないというなら、それは夫である私のせいです」

「えっ!?　そうだったのか。失礼なことを言ってすまない」

「妻は今も真面目ですよ。本当に真面目な人は、いくら苦しくてもルールを守ろうとするんです。規約違反は絶対に犯しません。失礼」

　応接室を出る際の足音に、隠しきれない憤りが表れていた。

「お待ちください！」

　ドアが閉まる直前に木崎社長の悲痛な叫びが聞こえたが、控えていた田島が立ち塞がって追いかけてこられないようだ。

（無駄な時間を過ごした）

　足早に執務室に戻りながら、苛いら立だちを抑えようと別の視点で振り返る。

（佑大がああいう性格でよかったんだ）

　もし彼が成美になびいてもらえなくても諦めずに追いかけ続けていたなら、朝陽は友人の恋を応援する立場を守り続けただろう。

　しかし彼が成美に興味を失ったため、それなら自分が声をかけても文句はないだろうと思い、朝陽は駅の改札口で待ち伏せた。下校時間のはずなのに彼女は現れず、その日以降、曜日を変えても二度と見かけることがなかったのだ。

　縁がなかったと諦めたが、大人になってからもふとした時に白いセーラー服の清廉な彼女が頭に浮かんだ。望んでも手に入らなかった悔しさや寂しさが、いつまでも心の隅に居座った。

　スポーツジムでの再会は幸運だった。このチャンスを逃すまいとして、結婚までの道筋を真剣に模索した。

　言いくるめて成美が結婚を承諾してくれた時には、態度には出さなかったが喜びで舞い上がりそうな心境だった。

　自分でも驚くほどに一途に思い続けていたのを知ったのだ。

　執務室のドアを開けた時には、不愉快さはかなり薄れていた。

（成美としいたけの肉詰めを食べるために、サッサと仕事を片づけるか）

　あんなに可愛いのに自己評価の低い妻は、自分が夫を助けていると夢にも思うまい。

　この戦場で心を穏やかにできるのは、愛妻を想う時だけだった。




　十八時四十分、通勤用の鞄に仕事用具をしまい帰り支度を始めた。

　役職柄、会食や接待は多いが、その予定がない日はなるべく早く帰るようにしている。遅くまで残って仕事する者が有能ではない。限られた時間の中で終わらせられる者の方が仕事ができる、というのが朝陽の考え方だ。

　黒いコートを羽織り、妻に今から帰るというメッセージを送ろうと携帯電話を手にしたら、電話がかかってきた。それは母親からで、朝陽の眉間に皺が寄った。

　母からのメールは週に二、三度、電話は月に五回はかかってくる。

　これといった用事はなく、寂しさを紛らわせるための連絡だろう。庭に椿が咲いた話や観劇に行った報告を満足するまで聞いてあげたら、しばらくは音沙汰ないが、忙しくてゆっくり対応できないとヒステリックになる。

『母親なんて、どうでもいいと思っているんでしょう！』

　そう叫ばれたことは数知れずだ。思わずため息をついて電話に出る。

「はい」

『あら、電話できる状況なのね。よかったわ。今日は朝陽にいいお話があるのよ。仕事が終わっているなら帰ってきてちょうだい。お夕食も作ったわ』

「いや、急に言われても困るよ。今日は行けない。妻と一緒に夕食を食べる約束をしている」

『私が認めていない以上、あなたは独身よ。必ず今夜中に帰ってきなさい。何時まででも寝ずに待っているから』

　最初の明るい声が急降下してワンオクターブも低くなり、電話が切れた。朝陽は背筋が寒くなり、脅された気分になる。

『無視するなら死ぬわよ』と言われた気がしたのだ。

　仕方なく成美に二時間先の帰宅予定時刻を送信し、先に食べていていいと気遣う言葉も添えた。

　急いで執務室を出て地下駐車場まで降り、セダンに乗り込む。

　憂鬱な気分で自宅とは逆方向にある実家へと車を走らせた。

（成美の待つ家に早く帰りたいのにな……）

　母は過去に一度、自殺未遂をしている。朝陽が卒業と就職を控えた大学四年の二月のことで、夜遅くに帰宅したら睡眠薬を過剰摂取して昏こん睡すいした母が、手首を切った状態で玄関で倒れていたのだ。

　理由は寂しさだった。仕事人間の父は社屋近くのマンションで寝起きするのが昔から常態化しており、家に帰ってくるのは月に一度、あるかないかである。兄は前年に大学院を修了してアカフジ電機に就職し、それと同時にひとり暮らしを始めた。

　ふたりとも家庭を顧みない冷たい性格なので、母の愛情と執着は朝陽に強く向けられていたように思う。

　朝陽も就職したらひとり暮らしを始めるつもりで準備していたのだが、ついにひとりぼっちになると思った母は耐えがたい寂しさに襲われ、自殺を図ったようだ。

　それで社会人になってもしばらくは実家を出られず、母とのふたり暮らしがその後三年ほど続いた。

　メンタルクリニックに通わせて母の精神状態が落ち着いた頃を見計らい、住み込みの家政婦を雇ってから朝陽はやっとひとり暮らしを始めた。

　しかしその後も朝陽への執着は止まらなかった。

　携帯電話にかけても出ないからと会社にまで電話がかかってきた時もある。実家に呼び出されるのはしょっちゅうで内心うんざりしていたが、応じなければまた手首を切るかもしれないと恐れた。

　結婚してからは、ますます帰りたくない心境だ。妻と過ごす時間が減るのは惜しく、結婚を頑なに認めない母の態度にも苛立っていた。

（息子を取られた気分で結婚を反対しているんだろう。小さな子供じゃないんだ。いい加減に俺への執着を捨ててくれ）

　幹線道路を十分ほど走り、閑静な住宅街の細道を進んで自宅に着いた。

　祖父の代に建てられた古い日本家屋で、広い庭付きの平屋だ。寺院で見かけるような重厚感ある木造の門を開けて、車を乗り入れる。庭師が定期的に整備している庭は松や椿が植えられ、石灯篭や鯉こいの泳ぐ小さな池もある。玄関前に車を停め、玄関の引き戸を開けた。

　中はリフォームして住みやすい洋室にしてある。欄間などは残してあるため和洋折衷の趣で、文明開化の頃に造られたのかと尋ねる来客もいた。

「朝陽さん、おかえりなさいませ」

　住み込みの家政婦は田た中なかという四十代の女性だ。

「ただいま。いつも母が迷惑をかけてすみません。田中さんには感謝しています」

　母はヒステリックでわがままだ。迷惑をかけていないはずがないので低姿勢で謝った。通いの家政婦はいくらでもいるけれど、住み込みでいいと言ってくれる人は少なく、かつ母のわがままに耐えられる人でなければならないので田中に辞められては困る。

「大丈夫ですよ。奥様のご気性にはすっかり慣れました。気に障ることがあって厳しく言ってきても、『さっきは怒ってごめんなさいね』と後から謝ってくださるんです。その時の怯おびえた子犬のようなお顔を見たら、辞められません。お寂しいんですよ、奥様は。朝陽さんは時々こうして帰ってきてくださいますけど、旦那様と梓あず馬ま様はさっぱりですので」

　梓馬は兄の名だ。最後にいつ帰ってきたのかと聞いたら、田中が考え込んでしまった。思い出せないくらい長い間、帰っていないようだ。

「朝陽が着いたの？」

　奥から明るい声がして、母が玄関ホールに現れた。

　五十八歳にしては皺が少なくいつもしっかりと化粧を施し、美容には余念がない。息子の目から評価するのは難しいが、子供の頃に遊びに来た友達に『お前の母さん美人でいいな』と言われたことはある。

　いつも姿勢がよく、外出時には和装が多い。今も辻が花の訪問着を着て、美容室で結い上げてもらったような髪形をしているので、朝陽に電話してくる前まではどこかに出かけていたのだろう。

　以前から習い事をいくつもしており、友人との観劇が好きなようだ。多趣味なのに、家族に構われないと寂しがるのが困りものだった。

　急な呼び出しの文句は言わず、嫌な顔もしないでできるだけ優しく問う。

「なんの話があるんだ？」

「玄関先でする話じゃないわよ。早く上がって。田中さん、朝陽にお夕食を」

「いらないから。とにかく用件を教えてほしい」

　プイと顔を背けた母が「早くしなさい」とだけ言って、リビングへ引き返していく。

　このまま帰ってやりたかったが、その後に八つ当たりされる家政婦が気の毒なので仕方なく靴を脱いだ。

　困り顔の田中に夕食は食べてきたからいらないと嘘をつき、母親の後を追う。

　リビングは元々和室だった部屋を二間繋げてリフォームしており、程よい広さだ。インテリアとして薪ストーブが置かれ、ビロード張りでアンティーク調のソファセットが部屋の中央にある。

　コートを脱がずにふたり掛けソファに腰かけたら、母が数冊の革表紙の薄い本を抱えて隣に座った。

「この中から朝陽がいいと思うお嬢さんを選んでちょうだい」

「は？」

　本だと思ったのは見合い写真だった。ニスが光沢を放つ木目のテーブルの上に、母が五人の女性の写真を並べる。

「お母さん、反省したのよ。朝陽も結婚したい年頃になったのよね。だからお稽古仲間や先生、友達に頼んで紹介してもらったの。皆、ちゃんとしたお宅のお嬢さんよ」

　嬉しそうに語る母親に朝陽は顔をしかめた。

　成美の存在をないものとして話すからだ。

（あくまで成美を嫁として認めないというのか。なぜそこまで頑ななんだ）

　心の中で疑問を投げかけ、寸刻考えるがすぐに結論は出た。

（俺のせいだよな）

　朝陽に執着している母からしたら、交際を始める際に相手を紹介してもらいたかったのだろう。いや、もしかすると好きな女性がいるという時点で、付き合ってもいいだろうかと相談されたかったのかもしれない。

　そこを飛ばしていきなり結婚するからと言われ、ないがしろにされた気分になったのではないだろうか。

　母親の意見を聞かないのかという朝陽への怒りが、成美に向かってしまったのだ。とはいえ、交際するより先にプロポーズしたため、母への紹介を先にすればよかったと後悔はできない。ただ、もっとうまく立ち回れたのではないかと反省はした。

　朝陽が深いため息をついても聞こえなかったかのように、母が嬉き々きとして話を進める。

「このお嬢さんはどう？　一緒に日舞を習っている鈴すず木きさんのお孫さんなのよ。今、大学三年生ですって。卒業後にすぐ家庭に入ってもいいと言ってくれているわ。社会経験のないお嬢さんの方が、素直に言うことを聞いてくれるんじゃないかしら」

「やめてくれ……」

「あら、好みじゃない？　それならこちらは？　お友達の山やま田ださんの会社で働いているお嬢さんよ。あなたのお写真を見て、ぜひ会いたいと言ってくれたらしいわ。親との同居も構わないそうよ。この方にしなさいよ。そうすれば息子夫婦と一緒に暮らせて、私も嬉しいから」

「やめろって言ってるだろ！」

　あまりの身勝手さに我慢ならず、朝陽は声を荒げた。

「俺には成美という妻がいるんだ。いい加減にしてくれ！」

　母が目を見開いて固まり、それから肩を落としてうつむいた。

　写真台紙に落ちた母の涙を見て朝陽はハッと我に返る。母は今も精神安定剤を服用しており、厳しい言い方をしては駄目なのだ。

「強く言ってすまなかった。泣かないでくれ。だけど、見合いはすべて断って。お願いだ。今日は帰るけど、近いうちにまた来るから」

　優しく声をかけて母の肩をさすり、それから立ち上がって出口に向かう。

　リビングのドア前で家政婦の田中が、紅茶のカップふたつをのせたトレーを手に固まっていた。朝陽の怒鳴り声を初めて聞いて驚いたのだろう。

「田中さん、申し訳ない。母が危ない真似をしないよう、注意して見てやって」

　玄関を出て車に乗り込んだ朝陽は、実家からかなり遠ざかってから大きなため息をついた。

「なんで俺ばかりが……」

　父と兄に対して呟いた文句である。

　成美と結婚してからというもの、自分への執着がさらに強まった気がしている。

（実家に寄ってから帰ると、成美に言わなくてよかったな）

　帰宅時刻を伝えただけなので、きっと仕事が長引いていると思うだろう。

　母に見合いを勧められた話をすれば不安にさせるだけなので、これについては黙っていようと考えていた。




　自宅に着いて玄関を開けると、その音に気づいた妻が玄関まで出迎えてくれた。

「朝陽さん、おかえりなさい。お疲れ様でした」

　嬉しそうに微笑む妻は、もこもこした生地の水色のルームウエアを着ている。メイクを落とした素顔で、髪は少し湿っているようだ。

「ただいま。風呂上がり？」

「はい。お先にお風呂をいただいてすみま――」

　謝りかけた妻が慌てて口を押さえた。すみませんは禁止というルールを守ったのだ。

（安定の真面目さだな）

　革靴を脱いでコートをコート掛けにつるした朝陽は、妻の肩を抱いてリビングに向かう。

「すみま、の続きは？」

「言いません。決まりですから」

「破ってもいいんだよ。楽しいペナルティが待っているだけだ」

「それは、お風呂かベッドですることですよね……？」

「へぇ、俺の考えが読めたのか。ということは、今いやらしい想像をしたんだな」

　真っ赤な顔で慌てて否定する妻が可愛くて、唇を奪ってさらに照れさせ満足する。

（成美の恥じらう顔がたまらない。お互い明日も仕事だが、今夜は抱いていいだろうか？）

　仕事の疲れも母から呼び出されたストレスも、妻と触れ合えば嘘のようにスッと薄れていった。

　リビングのドアを開けると、料理の香りがふんわりと漂っていた。

「うまそうな匂いがする。空腹の胃袋が刺激されるな。しいたけの肉詰め、俺の分も残ってる？」

　キッチンの方を見てネクタイを緩めながら聞くと、成美が声を弾ませた。

「ご実家で食べてこなかったんですね。先にお風呂に入ったので、私もまだなんです。電話でお義母様が、夕食はうちで食べさせるからと仰っていたんですけど、もしかしたら一緒に食事できるかもしれないと思って。待っていてよかったです」

「なんだって!?」

　驚いて妻を見ると、首を傾げられた。

「待っていてよかったと言ったんですけど？」

「違う、その前。母さんから電話がかかってきたのか？　いつ頃？」

「十九時少し前です」

　実家に向けて車を走らせていた時だ。

　自宅の固定電話が鳴ったのは、夕食の支度をしていた時だと成美は言った。義母からの初めての電話に驚いたが、一度会った時のような冷たい声ではなく明るい口調だったので、もしかしたら結婚を認めてくれたのかもと期待したそうだ。しかし――。

『お久しぶりね。あなたには言っておいた方がいいと思って連絡差し上げたの。朝陽が今、こちらに向かっているわ。夕食はうちで食べさせるから、あなたは作らなくていいわよ』

『は、はい、わかりました。ご連絡ありがとうございます』

『それと、近いうちに息子と別れてくださる？　朝陽にお見合いの話が五件もあるのよ。皆、しっかりしたお宅の素晴らしいお嬢さんなの。結婚が決まるまで私に挨拶にも来なかったあなたとは大違い』

『えっ？　あ、あの、お義母様――』

『そういうことだから、よろしくね』

　電話の内容を聞いた朝陽は、申し訳なさに妻を抱きしめた。

「すまなかった」

　きっと強い不安を感じただろうと思ったのに、意外にも妻の声はしっかりしていた。

「どうして謝るんですか？　お見合いのお話は断ってくれたんですよね？」

「もちろんだ」

「ありがとうございます。たとえお義母様の頼みでも、朝陽さんなら絶対に断ってくれると信じていました。ですから心配していないです」

　腕の力を緩めて妻の顔を見ると、自然な笑みを浮かべていた。深い愛情は妻にしっかりと伝わっていたようで、朝陽はホッと息をついた。

　しかし直後に妻の眉尻が下がる。

「お義母様には最初から結婚に反対されていたので、それについて改めてショックを受けることはないんですけど……朝陽さんは大丈夫ですか？」

「俺？」

「はい。私とお義母様の板挟みになってつらい思いをされているんじゃないかと。お義母様に認めてもらえるよう私が努力しなければと思うのですが、なにをすればいいでしょう？」

　失礼な電話に怒るのでも不安になるのでもなく、夫が苦しんでいるのではないかと心配したようだ。自分が動いて解決しなければとまで考えてくれて、ひたむきな妻の愛情を感じて朝陽の胸が震えた。

　たまらず腕の力を強め、シャンプーの香りがする妻の黒髪に鼻先を埋めた。

「うまく調整役になれない駄目な夫を心配してくれるとは、成美は優しいな。ありがとう。だが成美が頑張る必要はない。二度と不愉快な電話がこないよう、実家と母の携帯番号は拒否設定にしておく。母の方から折れて俺たちの結婚を認めるまでは関わらなくていい」

「で、でも――」

「俺の方の家族はいないものと思ってくれていいから。そうだ、美味しいフグ料理の店があるんだ。今度、成美の両親と俺たちで食事に行こう。都合を聞いておいてくれないか？」

「はい……」

　不服そうな声なので、妻は夫のためになにかしたかったのだろう。しかし朝陽にしたら妻が傷つくのだけは避けたく、二度と母親に接触させるつもりはなかった。




　今朝の約束通り一緒にしいたけの肉詰めを食べ、テレビを見ながら他愛ない会話を楽しみ、二十三時半頃に寝室に入った。

　ベッドに腰かけた朝陽は、「あっ」と小さな声をあげた。

「どうしました？」

　こちらを向いて横になった妻が聞く。

「スケジュールの変更を秘書に伝えるのを忘れていたんだ。この時間、電話に出てくれるかわからないがかけてみるよ。成美は先に寝ていてくれ」

「おやすみ」と軽く唇を奪ってから、寝室を出た。

　秘書への連絡というのは、妻を心配させないようについた嘘だった。

　隣の自室に入り、黒革のワークチェアに腰かけて携帯電話を構える。電気をつけていない真っ暗な部屋で、画面が青白く光った。

（今すぐ俺にできることと言えば、これくらいか。気は進まないが）

　電話をかけた先は父親だ。結婚した息子については放っておけと、父から母に注意してもらおうと思ったのだ。

　朝陽は父に尊敬と畏怖を感じており、話す時は自然と背筋が伸びる。

　緊張しながらコール音を十回聞いたが、留守番電話に切り替わった。メッセージは残さずに切り、止めていた息を吐いた。出てくれなかったことにホッとしていた。

　それならばと次に電話をかけた相手は兄だ。神童と呼ばれた兄にはいつも見下すような目で見られた。

　朝陽も成績は常に上位であったが、兄からすると馬鹿な弟に見えたのだろう。遊んでもらった記憶はなく、弟に関心もないので喧けん嘩かにもならなかった。しかし怖いと感じない分、父に比べればまだ話しやすい。

　六回コールで電話に出た兄は、開口一番『用件は？』と聞いた。

「母さんについて。日に日に俺への執着が強まっている。今日は見合い写真を見せられた。そのせいで妻にも迷惑が及んでいる」

『俺にどうしろと？』

「もっと顔を見せに実家に帰ってくれ。母さんは寂しいんだ」

『お前が帰る回数を増やせばいい』

「俺ひとりで対応するのは限界がある！」

　つい声を大きくしてしまい、隣の寝室を気にしてすぐに落とした。

「兄貴だって息子だろ。母さんを放置するな」

『それを言う相手は俺じゃない。昔から家族で一番、母さんに無関心だったのは父さんだ』

（父さん相手に直接文句を言えというのか？）

　冷たい父の目を思い出し、顔が強ばるのを感じた。助言を求めたりお願いしたりすることはなんとかできても、批判するのは無理がある。

　朝陽が黙り込むと、兄が煩わしそうな声で話を終わらせようとする。

『できないなら、お前も俺のように母さんと距離を置けばいい』

「そんなことをすれば精神状態が悪化する」

『優先順位をつけろ。お前が一番守りたいものはなんだ？』

　プツリと電話が切れて、朝陽は顔をしかめた。携帯電話をワークデスクに置き、肘をついて額を押さえる。

（もちろん成美が一番大事だ。だが母さんを見捨てられないだろ。また自殺を図るかもしれないのに）

「どうすればいいんだ……」

　静かな部屋の中でため息をつくと、他に解決策がないか頭を悩ませた。










無自覚な妻は夫を救う




　四月上旬の土曜日、街路樹の桜は花を散らし、緑の葉を風にそよがせている。

　夫から初めてプレゼントされたイヤリングを耳につけ、いつもより少しばかりお洒落した成美は梢とカフェでランチをする約束をしていた。

　待ち合わせは十二時で、落ち着いた雰囲気の商業地区まで夫に車で送ってもらう。店の前の路肩に停車した彼に助手席からお礼を言う。

「ありがとうございます。行ってきます」

「ゆっくり楽しんで。帰りは迎えに来るから連絡して」

「そんな。電車で帰りますから朝陽さんは家でゆっくりしてください」

「駄目。なにかあったらどうするんだ。ひとりの体じゃないんだよ。絶対に連絡してくれ」

（朝陽さん、この子が生まれたら過保護なお父さんになりそう）

　成美は朝陽の子を身籠り、四か月になる。妊娠がわかったのは一月の下旬で、生理がこないのでもしかしたらと思い、その可能性を帰宅した朝陽に相談した。

　すると翌日、すべてのスケジュールをキャンセルし仕事を無理やり休んだ夫に産婦人科に連れていかれた。ひとりで行けるのに、同行すると言って聞いてくれなかったのだ。

　診察室で妊娠していると医師から告げられた時、成美も嬉しかったが朝陽がそれ以上に大喜びしていた。

　しかしその日からすっかり心配性になったのには困っている。

　妊娠経過は順調でつわりも軽くすみ、今月に入ってからは食欲も回復したのに、ひとりで公共機関を利用しての外出を許してくれない。朝陽の送迎か、彼の御用達の無事故無違反歴三十年のベテランドライバーが運転する個人タクシーを呼ぶよう言われている。

　妊娠が判明した日に仕事を辞めてほしいともお願いされた。

『ストレスは大敵なのに、顧客からの苦情対応をしているんだろ？　長時間のデスクワークもいけない。お腹に負担がかかる。成美が仕事を好きなのは知っているが、今は辞めてくれ。頼む』

　子供が無事に生まれて少し大きくなってから、働きたいなら再就職を応援するとも言ってくれた。子育てはなにより価値のある仕事だとも。

　成美に迷いはなかった。

　説得されたからではなく、今は妊娠と出産に全力を注いで夫に安心してもらいたいと思ったから、新しい事務員への引継ぎがすみ次第退職したのだ。

（仕事は納得して辞めたけど、公共機関を利用するなというのはちょっと。そんなに心配しなくていいと思う）

　不服ではあるが頷かないと車から降ろしてもらえないので、帰る前に連絡すると約束した。

　車を降りてカフェの入口を目指す。二階建てで赤煉れん瓦がの外壁の温かみのある外観だ。通りに面してテラス席があり、若いカップルがひと組だけ食事をしていた。

　よく晴れているが風が少々強いので、中で飲食した方がいいかもしれない。

　視線を感じて振り返ると、朝陽の車はまだ動かずそこにあった。運転席から店内で食事するようにと身振りで指示をしている。

（私、しっかりしていないように見えるのかな。そのくらい判断できるのに）

　ほんの少し芽生えた反発心からテラス席に座ってみようかと考えたが、お腹に手をあてて思い直す。

（朝陽さんの心配は、無事に生まれてきてほしいという気持ちからのもの。それは私も同じ。今はこの子のために絶対に無理をしない）

　笑顔で頷くとやっと朝陽は車を発進させ、成美は店内に入った。

　店内はふたり掛けと四人掛けのテーブルが十個ほどあり、カウンター席もある。明るい木目のテーブルと椅子で、シンプルな白い壁には現代アートの絵画が複数飾られている。天井が高く吹き抜けになっていて、二階の窓から差し込む自然光が心地いい。

　初めて来たカフェなので勝手がわからず見回したら、梢に呼ばれた。

「成美、ここだよ！」

　梢は窓際のふたり掛けテーブルにいた。約束の十分前である。

「梢さん、お久しぶりです。お待たせしてすみません」

「ほんの二時間ほど待ったよ」

「えっ！　私、待ち合わせ時間を間違えました？」

「ううん、合ってる」

　今日は十時までのモーニングをワンコインで提供すると、カフェからの嬉しい知らせがＳＮＳに入り、『食べなきゃ損！』という気持ちで二時間前に来たそうだ。

　モーニングの皿は下げられたようだが、半分飲んだコーヒーカップが梢の前に置かれている。

　ランチが入らないのではないかと心配したが、梢は「楽勝」と笑った。

　注文と会計は先にレジカウンターでするそうだ。梢に勧められて同じサンドイッチプレートを注文し、先にオレンジジュースを持って席に戻る。ほんの五分ほどで料理も運ばれてきて、成美は目を輝かせた。

「きれいですね！」

　パンはクロワッサンとベーグル、食パンの三種類が使われている。カラフルな野菜がはみ出すほど挟まれ華やかで、苺いちごとマスカットのフルーツサンドは断面が芸術的に美しい。

「映えるよね」

　梢がサンドイッチの写真を撮り始める。ＳＮＳに載せるそうだ。成美もつられて写したが、帰ってから朝陽に見せるためである。

　サンドイッチを食べながら辞めた職場の話を聞く。

「成美のありがたみをひしひし感じてる。新しく入った事務の子、ミスが多くて。ただでさえ私の業務量が増えて大変なのに、フォローまでしなくちゃならないんだ」

「私が急に辞めたばっかりに、ご迷惑をおかけしてすみません」

「あー、そういうのなしで。愚痴を聞いてもらいたかっただけだから。成美は辞め時だったでしょ。ねぇ、妊娠ってどんな感じ？」

　梢の視線が成美のお腹に向く。

　元々痩せ気味なこともあって、妊娠四か月に入ってもお腹は少しも目立たない。マタニティ用の服は揃えてあるがまだ出番はなく、今日はだいぶ前に朝陽に買ってもらったラベンダー色のシフォンワンピースを着ている。

　見た目には妊婦だとわからなくても、成美はすでにしっかりと母親の心境だ。お腹を撫でて大切な我が子に毎日、話しかけている。

　自分の場合はつわりが軽くすんだことや避けている食べ物について、生まれたら育児に追われて他に手が回らないだろうから今のうちに十分なベビー用品を揃えたり、赤ちゃん仕様に部屋を整えたりしている話をした。

「この子を守れるのは私だけなんだという責任を感じています。会える日が待ち遠しくて、でもずっとお腹にいてほしいような気もして、毎日が幸せで楽しいです」

　安心してマタニティライフを送れるのは夫のおかげで、改めて感謝している。

　その一方で少し困っていた。カフェの前での朝陽の心配性ぶりを話したら、ベーグルサンドを頬張った梢に「のろけ？」とツッコミを入れられた。

「そんなつもりじゃ……」

「そう聞こえたよ。旦那に愛されまくって困っちゃうって。まったく羨ましいわね。アカフジ電機の御曹司？　しかもイケメンで一途。そんな人、他にいないから大事にしなよ」

　これまでは聞かれなかったので夫の勤め先に関して話さなかった。

　しかし従業員の前で退職の挨拶をした時に店長から『今までご苦労様でした。ところで旦那さんはどこにお勤め？』と聞かれて、隠すことではないと思い正直に言ったのだ。驚く皆の反応を見て、お見合いした時には自分も『そんなすごい人がなぜ？』と同じ反応だったと思い出した。

　しかしどんな肩書でも朝陽は朝陽だ。

　結婚式から七か月ほど経った今は夫に緊張しなくなり、一緒に過ごすのが当たり前に感じられるようになって、いつの間にか肩書に気け圧おされることはなくなっていた。

『まったく羨ましいわね』と口を尖らせた梢だが、以前のように自分もハイスぺ男子と出会いたいとは言わなかった。

　なんとなく雰囲気も柔らかくなったような気がして改めて梢をよく見ると、左手の薬指に目が留まった。

「梢さん、その指輪はもしかして？」

　ベーグルサンドを皿に置いた彼女が、胸を張って指輪を見せつける。

「気づいた？　そうだよ。婚約指輪。一度別れた彼にプロポーズされたんだ」

　昨年の秋頃、交際相手に他に好きな人ができてフラれたと憤っていたが、最近になってよりを戻したらしい。別の女性と付き合ってみたが性格が合わず、梢の大切さに気づいたそうだ。

「私じゃないと駄目なんだって。成美の旦那さんみたいにいい男じゃないけど、そこまで言われたら仕方ない。結婚してあげようと思ったんだ」

　渋々プロポーズを受けたような言い方だが嬉しそうな顔をしている。梢にとっても恋人は唯一無二の存在なのだろう。

「おめでとうございます。私もすごく嬉しいです。お幸せになってください」

「うん、ありがと。結婚式には来てね」

「もちろんです。あっ、私の時にはご招待せずすみませんでした」

「ハワイでふたりきりで挙式したんでしょ？　そこに私だけ招待されても困るから。成美は気にしすぎ。でも結婚前より硬さが取れたよね。旦那さんにほぐされたの？」

「ええと……はい」

　恥ずかしくなってフルーツサンドにかぶりつけば、梢に笑われる。

「久しぶりに成美と話せて楽しい。出産後は大変だろうけど、たまには私に付き合ってね。成美は大切な友達だから」

「梢さん……」

「ちょっと、なに泣いてんのよ。いじめてないよ？」

　そんな風に言ってくれる友人は過去にいなかった。

『硬すぎる』『真面目すぎる』と言われ、皆、居心地悪そうに成美のそばを離れていくのだ。

「あの、敬称を取って〝梢〟と呼んでもいいですか？」

「今さらそれ聞くの？　てか早く敬語をやめてほしいとずっと思っていたんだけど」

「ありがとうございま……あ、ありがとう。これからは敬語はやめます、あれ？　やめるね」

　急に切り替えるのが難しく、何度も言い間違えてしまう。

　そのたびに梢は楽しそうに笑ってくれた。




　数日が経ち、今日は平日。

　週に一度の掃除代行を業者に頼んでいるので家中いつもきれいだ。

　料理以外の家事は少なく午前中の一時間で終わらせると、成美は昼まで縫物をする。コットン生地のパッチワークは赤ちゃん用ブランケットだ。

（もう少しで完成するから縫い上げてしまいたいけど、根を詰めては駄目よね。お昼だし休憩しよう）

　朝陽は昼食つきの会議があると言っていたので、今頃仕出し弁当を食べているのだろう。

　仕事中の夫がどんな顔をしているのか成美は知らない。

（朝陽さんなら決して怒らず、優しい言葉で社員を励ましていそう。時々冗談を言って社員を笑わせているのかも。優しい朝陽さんが上に立つ社内の雰囲気は和気あいあいとして、働きやすそうね）

　妊婦の妻を過剰に心配している時を抜かせば、夫はいつも朗らかで笑顔が多い。しかし母親について悩んでいるのを成美は知っていた。

　義母から成美に電話がかかってきたのは三か月ほど前で、まだ妊娠に気づいていない時だった。固定電話は朝陽が着信拒否に設定したため、あれから関わっていない。

　朝陽は時々実家に呼び出されているようだが、妻に心配をかけたくないのか、聞いてもはぐらかされて義母の話をしてくれなかった。

『気にしなくていい』『関わらなくていい』と言われ続けているのだが、嫁として認めてもらいたい思いを消せずにいる。

　義母と電話で話した日の夜、彼は寝る前に自室に携帯電話を持っていった。秘書に連絡すると言っていたが、怒っているような声が壁越しに聞こえたので、会話の相手は誰だったのだろうと思っていた。

（もしかしてお兄さんの梓馬さんかな。お義母様と私の板挟みになっていることを相談していたのかも。朝陽さんを悩ませて申し訳ない……）

　このままなにもしないでいては、生まれた子供も藤江家の孫だと認めてもらえないかもしれない。そうなると子供が可哀想で、夫の気苦労も増えるのではないだろうか。

　成美は広いダイニングテーブルでひとり、親子丼と和風サラダの昼食を取りながら、義母との関係改善に向けて頭を悩ませる。

　しかし食べ終えても妙案は思いつかない。代わりに気づいたのは、話し合いもせずに考えているばかりでは、解決の糸口さえ見つけられないという事実だ。

　食べ終えた食器を急いで洗い、出かける支度をする。

　これから夫の実家を訪ねるつもりだ。

　止められるのがわかっているので朝陽には事後報告することにし、義母に電話してお伺いも立てない。

（きっと会ってもいいとは言ってくださらない。押しかけて申し訳ないけれど、話さなければなにも変えられないもの。留守なら出直そう）

　上品なデザインのスカートとブラウス、薄手のカーディガンに着替え、ハンドバッグを手に自宅を出た。夫の言いつけを守り、個人タクシーを呼んでマンション前から乗り込む。

「奥様、毎度ありがとうございます。今日もご受診ですか？」

「いいえ、今日は主人の実家にお願いします」

「藤江様のお屋敷に……かしこまりました」

　五十代の運転手の男性には妊婦検診で産婦人科へ通う際にもお世話になっている。いつもは退屈しないよう話題を振ってくれるのだが、今日は成美からピリピリした緊張感が漂っているのか無口だった。

　手土産がないと気づいて途中で和菓子屋に寄ってもらい、菓子折りを用意した。その紙袋の持ち手を握りしめ、車窓の景色も見ずに挨拶の言葉を探していた。

（事前にご連絡差し上げず、突然押しかけて申し訳ございません。玄関先でいいので少しだけお話させてもらえないでしょうか？　こんな感じでいいかな。でも前に伺った時、朝陽さんも一緒だったのに玄関の中にも入れてもらえなかった。私ひとりなら門前払いかも）

　とにかく行ってみなければわからない。

　時刻は十四時。自宅を出てから四十分ほどで夫の実家前に着き、成美は覚悟を決めてタクシーを降りた。

　どれくらいの訪問時間になるのか見当もつかないので、タクシーには待っていてもらわず引き返してもらった。

（大きなお屋敷ね）

　見るのは二度目だが、広い敷地の日本家屋に気圧されそうになる。建物より古いと夫が言っていた正面の門は開いていた。

　門前払いでは困るので成美はそっと敷地内に入り、玄関の引き戸の前に立つ。緊張して手が汗ばみ、鼓動は早鐘を打ち鳴らしている。

（大丈夫。話せばきっとわかってもらえる。話さなければなにも変えられない）

　深呼吸をしてから呼び鈴に手を伸ばそうとしたが、人の気配を感じて右側に広がる庭を見た。

　春咲きの椿が美しく、立派な枝ぶりの松や紅葉、イチョウが植えられ、大きな石や池で構成された美しい日本庭園だ。

　その庭の椿の下で、和服姿の女性が下を向いてうろうろしていた。

（お義母様だ！）

　成美は庭の手前まで進み、数メートル先にいる義母に意を決して声をかける。

「ごめんください」

　振り向いた義母の顔がたちまち険しくなる。化粧砂利を踏んで足早にこちらに来ると、成美と対たい峙じして声を荒げる。

「なにしに来たのよ！　敷地内に入っていいと許可した覚えはありません」

「申し訳ございません。どうしてもお義母様とお話がしたく――」

「帰ってちょうだい。今、探し物をしていて忙しいのよ」

　下を向いてうろうろしていたのはそのためだったようだ。

「なにをお探しですか？　私も一緒に探します」

「そんな見え透いた親切で取り入ろうとしても無駄よ。あなたを藤江家の嫁だと認めませんから」

　困っている人を見過ごせないのは小さな頃からの成美の性分だ。

　気に入られるチャンスだと思ったのではなく、純粋な気持ちで協力を申し出ている。

「認めてくださらなくても一緒に探します。それがないとお義母様はお困りになるんですよね？」

　義母は真剣な成美の顔を見て黙り込み、プイと顔を背けた。

「お節介なのね」

　独り言のように呟いて、なくし物について話す。

　それはエメラルドのペンダントトップがついたプラチナチェーンのネックレスなのだそう。デザインは古いが気に入っており、よく身につけているらしい。

　今日は華道のお稽古の日でそのネックレスをつけていこうとしたが、いつもしまっている引き出しになかったという。

　お稽古どころではなくなり、朝からずっと探しているそうだ。

「お庭でなくされた可能性が高いんですか？」

「どこでなくしたのかわからないわ。家政婦とふたりで家中を探しても見つからないから、庭かもしれないと思っただけよ。よく利用するタクシー会社や、駅と警察の遺失物センターにも問い合わせたけれど、届いていないそうよ」

「最後に身につけたのはいつですか？」

「それを覚えていれば、こんなに広範囲を探さないわよ」

　近所の買い物や散歩に行く時もつけるし、どこにも行かない日もなんとなく引き出しから出して首に提げることがあるという。使用頻度が高すぎて、覚えていないらしい。

（協力するにしてもどこを探せばいいのかわからない）

　成美が眉尻を下げるのと同時に、義母がハッとした顔をした。

「一昨日、お友達と歌舞伎を観に行ったの。その時につけていたのは確かだわ。『ジュエリーをたくさん持っているのにまたそのネックレスなの？』と笑われたのよ。帰宅して外したかどうか覚えていない。チェーンの留め具が壊れて、歌か舞ぶ伎き座ざで落としたのかしら」

　劇場に電話をかけると言って義母は駆け出し、玄関から家の中に消えた。必死な様子なので、そのネックレスをいかに大切にしていたのかが窺えた。

（大切な思い出があるのかも）

　成美は朝陽からプレゼントされたアクセサリーの数々を思い浮かべた。

　どれも大切にしているが、婚約指輪よりも思い出深いのは最初に贈られたダイヤと真珠のイヤリングだ。初めてのデートで格式高いフランス料理の店に連れていかれ、ドレスコードを気にして入店をためらっていたら、デートの締めに贈る予定だったイヤリングを先にくれた。

　高価なジュエリーをつけると着ていた普通のワンピースがランクアップして見え、成美は心を楽にして美味しい食事を楽しめたのだ。

　イヤリングをつければその時の夫の優しさを思い出し、ときめきや喜びも蘇った。

（あれがなくなったら私も必死に探す。お義母様の思い出がどのようなものかわからないけど、絶対に見つかってほしい）

　引き戸が開けっ放しにされているので、成美は「お邪魔します」と小声をかけておそるおそる玄関内に入らせてもらう。

　和風の外観とは違い中は洋風で、玄関の先は半円の小さなホールになっていた。古い床板は艶やかに磨かれ、新しいものには出せない味わい深い光沢を放っている。

（素敵な玄関。お義母様の趣味がいいのね）

　たたきで待ちながら、劇場で落とし物として保管されているのを願ったが、戻ってきた義母は肩を落としていた。成美が玄関に立ち入ったのを怒る気にもなれないようで、上がり框かまちで深いため息をつく。

「歌舞伎座にはないそうよ」

「そうですか、残念です。あの、そこまでの道のりで落とされたのでは。どこを歩いたか教えていただけませんか？　私が探しに行きます」

「行きはタクシーよ。でも帰り道で落とした可能性はあるわね……」

　古くからの友人ふたりと昼の部の公演を観て、十五時頃に劇場を出たそうだ。その後、三人で蕎そ麦ば屋やに行く予定でいたが、友人のひとりが『久しぶりにもんじゃ焼きが食べたいわ』と言うので月つき島しままで徒歩で移動した。

『たまには歩いて足腰を鍛えないとすぐにおばあさんになる』

　三人とも還暦間近なので、もうひとりの友人が笑ってそう言ったらしい。

　成美はハンドバッグから手帳を出し、メモしながら真剣に聞いている。

　歌舞伎座のある東ひがし銀ぎん座ざから月島まで最短ルートを通ったのではなく、あちこち寄り道したという。通った道や立ち寄った場所、見たものなど、義母が覚えている限りの情報を書き留めて手帳を閉じた。

「これから探しに行ってきます」

　玄関を出ようとして腕にかけている紙袋に気づいた。振り向いて紙袋から出した菓子折りを差し出す。

「よろしければ、こちらをお召し上がりください」

「和菓子？　美味しい店をたくさん知っているからいらないわ」

「そ、そうですか。お好みに合わせられず、すみません」

　押しつけは迷惑かと思い、持ち帰ろうとしたら、上がり框に現れたエプロン姿の中年女性がサッと手を伸ばして受け取ってくれた。

「朝陽さんの奥様ですね？　初めまして、家政婦の田中と申します。ちょうどお茶菓子を切らしていたので、こちらありがたくいただきます」

「田中さん、余計なことをしないでちょうだい。それにこの子は息子の妻じゃないわ。結婚を許していませんから」

「まぁまぁ奥様、そう怒らずに。お話が聞こえたんですけど、ネックレスを一緒に探してくださるとは、ありがたいじゃありませんか」

「どうせ見つかりませんよ。口だけで、本気で探す気もないでしょうし」

　フンと鼻を鳴らされ、そっぽを向かれた。

「そんな……！」

　成美が首を横に振ると、義母が急に弱々しい声になる。

「いいのよ、もう。諦めたわ。いえ……もうとっくの昔に諦めているのよ」

（とっくの昔？）

　どういう意味かはわからないが、つらく悲しそうな声に成美まで胸が痛くなる。

　義母は肩を落としたまま玄関ホールから伸びる廊下の奥へと引き上げた。

「奥様が色々とすみません」

　家政婦の田中が謝ってくれて、成美は一礼して夫の実家を後にする。

（絶対に見つける）

　たとえ認めてくれなくても、義母に悲しい顔のままでいてほしくなかった。




　夫の実家を出てから三時間半ほどが経つ。

　成美はネックレスを探しながら隅すみ田だ川がわ沿いを歩いている。ここは道幅の広い遊歩道になっていて、ジョギングや散歩をする人、観光客の姿も目立つ。

　しかし間もなく日没で、人通りがまばらになった。空は紫がかった紺色に変わろうとしており、緩やかに流れる川面は外灯やビル明かりを反射させている。足元に不自由のない明るさは残されているが、小さなネックレスを探すのはさらに難しくなった。

（どうしよう。見つからない。これで三往復目なのに）

　東銀座の歌舞伎座前でタクシーを降りた成美は、そこから義母が一昨日通ったルートを徒歩で辿たどった。

　築つき地じ市し場じょう近くの乾物屋や稲荷神社など、寄り道したと言っていた場所を探し、もし見つけたら連絡をくれるよう従業員にお願いしてきた。もちろん、もんじゃ焼きの店にも確かめに行ったが、残念ながらまだ見つかっていない。

　目を皿のようにしながら下を向いて歩くのは、腰への負担が大きい。もっとお腹が大きかったら、探すのは無理だったろう。

　足を止めた成美は遠くを見ながらため息をついた。

　ついに完全に日が沈み、川の色が一段と濃くなる。遊歩道沿いにはベンチがあり、吸い寄せられるように腰を下ろしてだるくなった足を労わった。

　お腹に子供がいることは忘れていない。焦りを感じつつも休める場所を見つけて時々座るようにしていた。

　休憩すると寒さを感じて、自分の体を抱きしめる。

　自宅を出た時には二十度超えの暖かさだったので、ブラウスの上に薄手のカーディガンという軽装だ。日が落ちると気温がグッと下がり、そろそろ帰ろうかと迷い出す。

（体を冷やしたくない。今日は家で食べると言っていたから、朝陽さんのお夕食の準備もしないと）

　帰らなければならない理由を心に並べたが、義母の悲しそうな顔が頭から離れない。諦めると言っても、本心はそう思っていないはずだ。

（あと三十分だけ探そう）

　疲れた体に鞭むちを打って立ち上がったら――。

「成美！」

　遠くから呼びかけられた。

　驚いて振り向くと、スーツ姿の朝陽が駆けてくる。成美の前で足を止めた彼は、顔をしかめて苦しそうに肩で呼吸していた。

「朝陽さん、どうしてここにいるんですか!?」

　すべて事後報告するつもりでいたので連絡していない。どうやって居場所を知ったのかと不思議に思ったら、大声で叱られた。

「どうしてじゃないだろ！　身重の体でなにやってんだ！」

　夫の本気の怒り顔を見るのは初めてで、成美はビクッと肩を震わせた。

「心配かけてごめんなさい。あの、これには事情が――」

「ネックレスを探していたんだろ。三十分前に母から電話がかかってきたから知っている」

　朝陽は怒りを抑えようとするかのように目を閉じて深呼吸し、話を続ける。

『まだ探し続けているかもしれないから、一応知らせておくわ。たかがネックレスひとつなくなったくらいで、いらないお節介よと言っておいて。本気で探す気はなかったのかもしれないけれど』

　早く退社するために仕事にスパートをかけていたら、電話がきてそのように言われたそうだ。

（お義母様が私の心配をしてくださったんだ……）

　言い方は棘だらけだが、暗くなってきてもまだ探しているのではないかと気遣ってくれたようだ。少しは受け入れてもらえたのではないかと期待し喜びかけたが、夫に厳しい目を向けられて首をすくめた。

「長時間ネックレスを探して歩き回るとは、どうしてそんな無茶をするんだ。その上、電話しても繋がらない。どれだけ心配したと思っている」

　仕事を途中で切り上げた夫は、成美がどこを探しているのかを母から聞き出し、歌舞伎座からここまで走って捜したという。

（えっ、携帯電話は鳴らなかったけど……）

　慌ててハンドバッグから携帯電話を出して確認すると、充電が切れていた。

　これは成美の大きな落ち度で夫の仕事に影響を与えて申し訳なく思い、厳しく怒られても仕方ないと感じた。

「朝陽さん、ごめんなさい」

　深々と頭を下げれば、背中にスーツのジャケットがかけられた。

「袖を通して着てくれ。体を冷やしてはいけない」

　その声に優しさを感じ、顔を上げると、朝陽は怒りを解いた顔で嘆息している。ベンチに座るように言われ、並んで腰かけた。

「突然、菓子折り持って押しかけてきたとも母が言っていたな。どうしてひとりで勝手に会いに行ったんだ？　関わらなくていいと言ってるだろ」

　それについては後悔していないので、成美は夫の目をまっすぐに見返した。

「朝陽さんは悩んでいますよね？　私とお義母様の板挟みで苦しむ朝陽さんを見るのが、私もつらいです。守られるばかりでなく、私もあなたの力になりたい。お腹のこの子も、お義母様を含めた家族みんなに祝福されて生まれてきてほしいんです」

　もっと頼ってほしかった。夫婦で困難に立ち向かおうと言ってほしかった。

　けれども夫は困り顔で首を横に振る。

「気持ちは嬉しいが母に関われば君が傷つく。今後は心配かけないように気をつけるから、いつか認めてくれるまで静かに待っていてくれないか？」

「いつかなんて悠長なこと言わないでください。私はすぐにでも朝陽さんを悩みから解放したいんです。勝手に会いに行ったのは申し訳ないと思っています。でもお義母様について聞いてもあなたは話してくれない。夫婦なんですから相談してほしいです。私はそんなに頼りないでしょうか？」

　夫の腕を掴み切実な気持ちで訴えかけると、驚いたような顔をされた。

「成美……」

　か弱い妻だと思われていたのかもしれないが、言うべき時には主張する。それは以前から変わらない性格だ。

　朝陽は空を仰ぎ、迷っているかのように黙り込む。

　端整な横顔を見つめてじっと待つこと数分して、夫が川面に視線を止めて話し出した。

「成美は強いんだな。夫として守らねばという思いが先行し、君の気持ちを汲くめず申し訳ない。これからはどんな悩みも相談すると約束しよう。俺の母は――」

　義母の精神的な不安定さは、結婚の挨拶をしに行くにあたって教えてもらっていたが、自殺未遂や朝陽への強い執着については知らなかったので驚いた。

「父と兄は仕事にしか興味がないから母に無関心なんだ。母は家族の愛情に飢えているのだと思う。結婚してから急に呼び出しが多くなったのを考えると、俺まで自分を見捨てて離れていくのではないかと不安なのだろう。兄にはお前も距離を置けばいいと言われたが、それはできない。手首を切って倒れていた母を、見てしまったからな……」

　朝陽が苦しそうに謝る。

「迷惑をかけてすまない」

　今後も急な呼び出しで帰宅が遅くなったり、予定の変更やキャンセルをお願いしたりする日もあるだろうという見立てからの謝罪だ。

　成美は首を横に振り、迷惑には思わないと伝えた。

　あの広い屋敷で寂しさに耐える義母を想像すると、胸が痛む。成美へのあたりの強さは、家族からの愛情に飢えているせいなのだろう。

『私を忘れないで』という義母の心の叫びが聞こえるような気がして、なんとかしてあげたいと思った。

（私にできることは……）

「お義母様の苛立ちを受け止めることはできます。ご迷惑を承知の上で、また会いに行ってもいいでしょうか？」

　怒りや不満をぶつける相手がいれば、少しは心が晴れるのではないだろうか。寂しさを解消させられなくても、紛らわせるくらいはできそうな気がした。

　しかしぎょっとした顔の夫に慌てて止められる。

「頼むから無茶しないでくれ。妊婦にストレスは大敵だろ」

「ストレス？　それでしたら心配いりません。私、真面目すぎる硬すぎると言われて学生の頃はクラスで浮いた存在だったんです。ですから拒否されたり、嫌われたりするのに慣れています」

「慣れるなよ……」

　呆れのため息をついた夫が、「さて」と立ち上がった。

「夜は冷えるから、続きは帰ってから話そう」

「でもお義母様のネックレスをまだ見つけていません」

「ネックレスの一本くらいなくしても困らない。タンスの引き出し二段分がジュエリーで埋まっていたはずだ。たかがネックレスだと本人も言っていたぞ」

（それは違う）

　午前中から必死に探していた様子で、諦めると言った時にはひどく落胆していた。大切な思い出のあるネックレスだと成美は確信しているが、結婚指輪しかアクセサリーを身につけない朝陽には想像できないのかもしれない。

　辺りはすっかり夜の様相で探すのが困難だが、諦めきれない思いでいる。

　もう少しだけ、この遊歩道沿いだけでも探したいと言おうとしたら、川の方から急に賑やかな声がした。

　見ると屋形船がゆっくりと航行しており、提灯の連なる窓辺に大勢の宴会客の姿が見えた。船全体を輝かせるような窓明かりを眩しく感じたら、数メートル先のテラスの欄干でなにか小さなものがキラリと光った。

「朝陽さん、あれはなんでしょう？」

「ん？　屋形船だろ」

「違います。そこの欄干に一瞬だけ、小さな緑の光が見えたんです。ほら、また。あれって……もしかして!?」

　思わず勢いよく立ち上がり、欄干に向けて駆け出した。

　慌てて後を追ってきた夫に叱られる。

「走るな。頼むからもっと体を気遣って――」

「あった……ありました！　お義母様のエメラルドのネックレスは、これですよね？」

　欄干に引っかかっているネックレスをそっと指でつまんで、手のひらにのせた。留め具が壊れているが、プラチナチェーンやペンダントトップに破損はないようだ。

　三往復しても気づかなかったのは、地面ばかり見て探していたせいだろう。

　ここにあったということは、友人とお喋りしながら川を眺めていたのかもしれない。

　明かりに照らされたエメラルドが輝いてくれなかったら気づけなかったので、このネックレスが持ち主のもとに帰りたがっているように感じた。

「見つかってよかった……」

　心底ホッとして大きく息をつく。

　隣に立つ朝陽はネックレスを真顔で凝視しており、喜んでいないように見えた。それに不満を感じて夫の間違いを指摘する。

「たかがネックレスではないです。お義母様は必死に探していらっしゃいました。なくしてものすごくショックだから、あえてそういう言い方でなんとか諦めようとしたのだと思います。お義母様の性格は朝陽さんの方が知っているでしょう？　私のことまで心配してくださって、根はお優しい方のように感じました」

　朝陽が切なげに顔をしかめ、深く頷いた。

「旧家で生まれた母はお嬢様と呼ばれて育ち、わがままなところがある。だが家族を愛して尽くす優しさもある」

　体にいいものを子供に食べさせたいとおやつはいつも母の手作りで、科学館や博物館、水族館に人形劇など、幼少期の朝陽と義兄をあちこちに連れていってくれたそうだ。通いの家政婦がいても、子供の世話を任せなかったという。

　不在がちな夫がたまに帰宅すると、張りきって食べきれないほどの夕食を作り、子供の面倒を少しもみない夫を決して悪く言わなかった。

『便利な家電はお父さんの会社が作っているの。きっと日本中の主婦がお父さんに感謝しているわ。お父さんは日本一素晴らしい人なのよ。あなたたちもお父さんのような立派な大人になりなさい』

　事あるごとにそう言って夫を立てるから、関わりの薄い父親に朝陽は憧れて育ったのだ。

「成美の言う通りだ」

　深刻そうな顔で嘆息した朝陽が、ネックレスを持った成美の手を両手で包む。

「なくしたのはこれだったのか。母は昔からよくこれを使っていた。子供の頃に一度、聞いたことがある。たくさん宝石を持っているのに、なぜいつも同じものばかりつけるのかと」

　このネックレスにまつわる母親の思い出を、朝陽は知っているのかもしれない。鼓動を高まらせて続きを待ったのだが、返ってきたのは内省に沈む夫の独り言だ。

「贈った方は覚えていないだろう。それでも言わなければ。怖がって逃げるのは、もうやめだ」

（どういう意味？）

　聞きたくても、夫が思いつめたような険しい顔をしているから声をかけられない。ひんやりと湿った夜風が川の方から吹きつけて、成美はくしゃみをする。

　それでハッと我に返った夫が、慌てて成美の肩を抱いて歩き出した。

「急いで帰って風呂で体を温めるんだ」

「お義母様が待っています。ネックレスをすぐにお届けした方がいいと思うんです」

「見つかったと俺から連絡を入れるよ。きっと今夜は安心して眠れるだろう。届ける前にひとつやらねばならないことがあるんだ。それをしてから、週末に一緒に届けに行こう」

　朝陽の目に決意と頼もしさがにじんでいる。

　なにか考えがあるのだろうと夫を信じ、成美は黙って頷いた。




　それから三日が経った日曜日に、成美はネックレスを届けるために朝陽と一緒に夫の実家を訪ねた。

　玄関の上がり框で出迎えた義母は今日もきれいに和服を着こなし、相変わらずの刺々しい態度だ。成美と視線を合わせようとしないので朝陽がひと言お礼を言うよう促すと、フンと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「探してちょうだいと頼んだ覚えはないわ。まったくお節介ね。見つけたからといって、藤江家の嫁だと認めるつもりもありません」

「そんな失礼な言い方はないだろ。成美は四時間近くも歩き回ったんだぞ」

「朝陽さん、見つけてお返しできたら、それだけで私は嬉しいので……」

　一昨日、ジュエリーショップでネックレスの壊れた留め具を直してもらった。チェーンとペンダントトップは磨いてもらい、エメラルドの深い緑色がさらに美しく見える。

　ビロード張りの細長いケースに入れてもらったネックレスをバッグから取り出し、両手で差し出すと、義母が奪うように受け取った。すぐに蓋を開けて中を確かめ、ホッとしたように表情を緩める。指先を軽くエメラルドに触れ、目を細めて微笑んだ。

「おかえりなさい。落としてしまってごめんなさいね」

（お義母様が嬉しそう。見つかって本当によかった）

　十分に苦労が報われた気がして、爽やかな気分で会釈する。

「それでは私はこれで失礼します。朝陽さんはゆっくりしていらしてください」

　嫁として認められていないので、中に上げてくれないだろうと思ったのだが――。

「せっかちな人ね。お茶くらい飲んでいきなさいよ」

（えっ？）

　義母は洗練された身のこなしで踵を返すと、玄関ホールから続く廊下の奥へとサッサと行ってしまう。

「田中さん、朝陽たちにお紅茶とケーキを。使いかけの茶葉は駄目よ。新しい缶を開けてちょうだい」

「はい、奥様」

　家政婦への指示を聞く限り、歓迎されているようだ。夫と顔を見合わせた成美は一緒に吹き出し、慌てて口を押さえた。

「母さんはああいう性格なんだ。すまないな」

「いいえ、お茶を飲もうと言っていただけて嬉しいです」

　目上の人に対して失礼かもしれないが、義母のツンデレな性格を可愛いと感じた。

　嫁として認めないと言っても、本心では結婚を許そうとしているのではないかと期待も湧く。心を弾ませて上がらせてもらい、夫の案内でリビングに入る。

　古い洋館のような素敵なインテリアに感嘆し、アンティーク調のソファに朝陽と並んで腰かけた。

　家政婦の田中がニコニコしながら苺たっぷりのショートケーキと紅茶を出してくれる。

「朝陽さんの奥様は紅茶でよろしいですか？　コーヒーの方がお好きでしたら、すぐに淹れ直してきます」

「いえ、私も紅茶がいいです。妊娠中なのでコーヒーを避けているんです」

　まったく飲めないわけではないが胎児に影響するため、一日のカフェイン摂取量には気をつけている。コーヒーは含有量が多くすぐに上限に達してしまうため、水分補給は水かノンカフェイン飲料にして、自宅でひと息入れる時は紅茶か緑茶を二杯までと決めていた。

　妊娠をサラッと口にしたのは、とっくに朝陽が母親に報告していると思っていたからだ。

　しかし夫はしまったと言いたげな顔をし、テーブルを挟んで向かいのソファに座る義母はたちまち目をつり上げた。

　大事そうに持っていたネックレスをケースごとテーブルに置くと、立ち上がって息子夫婦を叱りつける。

「妊娠ですって!?　どうして黙っていたのよ！」

「朝陽さん、報告していなかったんですか？」

「折を見て話そうと思っていたんだが――」

　集めた見合い話に息子がひとつも応じないため、ここ数か月は特に不機嫌だったらしい。嫁だと認めていない成美の妊娠を聞かされたら、ヒステリックに怒るくらいならまだいいが、精神状態が悪化するのではないかと心配したそうだ。

　それで機嫌のいい時を待っていたという。

　息子の言い訳を聞いて、義母の怒りがさらにヒートアップする。

「私を気遣って言う機会を探っていたですって？　馬鹿じゃないの。朝陽が気遣う相手は妊娠した成美さんでしょう！」

　初めて名前で呼ばれたため、成美は目を丸くした。成美を気遣えと息子を叱る言葉にも驚き、その後には期待が大きく膨らむ。

「お義母様……」

　結婚を許してもらえた気がして微笑んだのだが、険しい顔をされる。

「馬鹿なのはあなたもです。なんという無茶をするのよ。あなたの懐妊を知っていたら、協力させなかったのに」

　強い口調で非難してから、唇を震わせ泣きそうな顔をした。

「四時間も探していたって、つらかったでしょう。こんなネックレスのために、ごめんなさい……」

「お義母様は少しも悪くないので謝らないでください」

　成美は立ち上がって義母に歩み寄り、ついに顔を覆って泣き出したその背をさする。

「私を心配してくださってありがとうございます。休み休み探したので大丈夫です。赤ちゃんも元気ですから。どうしても見つけたかったんです。そのネックレスはお義母様にとってすごく大事なものだと感じたので。昨日、朝陽さんに聞きました。お義父様からの最初の贈り物だというお話を」

　朝陽が子供の頃に尋ねたら、母が頬を染めて教えてくれたそうだ。

『お父さんから初めてプレゼントしてもらったジュエリーなのよ』

　結婚する前の娘時代の思い出らしい。デザインがすっかり古くなったそのネックレスを大切に使い続け、なくしてしまったら必死になって探すのは、今でも夫を深く愛しているからだろう。

　隅田川沿いの遊歩道でネックレスを見つけた後、朝陽は『ひとつやらねばならないことがある』と言っていたが、それは義父の説得だった。

　あの日の夜、朝陽は何度も連絡を取ろうとしていた。なかなか繋がらなかったが、零時近くになってやっと義父が電話に出た。

　今後は何事も夫婦で相談するという約束をしたため、成美にも会話を聞いてほしいと、フリーハンドでの電話だ。

　朝陽は寂しがっている母親の精神状態を説明し、エメラルドのネックレスをなくして必死に探していた話もした。母の愛情を父に伝えようとしたのだが、それに対する返事は冷たく、狙いから大きく外れていた。

『新しいジュエリーを贈れと言うのか。限度額のないカードを渡してある。欲しいなら自分で買うだろう。くだらない相談をするな』

『そんな話はしていません。母さんが寂しがっていると言っているんです。それは息子の俺がいくら通っても埋められない。夫からの愛情に飢えているんですよ。もう何十年も。なぜ母さんを顧みないんですか。これまで何度も精神的な不調を伝えたでしょう。それでも息子任せでなにもしない』

『前提条件が違う。俺の仕事が忙しく構ってやれないのを承知の上で結婚を承諾したんだ』

　妻に対し今後もなにもする気はないと言わんばかりの主張に聞こえた。

　そんな義父の言葉に成美は落胆したが、朝陽の目は諦めていなかった。深呼吸して片手を握りしめると、語気を強めて父親に意見した。

『仕事を言い訳にして無責任な真似をするな！』

（朝陽さんが、お義父様を叱っている……）

　結婚の挨拶をしに行った日に一度だけ義父と話したが、その時の朝陽の態度や口調から父親を恐れているのだろうと感じていた。上司のような存在で無理もないと思うが、親子らしい雰囲気が少しもないのが気になっていた。

　しかしこの時の朝陽は恐れていられないと、必死に父親に立ち向かっていた。

『エメラルドのネックレスは俺の妻が探し出してくれました。次の日曜の十五時頃、それを渡しに実家に行きます。少しでも母さんへの謝罪の気持ちがあるなら、父さんも同席してください』

　強い口調でそう言って、朝陽から電話を切ったのだ。

　成美は夫の母の背をさすりつつ時間を気にした。リビングの壁にかかった振り子時計は十五時十五分をさしている。

（お義父様、お忙しいのかな）

　来る気がなかったとは思いたくない。

　息子の説得が通じず、妻の激しい寂しさを知っても平気で放置し続けられるような冷血漢ではないと信じたかった。

「成美さん、ありがとう。もう大丈夫よ。恥ずかしいところを見せてしまったわ」

　義母が涙をおさめ、ため息をついてソファに腰を戻した。成美も朝陽の隣に戻って座る。

「ケーキと紅茶を召し上がってちょうだい」

「はい、ありがとうございます」

　紅茶をひと口飲んだら、朝陽がさりげない様子で腕時計を確認した。彼も時間を気にしているようで、父に来る気がないと判断したのか諦めのため息を漏らした。

　成美の胸にも残念な思いが広がる。

（三日前、『もうとっくの昔に諦めているのよ』とお義母様が言っていたのは、お義父様についてだったのかな。お義父様から愛されるのを諦めた……そういう意味なのかも）

　ジュエリーケースを手に取って蓋を開け、エメラルドのペンダントトップを見つめる義母が力なく微笑んだ。

「これが戻ってきただけでもう十分だわ。あの人との大切な思い出が詰まっていて、私の宝物なのよ。本当にありがとう」

　お礼を言われても心が痛くて喜べない。義母の寂しさが癒える日はこない気がして、なんの力にもなれなかったと目を伏せた。

　するとリビングのドアが開いた音がした。下がっていた田中が戻ってきたのだろうと思い、なにげなくドアに振り返って驚いた。

　がっしりと体格のいい初老の男性が無言で入ってくる。朝陽の父親だ。

　休日も仕事だったのか濃いグレーのスーツ姿で、短い髪をオールバックにまとめている。髪の三分の一ほどが白くても老いより貫かん録ろくを感じさせた。視線を合わせた者が身構えてしまうような冷たい印象の切れ長の目をしているが、今は眉尻が下がって、前回会った時より迫力がないような気がした。

（お義父様が来てくださった。朝陽さん……！）

　心の中で呼びかけ夫の手に触れると、軽く握ってくれた。口角を上げて頷いた朝陽が真剣な視線を父親に戻す。

　義母は驚いて、上擦るような声を出した。

「あなた、一体どうしたの？」

　たまにしか帰宅しないが、その際には必ず連絡があるのかもしれない。

　事前の連絡もなく夫が突然帰ってきた理由を探しているようだが、見当がつかないのか義母は戸惑っていた。

　妻が座るソファの横に立った義父は、落ち着いた低い声で話す。

「朝陽に呼ばれたんだ。ネックレスをなくして探していたそうだな」

「え、ええ。でもこの通り、手元にあります。成美さんが探してくださったのよ」

　切れ長の目がこちらに向いて、成美は慌ててお辞儀した。

　会うのは二度目で義母のように結婚を反対はされなかったが、成美への関心は薄くまともに挨拶させてもらえなかった。緊張して背筋を伸ばすと、思いがけず労われた。

「探すのは大変だったろう。迷惑をかけてすまなかった。見つけ出してくれたことに感謝する。このネックレスには私たち夫婦の大切な思い出があるんだ」

「あなた、覚えているの……？」

　義母は夫が突然帰ってきた時より目を丸くしていた。

　ネックレスケースに手を伸ばした義父は、ごつごつした指でそっとチェーンをつまみ上げた。

　左右に揺れるエメラルドが着物の衿えりに触れ、義母は言葉が出ないほど驚いている。

　妻の首にネックレスをつけた義父が真剣な目をする。

「安物ですまない。今はこれくらいしか買えないが、必ず社を大きくして由ゆ紀き子こさんに相応しいもっと高価な宝石を贈ると約束する。だから俺の恋人になってくれないか？」

（由紀子さんはお義母様の名前よね。恋人って……？）

　一瞬どういう意味かと戸惑ったが、ネックレスを贈った当時の言葉の再現だと気づいた。

　義母は大きな目をさらに見開いて、たちまち涙をあふれさせた。

「嬉しかったあの時の思い出を大切にしているのは、私だけかと思っていたわ……」

「何十年経っても覚えているさ。高たか嶺ねの花だった由紀子に恋焦がれ、玉砕を覚悟で交際を申し込んだんだ。君が応えてくれて嬉しかった気持ちも忘れていない。俺にとっても大切な思い出だ。しかし――」

　一度言葉を切った義父が申し訳なさそうに眉根を寄せ、声のトーンを下げた。

「寂しい思いをさせてすまなかった。俺はあの日の約束を守ったつもりでいたんだ。高価な宝石を含め、欲しい物はなんでも買える裕福な暮らしを与えれば、君は幸せだろうと思っていた。それに、俺が家にいれば由紀子は大変だろうと……」

　最初は仕事が忙しいという理由だけで不在がちだったのだが、子供が生まれてからはさらに自宅から足が遠のいたという。

　自分が帰れば妻が大量の料理を作り、家政婦と一緒になって隅々まで掃除をし、夫に尽くそうとする。息子の世話をしながらなので大変そうに見え、帰ってきて申し訳ないと感じたそうだ。子供への接し方がわからず、家事をしている間は自分が世話をするとも言えなかったらしい。

　少しも子供の面倒をみなかった罪悪感もあって家に帰りづらかったのだと、義父が反省しているように言った。

「朝陽に怒られたんだ。仕事を理由にして無責任なことをするなと。まったくその通りだ。俺は由紀子から逃げていた。申し訳なかった」

　目の前で深々と頭を下げた夫に、義母が涙ながらに訴える。

「私は愛されていないと思ってずっと悲しかった。あなたにもっと家に帰ってきてほしいから居心地よくしないと、と思って頑張ったのよ。それが逆に、あなたを帰りにくくさせていたなんて……ごめんなさい」

「由紀子に少しの非もない。すべては俺の心が弱かったせいだ。贅沢だけ与え、嫌われないよう接触を避けていたんだ」

「明あき憲のりさん、私は贅沢したいと思っていないわ。ジュエリーはこのネックレスひとつで十分。その代わりにあなたから愛され、必要とされていたい」

　ソファからスッと立って向かい合った妻を、義父が抱き寄せた。

「愛しているよ。ネックレスを贈った時と少しも変わらず。会社近くのマンションは売却の手続きをした。自宅は由紀子のいるこの家だけにする。もう寂しい思いはさせないと約束しよう」

（夫婦でこの家で暮らすのね、よかった……）

　何十年もの寂しさがやっと解消され、義母の心が救われたのを感じた。

　嬉しくて成美の目にも涙がにじんだが、朝陽に気まずそうな声で耳打ちされる。

「帰ろう」

「あっ、はい」

　息子として成美以上に喜びホッとしているはずだが、目の前で両親の抱擁を見続けるのは厳しいようだ。そっとリビングから出たふたりは家政婦だけに見送られ、朝陽の車で実家を後にする。

　国道に入ってから、成美は喜びの感情をあふれさせた。

「お義父様とお義母様、まるで映画のように素敵でした。夫婦の歴史を垣かい間ま見みせてもらった気分で、貴重な体験をさせてもらいました。何十年後かの私たちも、朝陽さんのご両親のようになれるでしょうか？」

　フフッと照れ笑いしながら隣に問いかけると、運転席から横目で睨まれた。

「俺に家に帰ってきてほしくないの？」

「違います！　年齢を重ねても、愛していると言い合える夫婦になりたいという意味です」

　自宅まではしばらく直進のはずなのに、朝陽がウインカーを出して市道へ左折した。

　通行の妨げにならない場所を見つけて路肩に停車すると、助手席に身を乗り出して成美の唇を奪う。

（突然こんなところで……!?）

　たちまち真っ赤になって通行人を気にしたら、夫がやけに真剣な顔をする。

「俺は父のようにはならない。憧れるのをやめたんだ。仕事の仕方も、夫としても父親としても、俺は自分らしく進む」

「は、はい」

　自分らしく突き進むのは賛成だが、どうしてそのような宣言をしたのだろうと目を瞬かせた。

　するとフッと表情を和らげた朝陽が成美の頭を撫でる。

「自覚がないようだが、成美は俺と両親の心を救ってくれたんだ。ありがとう。成美は最高の妻だ」

（私、そんな偉業を成し遂げた？）

　ネックレスを見つけた以上のことはしていないと首を傾げたらクスッと笑われ、優しく目を細めた夫にまた唇を奪われた。










真面目な娘




　夏が過ぎて秋も深まり、高層ビルが建ち並んだ街に木枯らしが吹き抜ける。

　ここは総合病院の特別室で、病衣を着た成美は点滴を受けながらベッドに横になっていた。

　傍らに付き添うのはスーツ姿の朝陽で、三十分ほど前に仕事を切り上げて駆けつけてくれた。ベッドサイドに椅子を寄せて腰かけ、血色の悪い妻の顔を心配そうに見つめる。

「体調が悪い中での睡眠不足に栄養不良。倒れて当然だと医師に言われた。三日間の入院だそうだ。育児を頑張りすぎたんだよ」

　二か月ほど前の九月下旬に、成美は女児を出産した。

　名前は清きよ香か。清らかな女性に育ってほしいと夫婦で考えた名だ。

　清香は三千六百グラムの大きめの赤ちゃんで、骨盤がやや狭い成美の出産は難産を極めた。陣痛に丸二日、分ぶん娩べん台に上がってから三時間苦しみ、胎児の心拍数が下がってきたので緊急帝王切開で出産した。

　分娩台まで立ち会っていた朝陽は、彼らしくなく狼ろう狽ばいしていた。

　妻が亡くなってしまうのではと焦ってもなにもできないため、無力感にさいなまれて落ち込んだ様子でもあった。

　けれども生まれた我が子と対面したら喜びが勝り、初めての抱っこに感激して涙を流しながら成美に何度もお礼を言ってくれた。成美も小さな手にぎゅっと指先を握られたら嬉しくて胸が震え、難産の苦しみはすっかり頭の隅に追いやられたのだ。

　しかし産後の体が相当なダメージを負っているのに変わりはない。その状態で不眠不休の育児に突入し、夫に心配されても元気なふりをした。

　いい母親になろうと張りきっていたため気力は十分だったのだが、体に無理がたたって倒れてしまったのだ。

　ちょうど成美の両親が孫に会いに来ていた時だったので、救急車を呼んでくれて事なきを得た。両親は朝陽にも連絡し、その後は成美の自宅で清香の世話をしてくれている。

（私のせいで両親と朝陽さん、清香にも迷惑をかけてしまった）

「すみませんでした」

「いや、俺の方こそ。育児休暇を取れず申し訳ない。もっと協力すべきだったと反省している」

　社員には育児休暇を勧めているが、社を率いる立場の朝陽の代わりはなく、残念ながら出産日しか休めなかった。もっと協力すると言ってくれても、時間的に無理がある。仕事がある夫に夜間の育児をお願いするのも気が引けた。

（生後二か月だから母親が睡眠不足になるのは仕方ないよ。でも食事は意識して取るようにしないと）

　赤ちゃん優先で忙しく動いていたため、自分の食事を忘れることも度々だった。それくらいしか改善できそうにないと考えていたら、夫に提案される。

「平日の俺のいない時間に成美がひとりで育児をしないよう、ベビーシッターを雇おうと思う」

「えっ、それは困ります」

　乳児期は良好な母子関係の構築に大切な時だと、読んだ育児書に書かれていた。

　喋れない乳児でも自分を一番守ってくれる存在が誰かを理解する。

　授乳してオムツを替え、抱っこしてあやして話しかけて、そうやって毎日世話をすることで、赤ちゃんは母親を絶対的に信頼するようになるのだ。

「私は自分で子供を育てたいんです。人の手を借りたくありません」

「その志は立派だと思うけど、倒れてしまっては元も子もない。ひとりで育児はさせられないよ。無理なんだ」

「無理じゃないです。世の中には双子や三つ子、年子を育てる親がたくさんいます。私は娘がたったひとりなのに、無理だと言っていられません」

　ムキになって言い返し、何度も首を横に振って拒否したら、困り顔の夫に手を握られた。

「落ち着いて聞いて。子供の人数は関係ない。親の気力体力は人それぞれで、子供の性質にも個人差がある。清香は布団に寝かせたら泣くから、抱っこし続けている成美はまともな睡眠が取れていない。加えて難産の末の帝王切開だ。体の回復を優先しないと退院してもまたすぐに倒れるよ。頼むから頑張ろうとしないでくれ」

　優しい説得が心に染みて、今度は冷静に考えてみた。

（朝陽さんの言う通り、人それぞれよね。私はもっと休まなければいけないのかも。でもやっぱり清香のお世話は自分でしたい。どうすれば……そうだ！）

　成美は夫の手を強く握り返して提案する。

「ベビーシッターではなく家政婦さんでは駄目でしょうか？　家事を手伝ってもらえるだけで助かりますし、もし具合が悪くなったら朝陽さんに連絡してもらえます」

「育児を手伝ってくれる人の方がいい気がするんだが……」

　廊下から微かにナースコールの音が聞こえている。

　夕日の差し込む特別室で、自分たち家族のためになにが一番いいのかと、夫婦は時間をかけて話し合った。




　月日は流れ――よく晴れた初秋の日曜日。

　すくすくと成長した清香は今日、一歳の誕生日を迎えた。

「成美さん、バースデーケーキはお食事の後でいいですか？」

「お料理と一緒にテーブルに出してください。清香の機嫌がいいうちに、ろうそくフーッをやってしまおうと思うんです」

　自宅のキッチンで成美と話しているのは、家政婦の牧まき。三十代半ばのショートカットが似合う快活な女性で、小学生をふたり育てている彼女は子供の扱いに慣れている。

　昨年、成美が倒れて入院した際に夫婦で話し合って出した結論は、子育ても手伝ってくれる家政婦を雇うことだった。

　基本的にお願いしているのは掃除、洗濯、料理と買い物だが、夜泣き対応で成美が寝不足の日や疲労を感じている時は、日中の清香の世話を手伝ってもらっている。

　成美は体を休めることができ、自分で育児をしているという実感もあり、牧に来てもらってからは元気に楽しんで子育てしていた。

　あの時、『頑張らないでくれ』という夫の頼みを聞き入れてよかったとつくづく感じている。

　牧とふたりで作った料理をダイニングテーブルに並べる。

　まずは主役の清香の離乳食。完了期に入ったので、だいぶ形のある状態の料理を食べられるようになった。今日は清香の好きな薄切りの食パンに、ハートや星形のトマトやカボチャ、スライスチーズをのせたものと、コーンスープ、ホウレン草とツナとコーンのグラタンを用意した。

　大人用のケーキは有名洋菓子店から買ってきたが、清香のは手作りだ。ホットケーキを重ねて間に水切りしたヨーグルトソースを挟み、上には苺やみかん、キウイにバナナと、清香の大好物のフルーツをこぼれるほどのせた。

　大人が食べる料理はちらし寿司と和風ソースを添えたローストビーフ。ホタテとアボカド、トマトとクリームチーズのサラダに海老と数種類の野菜の生春巻き、はまぐりのお吸い物など全八品で、成美にしたら豪勢に思える料理だ。

　これらを振る舞いたい相手は夫の他に四人いて、今日は夫婦それぞれの両親を招待していた。

　成美の両親が三十分ほど前に来て、先ほど朝陽の両親が到着した。

　両家の顔合わせがないまま結婚生活がスタートし、その後もお互いの両親が揃う機会がなかったためこれが初対面で、今はソファの方で挨拶合戦の真っ最中だ。

「初めまして、朝陽の父親です。大切なお嬢様をいただいておきながら、ご挨拶にうかがわず大変申し訳ございません」

「いえいえ、娘が結婚した時はこちらも色々ありまして。息子さんには我が家の大変な状況を救っていただきました。感謝してもしきれません」

「わたくしも成美さんに助けていただきましたのよ。こうして主人と一緒に孫に会いに来られるのは成美さんのおかげです」

　四人が頭を下げ合っていると、清香を抱いた朝陽が苦笑しながら止める。

「そういうのはナシにしましょう。清香が退屈しているので、たくさん構ってあげてください」

　清香の色白な肌とパッチリとした二重の丸い目は成美に似ている。耳や爪の形、髪の色がやや茶色いのは朝陽似で、ちょこんとした鼻やさくらんぼみたいな唇がどちらに似ているのかはまだよくわからない。

　ふっくらとした頬にムチムチした腕や足、ぽっこり膨らんだお腹が愛らしい。

　今日はおめかしして、夫婦で選んだ落ち着いたピンク色のドレスを着ている。やっと耳下まで伸びた柔らかい髪を飾るのは、ドレスと同じ素材のヘアバンドだ。

　よだれが多いのでスタイは欠かせないのだが、実は両親たちの到着前にそれについて夫婦で少々言い合った。

　朝陽がこの日のために用意した、レースに縁どられた高級スタイを清香が嫌がったのだ。しかし朝陽は泣いている清香をあやすばかりでスタイを外そうとしないから、成美が注意した。

『きっとチクチクするのが嫌なんですよ。いつものスタイにしてください』

『せっかく買ったのに。つけているうちに慣れるだろ』

『慣れるまで不快な思いをさせるのは可哀想です』

『こんなに似合っているのに……仕方ないか』

　結局朝陽が折れて、写真を撮ってから普段使いのスタイに取り換えた。

　繰り返しの洗濯で色あせてしまったスタイでも、清香の愛らしさは少しも損なわれず、祖父母の目が細められた。

「清香ちゃん、今日はいいお洋服着ているのね。似合っていて可愛いわ」

　朝陽の母に褒められた清香が、「あいっ」と元気に片手を上げた。

「もう返事ができるのか」

　驚いているのは成美の父だ。

「パパに似て賢いのよ」

　朝陽を含めて褒めたのは成美の母で、朝陽もまんざらでもない顔をしている。

「バイバイも上手にできます。ハイハイはスピードが上がって、トイレに行こうとしてもすぐに追いつかれるんです。伝い歩きも始まりました。清香、テーブルにつかまって立っちしよう。みんなに歩くのを見てもらおう」

「あーうっ」

　ソファの方では伝い歩きを披露する孫娘に、祖父母が歓声と拍手を送り盛り上がっている。

（朝陽さんたら、あんなに自慢して。すっかり親馬鹿の溺愛パパよね）

　その様子をチラチラと微笑ましく見ながら、成美は牧とふたりで料理をダイニングテーブルに並べ終えた。

「成美さん、私はキッチンを片づけていますので、飲みものの追加やお皿の交換が必要な時は声をかけてください」

「片づけは後回しですよ。牧さんも一緒に席についてください」

「私もですか!?」

「もちろんです。牧さんは家族同然の大切な人ですから。いつも助けてくださって本当にありがとうございます」

　家政婦を雇おうと決めた後、朝陽がすぐに動いて退院前に数人を面接した。

　その中に牧がいて、前に働いていたお宅が海外転勤で引っ越すというので辞めたばかりだったそうだ。

　牧は驚いてから、目を弓なりにする。

「これまで何軒かのお宅で家政婦をしましたけど、成美さんのように優しい雇い主はいませんでした。私の方こそありがとうございます。お言葉に甘えてお料理をいただきますね。清香ちゃんのお誕生会に参加できて嬉しいです」

　牧は家事と育児を手伝ってくれるだけでなく育児相談にも乗ってくれるし、日中に他愛ない話をする相手がいることにどれだけ救われてきたか。改めて牧に感謝するとともに、彼女を選んでくれた夫を頼もしく感じた。

「皆さん、お待たせしました。お食事にしましょう。お席へどうぞ」

　成美は少し緊張して義理の両親を見る。高級料理を食べ慣れているだろうから、手料理が口に合わないかもしれないと気にしたのだ。

　義母は今日も着物をきれいに着こなし、襟元にはプラチナチェーンがチラリと覗いていた。あの時のエメラルドのネックレスだろう。

「まぁ、美味しそう。成美さんはお料理がお得意なのね。朝陽は幸せ者だわ。あなたもそう思うでしょう？」

　義父は元から愛想のない性格なので、着いてからの挨拶合戦の後は清香を囲む輪に交ざらず、ひとりだけ無言でソファに座っていた。

　妻に同意を求められた今も「ああ」と頷くだけだったが、切れ長の目に以前のような冷たさはない。

（わかりにくいけど、お誕生会に招待したのを迷惑には思ってなさそうね）

　六人掛けのダイニングテーブルに子供椅子と牧の席を足したので、狭く感じるほど賑やかだ。

　まずは清香が飽きないうちにとバースデーソングを歌い、手作りケーキに一本立てたロウソクを朝陽が代わりに吹き消した。

　清香は初めての体験に目を輝かせ、小さな手をパチパチと叩いている。

「清香ちゃん、お誕生日おめでとう。ばぁばはたくさんプレゼントを買ってきたのよ」

　義母が張りきって大きな紙袋を渡そうとするから、朝陽が止めた。

「母さん、ありがたいけどプレゼントは後で。今おもちゃを出したら、清香がご飯を食べなくなる」

「そうよね。ごめんなさい」

　慌てて紙袋を椅子の後ろに隠した義母が、息子に目を細める。

「あなたはちゃんと父親をしているのね」

　その言葉で朝陽が母親の隣の席を見た。

　咳せき払ばらいした義父がちらし寿司をひと口食べて「うまいな」と呟き、気まずそうだ。

　清香の離乳食は朝陽が食べさせてくれて、成美は自分の食事をゆっくり楽しめた。用意した離乳食は少々量が多かったため、半分ほど残して清香が椅子を下りたがった。

「あーだっ」

「私が向こうで清香と遊んでいます。朝陽さんも食べてください」

「成美はちゃんと食べたのか？」

「はい。もうお腹がいっぱいです」

　皿の取り換えなどは牧に頼み、成美は清香を抱っこした。

　ソファには義父が、ポツンとひとりでなにもせずに座っていた。ひと通り食べて満腹だと言って、先にダイニングテーブルから離れたのだ。息子たちが小さな頃の誕生会も不在だったそうなので、きっとこういう集まりでなにを話していいのかわからないのだろう。

　月に二度ほど清香を連れて朝陽の実家を訪ねているが、やはりその時にも義父は仕事でいないことが多かった。夜は帰宅しているそうだが、日中に遊びに来た孫娘には会えない。

（居心地が悪そうね。清香に話しかけてもくださらない。そういえば前に子供への接し方がわからないと仰っていた）

　ネックレスを渡しに行った日の会話だが、息子たちが小さな頃から今でもそれは変わっていないのだろう。

（よーし！）

　成美は隣に座ると、抱っこした清香の顔を義父へ向けた。

　定期的に会っている成美の両親と朝陽の母には人見知りしないが、慣れていない祖父を前にして清香が不安そうに成美にしがみつく。

「なんだね？」

　隣に座られると思っていなかった様子の義父も清香と同じように眉根を寄せた。

「お義父様、清香に〝いないいないばぁ〟をしてください」

「俺が？」

「はい。絶対に喜びますから」

　信じがたい要求だと言いたげだが、咳払いをして覚悟を決めたようだ。少々強面の真顔をごつごつした手で隠すと、作ったような渋い声を聞かせてくれる。

「いないいない、ばぁ」

　手を離しても表情は変わらずで、祖父を見つめる清香が固まっていた。

（あれ？　慣れていない人がやっても笑わないの？）

　それどころか泣き出すのではないかとハラハラし、無理やり交流させたことを後悔しかけたが――。

「きゃははっ！」

　清香が声をあげて笑い、もう一回とせがむように祖父に片手を伸ばした。

　義父の口角が上がるのを初めて見た。

「お義父様、もう一度お願いします」

「よし。いないいない……ばぁっ！」

　今度は勢いを感じさせるあやし方で清香のツボにはまり、身をのけ反らしていつまでも笑っている。

「じぃじの顔でも笑ってくれるのか。清香はいい子だ。よしよし、もう一度だな」

（陰で自分を〝じぃじ〟と呼んでいたんだ。接し方がわからなかっただけで、お義父様も孫と交流したかったのね）

　清香の笑い声に引き寄せられるように、ダイニングテーブルにいた皆がこちらに集まってきた。

「由紀子、見てくれ。こうしたら清香が笑うんだ。じぃじの顔が好きみたいだぞ」

「あら、ほんと。でも清香ちゃんは、ばぁばの方が好きよね？」

「あいっ」

　きっと意味は理解していないと思うが、清香は問いかけられると元気に手を上げてお返事する。

　すると成美の膝から孫娘を抱き上げた義母が、夫に向けて勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

　義父は悔しそうに顔をしかめ、悪いと思いつつも笑ってしまう。

　成美が楽しそうだと清香も嬉しいようで、孫が笑えば祖父母全員の目が細くなる。

（お互いの両親と一緒に、こんなに楽しい時間を過ごせるなんて夢みたい。清香のおかげね。子供の力ってすごい。清香、お誕生日おめでとう。生まれてきてくれてありがとう――あっ！）

　こんなに素晴らしい状況を動画に収めなければと思い、成美はソファを離れて携帯電話を取りに行こうとした。

　すると少し離れた場所で携帯電話のカメラを構える朝陽と目が合った。

　手招きされて隣から画面を覗き込むと、祖父母四人と愛娘が幸せいっぱいの笑顔で映っていた。

　夫に肩を抱かれて微笑み合う。

　それだけでお互いに同じ気持ちでいるのが伝わった。




　誕生会は三時間ほどでお開きとなり、祖父母は十五時半頃に帰っていった。

　先ほど片づけを終えた牧も帰宅し、今は夫婦と清香だけである。

　ダイニングテーブルの上は誕生日プレゼントの山だ。

　成美の両親からは洋服と絵本、朝陽の両親からも洋服と、おもちゃの箱は五箱ももらった。

　それだけでなく、朝陽の兄からも知育おもちゃが宅配便で送られてきて驚いた。義兄は清香が三か月の赤ちゃんの頃に一度だけ、出産祝いを手にこの家にやってきた。それきり交流はなく、姪めいの誕生会に興味があるはずないと朝陽が言ったので声をかけなかったのだが、招待したら来てくれたのではないだろうか。

　二歳の誕生会には必ず招待しようと成美は思っていた。

　ダイニングの椅子に座ってプレゼントを整理していたら、朝陽が隣に来た。

「お疲れ様。清香も寝ているし成美も少し横になれば？　洋服のタグを切るのは俺がやるよ」

「ありがとうございます。でもそろそろ清香を起こさないと」

　娘はリビングに置いてある昼寝用のベビーベッドの中で寝息を立てている。

　十日ほど前から昼寝は一日一回、昼食後にさせているのだが、今日は昼からの誕生会の前に一時間ほど寝かせた。

　そのため夜まで起きていられず、祖父母が帰ってからずっと寝ている。しかし十七時を過ぎたので、そろそろ起こさなければ夜の寝かしつけが遅くなりそうだ。

「じゃあ、起こす前にちょっとだけ」

　成美の後ろに立った朝陽が、ワンピースの襟元から服の中に手を差し入れてきた。驚いて振り向くと、唇も奪われる。

「んっ、朝陽さん。もしかして、ええと、その……したいんですか？」

　照れながら聞くと、夫に後ろから抱きしめられた。

「そりゃ抱きたいさ。ひと月もご無沙汰だ」

　子供が小さいとなかなか夫婦の時間が取れない。

　赤ちゃんの頃に比べたら続けて寝てくれるようになったが、今でも夜間に二回は泣いて起きるので、朝陽に体を求められても応じられない時があった。

「疲れていると思うけど、今夜少しだけ付き合ってくれないか？」

　蠱惑的な甘い声で誘われ、うなじにもキスされたら、成美もその気になる。鼓動を高まらせて頷いたが、残念ながら絶対とは言えない。

「清香次第です。今日は二回お昼寝していますし、誕生会の興奮もあります。なかなか寝てくれなかったら、今夜は諦めてください」

「今すぐ清香を起こそう」

　朝陽が成美から離れたら、ちょうど清香が起きたようだ。

　すっきり目覚められなかったようで、声をあげて泣いている。

　成美が急いで立ち上がろうとしたら、朝陽に肩を押さえられた。

「俺が抱っこする」

（朝陽さんがわかりやすく張りきっている。体を重ねたいのをそんなに我慢していたんだ。私も久しぶりだからか、今からドキドキしてる……）

　一緒にベッドに入れるかは娘にかかっているので、成美は火照った顔を片手で扇いで母親モードに意識を戻そうとした。

「清香、おはよう。泣かないで。パパと一緒に遊ぼう」

　朝陽が抱き上げて優しく揺すっても、娘はなかなか泣きやまない。

　誕生会は清香も楽しそうだったが、大人が思うよりも負担になっていたようだ。興奮したり疲れすぎたりすると、お昼寝から覚めてもぐずぐずと機嫌が悪く、こうなると朝陽では手に負えない。

　夫と交代して成美が抱けば、娘は指しゃぶりをしながらすぐに泣きやんだ。朝陽が口を尖らせる。

「ママの腕の中が一番安心できるのか。初めて話した言葉もママだったしな」

　ママやワンワン、などいくつか言葉が出始めているが、パパとはまだ言わない。

「パの音が上手に出せないだけで、きっと心の中ではパパと呼んでいると思います」

　フォローのつもりで言ったのだが、それならばと朝陽が娘に発音を教えようとする。

「清香、パパの唇をよーく見るんだ。こうやって唇を閉じて、んーパッ。やってごらん？」

　まだ無理だと思いながらも夫の好きにさせていたら、不機嫌そうな清香が小さな手で朝陽の顔を押した。

「あだっ」

「ヤダって言ったのか？」

　朝陽がショックを受けた顔をしている。

「きっと違いますよ。落ち込まないでください」

「まーま、まま、まま」

「うん、ママだよ。呼んでくれてありがとう。清香のほっぺはプニプニで可愛いね」

　マシュマロみたいにスベスベで柔らかな頬に触れられるのは親の特権だろう。

　指先で娘の頬の感触を楽しんでいたら、清香も成美の頬に触れ、それからパクッと食べるようなキスをくれた。

「朝陽さん、今の見てました？　清香からキスしてくれました！」

「ズルい、俺もされたい」

　娘からのキスを期待して朝陽が頬を近づけると――小さな手でパチンと叩かれた。

「なんでだよ……」

「えーと、きっとおひげのせいです。朝陽さんは薄い方ですけど、夕方になれば少しはチクチクしますよね。清香はパパが大好きですから大丈夫ですよ。ほら、三人で一緒に遊びましょう」

　目に見えて落ち込む夫を気遣った成美は、娘の機嫌を取ろうとラグの上におもちゃを出した。

　ソフトビニール素材の四角い動物積み木が最近の清香のお気に入りだ。

　まだ上手にできず、ふたつ積めるか積めないかといったくらいだが、動物が可愛いからか飽きずに遊んでくれる。

「清香、どうぞ」

「あーうっ」

　ラグに座らせた娘に成美がパンダの積み木を差し出すと、お辞儀をして受け取る。

　ライオンの積み木の上に重ねようとして落とし、できないと言いたげな目を母親に向けた。

「パンダさん、転んじゃったね。それじゃ、ゾウさんはどうかな？　はい、どうぞ」

「あーうっ」

　清香は決して怒らず、丁寧にお辞儀をして受け取ったゾウを積もうと集中していた。

　娘の横に座っている朝陽が感心する。

「清香は真面目だな。俺なら積めないことでイラついて、積み木をぶん投げていると思う」

「真面目……そうかもしれません。私みたいになったらどうしよう」

「白いセーラー服が似合う清廉な乙女に成長するなら、いいと思うけど」

「よくないですよ。友達ができませんし、恋もできないと思います。朝陽さんのように物好きな男性はそんなにいませんから」

　朝陽と出会えなかったら、成美は今でも恋を知らず結婚もしていなかっただろう。娘に寂しい人生を歩ませたくないと心配しているのに、夫は嬉しそうに指を弾いた。

「それはいい。清香はずっとパパと一緒にいような」

　娘の手から積み木を取り上げた朝陽が笑顔で抱き上げると、清香に両手でパチンと頬を挟まれた。

「やだっ」

「はっきりヤダと言ったな」

「ぐ、偶然そう聞こえただけですよ。でも年頃になった娘に同じことを言ったら、その時は本当に嫌がられると思います」

「清香もいつかは年頃に……。俺の手を離れて誰かのもとに嫁ぐのか」

　清香を抱きしめ、つらそうに顔をしかめる夫に成美は目を瞬かせる。

（二十年先のことを今から心配しなくても……）

　溺愛ぶりに呆れた後は、笑みを浮かべて夫に寄り添った。

「その時は私が慰めてあげます。娘が巣立って夫婦ふたり暮らしに戻るのも、私は楽しみです。愛するあなたを独り占めできますから」

　朝陽が嬉しそうに目を細めた。

「同感。きっと新婚時代に戻った気分で楽しいだろうな。清香、こっちを見ないでくれよ。いないいない――」

　娘を膝に座らせ片手で目隠しをした夫は、もう一方の手で妻を引き寄せる。

　夫婦が見つめ合って唇を重ねると、愛娘が可愛い声で「ばあっ」と催促をした。
















特別書き下ろし番外編










君なしでは生きられないほど愛してる




　娘の誕生会の余韻は消え、秋の星座が都会の夜空を飾る。

　ここからは大人の時間だ。

　広いベッドの上で朝陽は久しぶりになめらかな妻の肌を味わっていた。頬から首、鎖骨から胸へと唇をすべらせ、控えめだが柔らかく心地いい膨らみを吸う。

「あっ」

　舌先で頂を転がせば妻はなまめかしい声をあげ、直後に慌てて口を押さえた。

　組み敷いている妻を見下ろし、朝陽はクスリとする。

「声を抑えなくていい。清香はぐっすりと夢の中だ」

　ここは夫婦の寝室で、愛娘は向かいの部屋でひとりで寝ている。

　いつもは母娘ふたりがその部屋に布団を敷いて寝ているのだが、体を重ねる時は夫婦の寝室を使う。見守りカメラを設置しているので、清香の様子はベッドサイドのモニターで確認できた。

　バンザイの姿勢で規則正しい呼吸を繰り返し、深い眠りに入っているのがわかる。

　廊下を挟んだこの部屋の声や物音くらいでは起きないと思うが、それでも妻はチラチラと娘の様子を気にしてなかなか行為に集中できないでいた。

　朝陽はモニター画面の角度を変えて成美の目に入らないようにし、声の糖度を上げて耳元で囁く。

「大丈夫だから、今は俺だけを見て」

「はい……」

　素直に返事をしてもしばらくは気もそぞろな様子だったが、朝陽が舌や指先で敏感な部分を攻めたてるとやっと甘い声を聞かせてくれた。

「朝陽さん、あの、そんなにしたら恥ずかしいです」

「なんだって？　聞こえないな」

「いじわ――ああっ！」

　羞恥と闘いながら快感に身をよじる妻は、どこをどう見ても色気のある魅力的な大人の女性だ。しかし白いセーラー服を着ていた時の清廉で純朴そうな面影はしっかりと残されている。

（女子高生時代の成美を思い出すと妙な背徳感を覚えるな）

　神聖なものを汚しているような気分になったが、同時に征服欲が満たされる心地もした。

　あの時に手に入れられなかった少女が大人になり、こうして自分に抱かれている――その事実にゾクゾクと興奮し、妻の両足を抱えるようにして潤う中心部へ腰を沈めた。

　打ちつけるリズムに合わせて、妻はなまめかしい嬌きょう声せいをあげる。

　次第に強まる快感から逃げ出そうとするように身をよじるので、掴んだ手首に体重をのせてシーツに押さえつけた。

「あっ、駄目……もう駄目です！」

　高みに上らされまいと必死に耐える妻の、恍こう惚こつと苦く悶もんが混ざった表情がたまらない。

　朝陽も興奮に呼吸を乱しつつ、さらにリズムを速めて妻をからかう。

「なにが駄目なんだ？　こんなに愛しているのに」

「強すぎて……んっ」

「これくらい受け止めろよ。俺を愛していないのか？」

「愛していま――ああっ！」

　華奢な体を両腕に強く抱きしめて深部を繰り返し突けば、妻はビクビクと体を震わせた。

　きっと今、頭の中が真っ白になっているのだろう。

　無意識の状態で朝陽の背に腕を回し、離れたくないと言うかのようにぎゅっとしがみついてくる。

　妻からの愛を感じて心が満たされると、朝陽の口元に自然と笑みが浮かんだ。

（俺なしでは生きられないほど愛していると言われてみたいと思ったのは、いつだったか）

　会社という戦場でそのように妻を想った時があったと振り返りつつ、ゆっくりと動きを再開させる。

　妻を抱くのは快感を得るためだけではなく、愛されていると実感したいからだった。




＊　＊　＊




（もう一時を過ぎたのね。今夜の朝陽さん、いつもより激しかった）

　前に抱かれたのはひと月ほど前で、成美にしたら間隔が長いと思わないのだが、男性にはご無沙汰に感じるのだろう。

　特別に激しかった理由をそのように解釈した成美は、うつ伏せで寝息を立てている夫の広い背に毛布をかけた。

　情を交わした後、夫は疲れて裸のまますぐに眠りに落ちたが、成美はこのベッドで朝を迎えるわけにいかない。夜中に娘が目覚めて泣き出さないうちに隣に戻らなければと、急いでベッドを下りた。

　下着とパジャマを手早く身につけ寝室を出ようとしたら、寝ているはずの夫に呼ばれる。

「成美！」

　切羽詰まったような悲痛な声に驚いて振り向いたが、仰向けに寝がえりを打った夫は瞼まぶたを閉じていた。

「うっ、ぐっ――」

（怖い夢を見ているの？）

　娘も気になるが、うなされている夫を心配してベッドに戻る。苦しそうに顔をしかめた夫は歯を食いしばり、額には冷や汗がにじんでいた。

「なんとかしてください。お願いです、成美を――」

（私の夢？）

　あまりにつらそうなのでベッドサイドから腕を伸ばして触れようとしたら、突然その手を掴まれた。

　それだけで十分に驚いているのにパチッと目を開けた夫が跳ね起きたので、口から心臓が飛び出しそうになる。

「成美っ！」

「は、はい」

　照度を落としたベッドランプの明かりの中、顔面蒼そう白はくの夫が震えるような呼吸をしている。

「朝陽さん大丈夫ですか？　随分とうなされていましたよ」

「夢か……よかった」

　大きく息をついた夫が裸の胸に成美を抱きしめ、髪に鼻先を埋めた。

「出産の時の夢を見ていたんだ」

　分娩台に上がるまで丸二日かかり、いきんでもなかなか赤ちゃんが出てこられず最終的に帝王切開での出産になった。

　成美にとってはもちろん人生で一番大変な瞬間だったが、その間ハラハラしながら付き添っていた朝陽の心労も相当だっただろう。

「成美が消えてしまうと思って、あの時は本当に怖かった」

　普段、弱音を吐かない夫が、怯えたように腕の力を強める。

（一年経ったのにまだ夢でうなされるなんて。心の傷になっていたのね）

　可哀想に思う反面、喜びも湧く。いつも頼もしくリードしてくれる夫が心をさらけ出し、弱さを見せてくれたのだ。

　甘えるように抱きしめてくる夫が愛しくて、成美もその背に腕を回した。

「大丈夫ですよ。私はこうしてすっかり元気になりましたし、清香はすくすく成長していますから」

「ああ……」

　広い背中を撫でると安堵の吐息が耳元で聞こえ、それから夫がポツリと呟く。

「逆だった」

「なにがですか？」

「俺が君なしでは生きられないってこと。頼むから、俺の前からいなくならないで」

「朝陽さん……」

　いつも惜しげなく言動で示してくれるので夫からの愛情を知っているつもりでいたが、生きられないほどとは思わなかった。

　胸が歓喜に震え、驚いて丸くなった目に涙がにじむ。

「私も同じ気持ちです。これから先も私たちはずっと一緒ですよ」

「約束な」

　成美の肩からゆっくりと顔を上げた夫が、少し赤い目をして照れくさそうに微笑んでいる。

　コツンと額をぶつけてクスクスと笑い合い、頬をすり寄せて唇を重ねた。

（もう少しだけ……）

　夫と愛情を確かめ合えば自信が胸に広がり、自分はこのままでいいのだと安心できた。

　娘が起きて泣くまでは夫婦ふたりきりの時間を過ごしたくて、夫の背に腕を回してしがみついた。




【完】










あとがき




　この文庫をお手に取ってくださいました皆様に厚くお礼申し上げます。

　今作のヒロインは超真面目女子にしました。

　若い頃の私は人より得したいと考えるズルさがあったように思います。あんなことしなければよかったとその頃をふと思い出し、今さら反省する時があります。

　自分を嫌いにならないように真面目に生きた方が幸せだなと年を重ねて思うようになり、尊敬の気持ちで成美を書きました。

　と言っても、成美の真面目さは度が過ぎていますよね。性格上、思い切った行動をさせられず、真面目なヒロインは書きにくかったのですが、朝陽にマイルールを壊してもらうあたりから楽しくなりました。

　日課のラジオ体操にきのこ栽培、真面目でも面白いヒロインになったのではないかと満足しています。

　既刊を振り返れば、私のヒロインたちは皆それぞれ個性的です。

　演歌と日本酒を愛する大らかなＯＬに、食玩フィギュア収集家、サバサバしているのに実は少女漫画大好き女子に、ヒーロー戦隊マニア、二時間おきに隠れて肉を食べているＯＬ等々、特徴的な性格をしています。

　既刊のヒロインたちに比べたら、成美は平凡かもしれません。

　もしご興味がありましたら、ぶっとんだ既刊のヒロインたちの物語も覗いていただけると嬉しいです。

　話は逸れまして、我が家の次男が二歳になりました。清香と違い、積み木をぶん投げるタイプの性格です。イヤイヤ期に突入して、なかなかハードな日々を送っています。スロースピードでの執筆ですが、今後の作品もどうぞよろしくお願いします。

　最後になりましたが、編集担当の篠原様、森岡様、文庫化にご尽力いただいた関係者様、書店様に深くお礼申し上げます。

　表紙を描いてくださった椿野イメリ様、和装の成美の清楚でウブな感じがすごく素敵です。朝陽も凛々しくて、素晴らしい表紙絵をありがとうございました。

　文庫読者様、ウェブサイト読者様には、平身低頭で感謝を！

　またいつか、ベリーズ文庫で、皆様にお会いできますように。




藍あい里さとまめ
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――冷徹御曹司はお見合い妻を10年越しの溺愛で絆す







発　行　２０２３年６月10日　初版第１刷発行

著　者　藍里まめ

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mame Aisato 2023




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		愛してると言わせたい――冷徹御曹司はお見合い妻を10年越しの溺愛で絆す



		断られるつもりで臨んだお見合いが



		交際０日でのプロポーズ



		恋は結婚の後に



		マイルール壊し



		妻の癒しと母の執着



		無自覚な妻は夫を救う



		真面目な娘



		特別書き下ろし番外編



		君なしでは生きられないほど愛してる



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






